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. . . : 主ザ野合同忘年懇親会開催予告

会員各位より待望久しかった太閤園における 忘年懇親会を、本年

は建築クラブと合同のもとに、下記のとおり開催することになりま

した。

ここ数年来の低迷する不況を 一掃し、明るい来年を期待して楽し

いひと時をともに過ごしたいと存じますので、何卒多数ご参加下さ

いますようお願い申し上げます。

なお、詳細については 11月号会告並びにノ、ガキにてお知らせ致し

ます。

コ
じ==ロ

と き 昭和54年 12月 14 日樹午後 6 時一 8 時

ところ 太閤図 ガーデンルーム

( 都島区網島町 9 - 1 0 T E L  351- 8201)  

会 費 5000円( 別に多額の補助あり)

定 員 300名

( 豪華商品の当たる拍せん会を行います)

毎日出版文化賞受賞

叫ふるさとのすまい 一日本民勝一復 刻 版 の 刊 行

本会の創立45周年を記念して昭和37年に出版された上記図書は、

沖縄から北海道までの都道府県から代表民家200余を選び、これを採

訪、実 iRI J した日本民家研究の基本文献で、 500点にのぼる写真、220点

余の平面図、断面図などを収録したもので、刊行まもなく品切とな

りました。

このたび日本資料刊行会より復刻版として刊行、全国の書庖で発

売されておりますが、本会々員に対しては下記のとおり特価販売い

たします。 ご希望の方は早急に本会 ( 大阪市東区北浜 3 - 37、電話

06- 231- 9648) までお申込み下さい。

A  5変形判 ( 18. 5cm X  17. 5cm) 上製函入270頁

定価 5700円のところ会員特価5000円( 送料 250円)

日本建築協会会告一一一

昭和54年度茶室見学会( 第 2 回)

叫京の詩仙堂と芭蕪庵を訪れる会

恒例の茶室見学会の本年度、第 l 回は、本会名誉会員、岡田孝男

先生のご案内により、大徳寺の紫光院と賞梅院の茶室を見学しまし

たが、第 2 固として、今秋はひきびきに京都・東山の北部にある，詩

仙堂と芭蕪庵を訪れることにしました 。

詩仙堂は寛永18年( 1641年 ) 、石川丈山59オ のとき一 乗寺村に建築し、

寛 文12年 ( 1672年) 90オで残するまで煎茶道の開祖として悠々自適

の生活に入った所で、中国 η 詩人( 杜甫、李白、陶潜など) 36人の

肖像と詩を掲げた詩仙之聞と、 3 階の眺望 噺月楼は当時のまま残

っています。庭に 有名な法家 ( そうず) があります。

芭蕪庵は金福寺の後山にあり、元禄 ( 1688年 ) の昔、俳聖芭蕪が

この地に庵を結び、

水うき 我を 淋しがらせよ かんこ鳥、

の句を作った所と伝えます。

その後、荒廃していたのを安永 5年 (1776年) 、与謝蕪村が再興した

藁主主の美しい建物が菅のままに残っています。 3 帖台自問炉の席に

水屋があり 、後山には蕪村をは じめ呉春、景文など多くの俳 人 の 墓

があり、青木月斗師の墓もここにあります。

今回は、晩秋の京・浴北の静かな山懐にひっそりとたたずむ二つ

の庵を訪ねます。

多数ご参加をお待ちします。

日 時 11 月10 日 出 集 合14 :  0←令解散16 ・30

集合場所 一乗寺下り松の碑の前 ・目標会旗

〔参考〕集合所までの交滋賀は名自ご負担のこと

京初駅前よりーー ・市パス③系統「岩倉行j に来事 →経由・四条烏丸( 阪急電車連絡)

経由 ・三条京阪( 京阪電車速絡) ー→「ー来寺下り松J 停で下車。→大通りを東へ徒

歩 100mのつき当リの下リ絵の碑の前。

( パスは 10分 - 15分間隔で発卓、所聖書京都駅より 40分、京阪三条より約25分、運賃 130円)

講 師 帝塚山学院大学教授工学博士 岡田孝男氏

定 員 30 名

参加会費 会 貝 1，200 円1

-: Ｍｾ Ｚ＠ ｾＧｾｾｾｾ ｉ 拝観料、抹茶代 、その 他
会貝 外 1，600 円/

申 込 この催しは会誌「建築と社会」の 10月号の発行が遅延の

ため特に電話にてお申込願います。

ただし、申込締切は 11 月 6 日u < l 中とし、定員を超過した

場合は会員優先で抽せんにて決定の上お知らせします。

申込方法 建築協会卒業課へ電話にて氏名・勤務先名 ・連 絡 電 話 番

号 ・会只 、会只外の区別・参加証発送先と郵便番号を 明

確にお申越しのこと。 ( 電話 06ー 231- 9640)

処築と社会/ 刊79年 10月号 1  



一一一日本建築協会会告

4 旧下村邸( 大丸ヴィラ) を訪ねる

一一建築家・ヴォーリズ… … その人と作品一一一

ウィリアム ・メレル ・ヴォーリズは、キリスト教伝道のため、明

治35年来日以来、近江兄弟社を創設したほか、建築の面でも多くの

足跡を残しました。それらの作品は 、われわれの近くにありながら

意外に知られていないようですが、種々の様式を自由に使いこなし

たその作風には、最近の建物にはないある種の豊かさを感じさせる

ものがあります。

今回は、彼の残した多くの作品の中でも住宅の代表作といわれる

旧下村邸( 大丸ヴィラ) を見学し、くつろいだ雰閤気の中て¥ヴォ

ーリズに関して研究を進めておられる大阪芸術大学の 山形先生を囲

んで、その作品と人柄にふれてみたいと思います。

なお、この企画に際して、大丸百貨庖、並びにー粒社ヴォー リズ

建築事務所に多大のご協力をいただきました。

秋の京のまちの散策をかねて多数ご参加下さい。

日 時 11 月17 日 出 集 合14 :  00- →解散17 ・00

集合場所 大丸ヴィラ正門前付近・目標会旗

( 京都市上京区烏丸丸太町上ル)

〔参考〕 集合所までの交通費は各自負担願います。

大阪より→阪急電車、京都線特急乗車( 毎時 15分/i l l隔にて発1 ) 1 ) →「烏丸」釈下車→地

上へ出て烏丸事邸方面行パスに乗車 ( 4 . 5 分1"1隅) →「烏丸丸太町J て' 下車→北へ向っ

て50mの左( i 1! i ) 1sIJ ( 運賃・阪急電車大阪よリ 250同、パス 110問 ・所要約 1 時間 )

講 師 大阪芸術大学講師 山形 政 昭 氏

定 員 30名

参加会費 会 員 700円1

| 資料代、喫茶代、その他

会只外 1 ，000円j

スケジュール

14:  00→14 :  30 下村邸の慨要説明

14 :  3か→ 15 ・00 見 学

15 :  00→16 :  30 ヴォーリズの作品について( スライドと講演)

山形講師

申 込 往復ハ yゲキ 1 名に l 枚限りとし、氏名・勤務先名 ・所属

2  

宮11謀名・年令・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号・

会員、会員外の区別を記入し、 「大丸ヴィラの見学J と

明記の上11 月12 日( 月) まてーに建築協会事業諜へ。定員

を超過した場合は会員を優先の上抽せんにて決定します。

4 大阪、四天王寺・昭和の夢殿( 太子殿)

と中心荷藍の見学

大阪の府、民に‘ 天王寺さん: と親しまれている天王寺区の四天王

寺の代表的な建物、太子殿( 奥殿) が 9 月に再建完成され、 10月13

日より 10 日間に亘る落慶法要が行われました 。

四天王寺は、聖徳太子が創建した日本最古の官寺と伝えられるも

ので、昭和20年 3 月の戦災でほとんど主な建物が焼失しましたが、

再建復興事業により、去る 38年に中心的孤藍( 金堂、講堂、五重塔、

廻廊) が再建され、今回の太子殿の竣工により遠大なる復興事業も

終了し、 34年ぶりに戦前の姿に戻りました。

太子殿の主になる建物、奥殿は聖徳太子をまつる聖霊院で、東大

・藤島亥治虫[1名誉教授の指導により設計が進められ、法隆寺の夢殿

の様式をモデルにされた二重基盤の八角堂で、内部のお堂は直径13

m の珍しい円形にな っています。これと同時に同敷地内に経堂なら

びに杉本健吉画伯の描かれた太子生誕より入滅までの壁画のある絵

堂が建立され、いずれも総槍の白木造りです。また市民に親しまれ

ていた猫の門、虎の門も再建され、奥殿に安置される太子像ととも

に飾りのネコ、トラを京の仏師、松久朋琳、宗琳の両氏が制作され

ました。

今回はこの大阪、四天王寺の新太子殿と茄藍を四天王寺復興部建

築事務所のご厚意と( 株) 金剛組のご協力により見学することにい

たします。

多数ご参加下さい。

日 時 11 月20 日ω 集合14: 00→ 解 散16: 00 

集合場所 大阪市天王寺区 ・四天王寺、西大門前 ・目標会旗

ただし大阪、地下鉄 ・谷町線「四天王寺j 駅下J11. 一番南寄リ( 天王寺万 lo'l) の改札出

口から地上へ出て南へ向って 400 mの左折した前方におの鳥居があり、主主えたところが西

大門です.

( 地下鉄所要時間、大阪篠田より約 15分)

定 員 30名

参加会費 会 員 600 円1

| 拝観料、その他

会員外 900 円/

申 込 往復はがきに限ります。ハガキは l 名に 1 枚限リとし、

氏名 ・勤務先名 ・所在地 ・連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・

郵便番号を記入して「四天王寺の見学J と明記の上11 月

13 日 ( 火) まて' に建築協会卒業課へ。

定員を超過した場合は抽せんにて決定します。
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- '(i エネ J レギーとインテリア / 'I' .Hl ，i;.

・これからの利胤のインテリア /IIJ 片」郎

・ インテリア以前のぷ題解決と幻惑的 ｉ ＧｻｾＧｲ をつつしみたいＯ柴辻政彦

- これからのムード! 照明/ 河旧経典

- ｪ 羽ｾＧＱＡｉＯｩ ｊ としての Ｘｄ ＧＮｪ ・代イ ンテリ Ｗ ＮＧｾ Ｎ［ ぷＯ赤松良

こ れ か ら の 家 共 一 梢ート . .. . ... . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . .一 ・・・・ ・・ー・・・ ー光 Jj 長俊犬 4 7  
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本社ピ Jレ役LLi 主11，fj :: 主/ 公立乍校共済組合大! V，，(j( ji(  11 ;J i ' ♀にわ会館/ ホリディイン Iv. i海大阪( 小

林ピル ) 5J1'r'i ラウンジ / や1'); 111手乍閑友総会館 1附ロピー / ラ イジング飯111 (株 ) 本トl ピJレ/

1J i"u ショ y ヒング七 ンタ ー / ガ ーリ ッシュマ インド・ 5 1
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Ｇ ＨＧｪ エネルギーからみたスチームアキュムレータＯ交 ｊ ｉＧ ｾ ｉ リ ｬ 彦 ＮＮＮ 7  9  
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和歌山市民会館

設 計 日 建 設 計

施 工 飛 島 建 設

近 畿 電 気 工 事 ・ 大 阪 電 気 暖 房

松 下 電 器 産 業 ・ 松 下 電 工

日
l. t'県道 からホールへの

アプローチ

2. 米' !!I J より 大ホールをみる

3 会議槻

(手 III'はiIi. 怖 H II スロープ7

4 航空写nu二郎は紀の川)



利 f. j丸山 rli b! : 会館は、 H召和30ifo代の公会主ブームに | はなく 、 「緑 地広 ｪｊ Ｏｾｊ を Ｑｽ ＩＨＮＱ 也 の 仲 ｪ ｩｊｩｩ に設 也 し 、 こ ｉ ｾｉ［ＦＢ 丘 からホールへのアプローチは 、歩道面か ら が ｊ

先がけて作られた f l日r! i 民 会館」 が 、 新 J 'f 合主主投 | れを 中 心 にして大ホール、 小 ホ ー ル 、 会 議械 を扇 1 9 0 cml : げたレベルに取 った 「 緑 地 広 場 J か ら 始

のため、 Ｂ ＿ ｾ平Ｑｉ ＴＸ 年に やむなく 取泌 された後 、市民ｼ形 に配することにな っ た 。 将来 、南 プロ ッ クにおい ｼ まる 。 ここには市の木であるクスの 木 が幾 何 学 的

の熱' 3 1 により再処 さ れ た ものである 。 I ても、総地広場を kli 絞して求め、これを中心に』也| に配位 され、紙の木陰の下にはベンチがある楽し

激地は、手 ＱＱ 歌山市の ｬ 活玄関ともいえる ｦ ｬ 判海電鉄、ｼ設を配することによ っ て 、良好な Ｍ Ｑ 洋 の文 化 、ＧＯー ｼ い広場であり 、県道 の ｬ 豆島査からのがれた Ｎ ｕ Ｏｾ ｪｩ， 斤 でも

和歌 山 市駅」とパスセンターに近接した位低にあ | ンが完成することを芯図している 。 この 2 プロ: ; ｉ ある 。 広 Ｎｴ ｊ ＩＧ ｾ からプロムナード 、 エン ト ランスホー

る 。 ｬ￬￭ ｊ ぱ ｩ は ｴ ｬｬｾＮ 巡に回し、これと ｲＡ ｩ 腕川 に 固 まれた ｉ 7 の西日目 は、 rl-if EのM Jil に対応し日乎応する 4時刻と| ル 、ホワイエと Jlli むにつれて、次第 に 床 の レ ベ ル

Ｒ ブロ ッ クの加 也 のうち 北 プロ ｹ クであるが 、 こ Ａ なり 、 また逆に ｦｩｪ の 小 心、 天守 ｼ引 からの ｉｾｅ ｾ を受ｼを変えつつ笠 ｉ ＢｬＭＺ ｊ のおまりを求め 、ロ ビーの人口へ

の敷 地のもっ '1;111線 上 には、 r! i衡の ιl' 心 を内め る羽1 I けと める ! i l l 築形態 ともな っている 。各々独立した | とあt く。 ここには仕 切 を設けず移動式 の ゲ イ ト と

歌 山 城がある 。 やがてこの 2 プロ y クによよ って 、 | シルエットを持 ち展 開するm経1洋は、一 見 して 判 | し、ロビーとエン トランスの空 1/11 を一 体 化 するこ

ｲＡ ｩ の総合 的 な胞設が形成されることを 削芯すれ Ｈ ｩＮ 、ｼり やすいＡｾじとなり、 ｲＡ ｩ ｢ＡＺ が親しみを 持 っ て 平 ＱＱｭ I とを 11指した 。客席までのアプローチは、 I1li 物 に

辿物の円 ｅｦｅ は、単に北ブロ ｹ クのみの土地平 Ｑ Ｑｭ で ｼ することと ｊ ｴｊｬｩｩＧｦしている 。 ｉ 対する ｊｙｉ 待感を日め、心の準備をしてから＼ｽｊｨＧ ｬｾ で、



きるよう に、 ある 干 Ｚ ｓＡｊＡｴ の ＱｩＱＡ Ｑｾ ｦ ｴ と ｉｉ ｴ ｆｬ ｲｴ を 設 定した 。 ｉ 500 H  z ) は 、 大ホー ル 1. 97秒 、 小ホ ー Jレ1. 27 秒 | ‘ fr [筒、断 1mの 設，fI- 基準 として 、ま す 舞台レ ベ ル を

ホー ルの 規 模 設定 は 、ill 築 審 議会 の 答 申 に 添 い、 | であ りE没，i! 条件 をIJ 両足 している 。 I 道 路I而から 65cmの r:' :j さとし 、治 近 共の搬 ，'1'，人 を似

県 L( ホー Jレと競 介 しな い 鋭 棋 として 、大ホ ー Jレ| ホ ー Jレの壁、プミ)1' には多1止の木 材 をf史川 し、 あた I ，f IJ にし 、 まえ二 大、小ホー Jレは防l じ舞台レ ベ Jレで隣

1 5 0 0 郎 、 小ホー ル 7 0 0 席 、 市 民ホー ル 5 0 0 1市| かも災 保の III ，;J に1) ')'，止 されたかの笠 間でも1 楽 を1mく | 桜することによ って楽日号、U' i 迫共類の 立換1' 1: を引

を 設 定した 。 し 、 ず れ も多 ＱＱ 的 ホー ル であるが 、 背ｼ ことができる 。 オーフン 行 ι ｊ ｦ で 、 コ ど Ｎ ｲ ｾｾ 楽卜 ｉＱ による ｼ たせるとともに 、技術 ｴ ＮＮｴ の 効 率 的 な 配 ｩ ｅ を ｮ ｔ￭ｩ ＺＡ に

特設，i ! の器 本 として許さ れ る範 闘で性 絡 付 けをお | コンサートがあり 、 、'i " の桁 j1j ，"号より 『苗 i't と粋 | した 。 もちろん 六、小ホ ー ルは隣 接 して い る が 3

こなうこととし 、大ホー ルは音 楽 (1'-JH1i しを 指 l旬、 | きに l胞があり 、存 JAf とVl r. Ti との一 体 感 が!'1L¥じられ | ゲIJ の出 ド と、 4 枚 の l坊音 J;ji によ り遮似 されており 、

小 ホー Jレは泌! 創{ 仏JHfi しを J行向 す る も の と し た。 l' li I る。 会1r; 1( 1'- J に トッフレベ ルのコンサートホー Jレで | それぞれのホー Jレが|口JII 年に伎肌 できる 。 ホー Jレの

後ms に 「母 子室」と 呼 ぶ 2 霊|坊音 ガ ラ ス に J1!I まれ

た宅をとり 、乳幼児辿れでも 鋭 tt できる 。 また '11

的 f に よ る 会館 の利J . f l も、緑 地 広 場 からホー ルの

ロ ビ ー に い た る ま で 設 け られたス ローフにより ，1J;

泌 さ れ 、 存jJif の '-1' 央 にお、 いて縦:l'1・できる 。

官 Ｇ Ａｾｦ￮ 姐りの ｊ 丸￬Ａ は 、大ホ ールに 可 ｯｦ ｬｪｊ プ ロ七 ニアム

をJ泣け iii il革u、;!xV!r. f交などの際、 プ ロ セ ニ ア ム の I1I

と刈 さを変えられるようにしている 。小 ホ ー ル は

オー ケストラ .i.u りを ヰIJmし、 能 舞 台の特 色である

必 り.'1 '， し抑r. i i をj杉づくることができ 、 能楽堂と If.

l;f J，iJ じ状 態で観 賞できる 。

t! i以 ホ ー ル は 、アマチュアが多 11 的 に和|川 するこ

とから 1 附に J生け 、 、Ir土 IIiJ の移 動 附 とした。 この

ホ ー ル の 1--には 、 レス トラン 、I:J -j }Jl が あ る が 2 ifi

スラプと ロ ックウー ルに よる ｩＫ ｉＪ Ｎｦ ，Ｇｉｩ ［［ｪｦ を ＮｪｾＩ Ｑｉ する

ことによって 、キll l i の娼{ 刺云婦 て? を遮 Jlfr している。

ホールのｾ訓 ， ｩ 生 ，￬Ａ は 、 騒 音基 準を ｈ ｃ Ｍ Ｒ Ｐ と Ｂ 党 首 ご

し、 la;f; ti Jll J :iE において 、 コンサートホー ル として

ｩ ｲＺｾ ＩＮｩ する ｦｵ￯ を ｦ ｾｊ た 。

( 寺 本敏JlI J 、 大 野- !J l / 日法"生 ，i! 大似)







、、、

- V -Af  
l  ロピー 5  映写: a

2  科目IJ 宝 6  投 光 室

3  会織笠 7  デ y キ広場

4 .  I次 抜

3 階 平 面 図

1 . エ ノ ト ラ ン ス ホ ー ル

2  ホ ワ イ エ

3.  Ｇ￭ｾ坦 ｾｽ ｊ ｬ 務ＺＺｩｉ

4  レストラン ・喫 祭

5  大 ホ ー ル ロ ビ ー 9.  'J、ホールロビー

6  大 ホ ー ル 10. 小 ホ ール

7  訓l 光室 11. 太 陽 のI持

8  音'II'!:'J，¥J1畦::iI 12  フ ロ ム ナ ー ド

率

向

哨

地

時

十

串

府

政

公

7

8

 

日

明J

i

 

筆

広

出

川

児

地

計

石

幼

紛

糾

吋

銘

3

4

5

6

 

H

ピ

人

口

搬

ル

ル

以

一

一

道

出

ホ

ホ

火

山

出

小

小

9

0

1

ロ

ピ

一

口

J

レ

レ

ラ

一

一

ヤ

ホ

ホ

ム

口

ギ

大

大

飾

区

O

F

O

勾
，
。
。

'
ν
 

一

一

ホ

ピ

ス

ロ

ン

ル

ル

ラ

一

一

ト

ホ

ホ

箪

ン

民

民

ポ

エ

市

市

印

刷

'

i

内

4

。
J

a

“
ー

1  :  1500 ⑧ 

山1

るa
F
 

J

 

b

y』ヒu

 

レホ

ル

大

一

仙

リ

」

イ

よ

り

タ

ル

川

一

ル

一

1

ベ

一

ホ

バ

岬

レ

小

抜

ス

'

山

エ

λ

吹

ン

サ

と

ン

と

ラ

る

る

U

エ

ラ

一

ト

み

み

る

イ

l

ピ

ン

り

り

み

ワ

ノ

ロ

エ

よ

よ

り

ホ

エ

附

附

h

山

内

よ

附

附

3

2

京

市

北

2

2

冒

』

n

L

η

d

a

q

F

D

F

O

勺

，





大 ホ ー ル

性 倍 音 楽 (1'.) 催しに重点をおく多目的ホール

収容人 ｴｾ 1，498人 固 定 席 上3101市

移動席 180席 目巨符チ府 8席

客席型式 l スロープ型式

残響H幸Hi l 1. 97sec ( 空席時) 500Hz  

舞台型式 プロ七ニアム型式

舞 台 プロセニ 7 ムl持l 口 寸 法 巾 凸 19 . 90D ，:' ;j さ8. 900

舞台 lfii tl'l 782m 

舞台寸法 舞台必←・ プロセニアムライン 1. 800m 

プロセニアムライン ーＫ ホリゾント ｾｾ 14 .  400m 

ホリゾント幕←→舞台奥柱而 0.80001

舞台奥行 17 . 000m

舞台けJ .Q 40 .000m 

舞台おさ( ぶどう棚まで) 21. 400m 

ぶどう 棚上部 7 リアランス 2.000- 4. 500m 

舞台床面おさ( 客席レベルより) + 1. 000m



小ホール

性 絡演劇的催しにi J l 点をお く多 目的ホ ール

収容人民 700人 固定席 559席

移動l市 133/，市

IJI 椅イイ南 町市

客席型式 1 λ ロープ型式

残響II ;H iJ 1. 27sec (室町時) 500Hz  

舞台型式 プロ七ニ 7 ム型式

舞 台 プ ロ セ ニ ア ム IllI 口寸法

血iJ 15. 700 ，:' :j さ 7. 200

鈴子?而Il ' l 470m' 

舞台 J 法 舞台6: <・ー プロセニアムライン 1. 700m 

Ｗ ロ七ニアムライン ー ー ・ ポリゾント ｾｾ 10. 080m 

ホリゾント 事←・舞台奥柱 liu 0. 800m 

舞台奥行 12. 580m

舞台 IIHl 32 .200m

舞台 r"J さ( ぶどう棚まで) 17 .600m 

ぶどう棚上部17 リアラン λ 2. 000- 3.600m

舞台成品さ( 客席レベルより ) +0. 900m

T 8chnl cs f t 大 免



日 建 設 計 大 阪 本 社

N H K 総 合 技 術 研 究 所

飛 島 建 設

近畿電気工事

大阪電気暖房

松 下 電 工

和 歌 山 市 伝 法 橋 南 ノ 丁 1 番 地

10 ，505. 45m'  

8 ，069. 11 m'  

18 ，599. 35m'  

R C、一 部 S R C、S 8 1、4 F、P I

昭 和52年 7 月 ~ 昭 和54年 7 月

大ホール、小ホール

市民ホール ( 500席 )

リハーサル室 ( 2 室)

会 議 室 ( 4 室)

練習室 ( 3 室) 、和 室 ( 3 室)

外 部 仕 上

ホ ー '.11¥tfl ヲスフ γ ルト ｾ Ｉ ｪＪ

カラー 6少f.t ル ー フ ィ ン グ

デ y キ 11; 地

まれ?;， 1t タ イ ル 防

フ ロ ム F ー ド

外 明 6盟問1 t タイル打込

コ ノ ク リ ー ト リ プ 付 化 IIF. 打欣 L H E- T  

内 部 仕 上

人; ホール存席 ほ ピニール y ート . ニ一ドルパノチカーへ J ト

も; モー天井 制 ＱＨ Ｎ ｴ 合似 ｆｊ 也、化事 ｅ リ プｻ 米 ｕ ｾ Ｉ L C  

小 ホ ー ル 客 席 床 ピニールンート . ニ ー ド ル ハ ノ チ カ ー へ パ

，［ ， ｾ＠ 合 tti FJ 也制1( .1合板、リプ貼( チーク) 丹色L C

1< JI 合 Ilill; 貼 E P - I 、一 部制! f . t 合似 L C

k  小 ホ ー ル

ロ ピ 床 ゴ ム タ イ ル

'一
t  =.......... ，， ｾ Ｎ ｉモ モ ル タ ル 布 貼 E - T

J トラノスホール

ホワイ. : r . . RJ r :  i峠f.t 泊 綿 噌 背 似

気 設 備

主:畳 :tl

器 産 業松 下

設 計 監 理

音 響 技 術 協 力

施 工

気 設 備

空 洞 ・ 給 排 水

衛 生 ・ガ ス

舞 台 機 構

舞 台 音 響

舞 台 照 明

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

禍 造 規 模

工 期

施 設 内 容

HI I 3I 阜 6 K ¥I 60HZ  

ｬ ｉｉｈｾ ＱｴＭ Ｑ 世

- 1口1U会Tm Ｑ Ｑ 吋 ＱＱ Ｓ 栃 ｾ 150K V A X  3  

ー 舵岬IJ )J III Hf l 3 線 300KV f¥X 3  

ホ ー ル !!( (IIII rn 3t1141血400K ¥l A X 1  

3純14線 300K¥l A X 1  

ｦｾＧ ｴＮ￫電 灯 Ａ 日 スコ ｹ ト 結線

15 0 K V AX  I  

保安動) J ITI 3 相 3 線 400K V ;-¥X  I  

似 山 形

3 HI 3 線 6 K ¥I 60HZ  500K I' A  

圧 縮 空気 による (i i肋

f't iJ lt 

空 調 設備

ｾｾｩ ｬｊ［Ａ＠ プ ｦ スオ ｦ イラ ＨＡｾｾｾｴ 8  kg/ 凹仇 l. 2 T/ hr X  2  f i )  

冷m/l .f : 2 ifi 効Inlll . l 収式冷 岨機 (200HTX 2f i )

による Ｇｾｉ 欣式供給

ｒＱｩ ｉｊｾ Ｏｉ Ｎｦ＠ :  ｾ，ＺＮ￫ ｬ 拠出 による 而 ＱＧＱ Ｑ 式供給

づ，，"1 ホ ー ル 系 統、一 的品統、ベースボードヒータ晶統、

，、，ケージ系統 ‘  

舞 台 照明

太ホール，il'l 光 人 力 1 t l 晶・

制 光 ユ ニ y ト

紋 り 約 似 l  

" ト ノ 17  

正面I汗 特 反 射 fti 1式

ＨＱＱ ＱＱ 而 ｬｾ ・押反 射板 l 式

疋 JI 苛 腎 反 射 似 l 式

J a¥俳 l

ダ メ ｾ Ｈ ｜ 昨 2  

可 動 プ ロ セ ニ ア ム 1

紋り 鍛 似 l  

" トノ 11 

jE，flI ll' 特 反 射 似 1 式

側而 t'i' 腎 反 射 fl.i 1式

疋 ｊｈｾ 腎反射 ｬｴｩ 1式

火 山 師 l  

ライテイノグタワー 2  

3111 4 線 182¥1/ 105¥1 60HZ  

揖 台 100¥1 60A 

Ｈ ｉ ｾｍｔ ユニ γ ト ｘ ＷＲ ｦ［

・秤1;官 100¥1 100 A  

( 1然 灯 ユ ニ y トX 6 台

小 ホ ー ル 制 光 人 力 司1 i剛 3 相 4 線 182¥1/ 105V 6 0 HZ  

泊 先 ユ ニ メ ト 輝 台 100¥1 60A 

(1熱 灯 ユ ニット X 36台

辞Iff， 10l W 1001¥ 

(1 熱 灯 ユ ニ ット X 3 "1勺

衛 生 設 備

給 水 畳 水 柵60m ( 2 閉式、 F HP 製) 地 F 1 陪

r:' !j; i' lJtミ榊3 0 m( 2' 押式、 F R P製 ) 会IlIIl1! 貯 1:i I

俳 水 川 水 、 雑 排 水 2 系 統。

舞 台 後 構

ｫ ホール ｉＧ ｉｾ 1-" Ｎ告側Ｎｾ 2  

引制ｾ， 2  

!!{j Il JIJ lJ パトン 7  

λ クリーン t俳 l  

ホ リ / ン ト 叫 1  

q，ドリ / ント " 1

定 式 協 1  

ライテ イングタワー 2

小 ホ ー ル吊 物 椴 帳 l  

引'，liIJ 昨 3

ＡＡＨｾ ｉＡ ｊｉ＠ IlJ I  { トン 7  

ス グ リ ー ノ 仲 1  

ホリノノト 桜 l  

定 式 昨 l  

ダメ:，1.¥叫 2  

受 7世 J唱 11

1t 1l l }j 式

変 1王 山

式

庄

式
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電

』
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形
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小 ホ ー ル

オ ー ケ ス ト ラ 迫 り を

平IJl IJ した 能舞台

市 民 ホ ー ル ( 1 附)

特別会議室 ( 3 階)

レ ス ト ラ ン ( 2肝.n

令、

U

A

q

R

d

日目



和歌山市民会館

施 工 飛 島 建 設

E

 

会J韓棟 4 ｾ皆 よ り Ｓ 断デ ｹ キ 広場を称る

l主上 より# J也lよ.tJ，) と市中心部 をみる

主な協力業者

鉄 骨 春 本 鍛 工 所 大阪市大正1，>( ，附 IJII 品 6- 20- 34 T E L  06- 552- 1461 

毛tす ん 防 水 和 歌山ベ ストン 和 歌 山 市中 149- 1 T E L  0734- 51- 脚 6

222222;: 日 陶 窯 業 大阪市淀川区東三国2- 36- 2 T E L06- 392- ぬ 28

硝 子 橋 本 硝 子 工 業 吹田市南金問2十 10 T E L  06- 384- 1271 

長ポタイ持 三 協 樹 脂建 材 和 歌 山 市 西 河 J_;! fflT24 T E L  0734- 32- 3333 

ホール木工事 宮 崎 木 材 工 業 Jj(lif $市右京 区太薬 FIIJ Ef:l fflT5 T E L  075-861- 1585 

P R  

防 水 三 星 産 業 大阪 rlil 'JGt( J j ( 町制 1- 10- 17 T EL  06- 443- 972 1  

TCコけ リ ー ト 関 ヶ 原 石 材 大阪市畑山 1>( r.J 1ぬ本通4-20- 26 T E L  06- 922- 766 1  

制 作 金 物 亀 井 製作 所 大阪r I -j 川氏新町3- 9- 21 T E L  06- 532- 0186 

塗 装 石 渡 康 三 郎 塗 装 庖 大阪市阿倍里f 区J柏 町2- 6- 1 T E L  06ω3- 2031  

ゴムヲイル 日 満 コ ム タ イ ル 商事 大阪市城東区間!日卜21- 11 T E L  06- 939- 3521  

ホール椅子 愛 知 吹田市芳野町1- 4 T E L  06- 380- 0601 

亨γ" " l r l す張

主主主之エi と

ステンレス金物

コンヲリート

マヲ京士7し

ドレン・ヨ暗蓋

酒 直 和 歌 山 市 ←| 三 待 r 5 T E L  0734- 3ト 1231

ニ ッ コ 一 機 工 大阪け特 区 市 岡 訓 f l - 8- 7 T E L  06-582- 3121  

岩 尾 磁 器 工 業 大阪市北区東茨渦 1- 9- 18 T E L  06- 353- 6171 

山 本 金 属 製 作 所 大阪市南区 間 脚T25 T E L  06刊 卜 0127





歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 1 3 -

紙 野 佳 人 ( 大 阪 大 学 助 教 授 )

長mi 信 義 ( 大 阪 大 学 大 学 院 卒 )

iJ立 辺 豪 秀 ( 大 阪 大 学 大 学 院 生 )

三 木 亨 ( 大 阪 大 学 学 生 )

辻 景 観 そ の 2

T 字路、 Y 字 路 な と の 基 本 的 な 三 叉 路 に i食いj J J l いのある場合には、

辻の Ｍｾ Ｏｊ ｜ に入附が生まれ、淀みの空 ｉ ｉ｜ ｊ が意識されて、祝党 ｦ ド ｊ には変

化のある対在J I . になることが多い 。 さ ら に 入 II/J¥に 辻 堂 や 寺 の 1"] が配さ

れ る と い っ そ う 、 そ の 刻j 栄 が 向 ま り 、 視 線 を と ら え る ポ イ ン ト と な

る。三叉路のーブ了の道が袋小路になっている場令には、 j上と袋小路

が 一 体 と し て 芯 識 さ れ 、 袋小 路 は 辻 を 出 入 口 と す る ひ と つ の 界 限 を

感じさせる 。 三本の ｩ 芭がｾｽ， ｉ ｹＮ で交叉しないような ｩ 上においては、 ｊ よ

がさ註山的に J広 大 す る こ と で 、 ひ と つ の 広 場 の よ う な ま と ま りの あ る

外部空間! としての芯 l床を列ち始め、集約| よl の 公 共 的 な た ま り 坊 と し

て、線々な行為を誘発する注となる 。三 災Ｑｍ干の一角に応ｾ￬ｉｩが位也す

る場令、 H寺としてはを鋭う天ふーが必り .IJ ｾ されることがある 。 この場

令 に は 、天王tによ っ てi 上空 I/¥J ヵ、lリi仰 に 仕 切 ら れ 、 屋 内 生 活 の に じ み

ｮｾ した準私的な 笠 ｉｉ｜ｊ にな っ てしまう 。

0 !i 

妙泉寺

日目

16 

二本の泣の吹い述いによ って 、3 - 1 ' の巡のどちらから凡て L

税界がさえ ぎ句i. Lアイスト ，7 がj移造られる 。この 'JQ9IJ では

喰い泌いの嬰ｾ .L.'，(に ..;，'j :の|勺 ( 妙jI{ ，' f ' ) があ って、主! 日j のif，しれを

受けとめ、印象を強くしている 。 ( り以 b )

貝塚 ( 1 :  300)  (a) 

丙判所の山ｬｬＱｬにぷ ｊ 也する集約 Ｈ 大 ＭＧｬ ｌ ｾ Ｇｪ ＧＩ の ＧＱＧ 心 ｬ こ位位する￬ｬＺで、ふもとから笠 っ てくるにつれ、巡の ＱＱ 食い ｩ 主いによ っ て

生じた人隅に配された注立がまずi E l伺に JJ l . われ、特徴ある対飢をなす。( 万点 a )  比の入叫が刻J採ーを発帰して魅力的

な)jt Wl にな っている 。

(d) 



円 E

<e t  d:> 

l  ;:;:;:;:;:;:;三主' ::::: :::;三;・:: ::::::主.:. :: : . : . : .ね烹深夜

駒 ヶ 谷 ( 1 :  300)  (.) 

1 悶

日

JI ・" 、埼穏なと' の吹! .t 1J "J: j  ，fi ! 必のある路地宅I i ¥J をi日tH¥している 。 ( 1  )  

(  2  ) かん辻を比ると 1'1- IUlの三 米 路 と 変 わ ら な い が いf .u.: c 、 d ) 辻に

立 ってみると路地全体が- 1- 1 > : として感じられてくる

i

 

-hυ (

 

三x J i l ¥が集まり i上が拡大して小μ.坊 とな った特株な例である 公共広場に洗 ｩｭ 物を ｼ ム しこの ｩ 上空 ｊ｜｜ｊ が ｊｾ ｉ ， ［ｊ 生日 ｩ のたまり 口

ｪＭ ｃｪ にな っ ていることをｴｊｾし、 ｾｴｩ 目Ａ必がＡｾ主じられる 。

(c) 

.i1:千 l銅烈は Y 守中! 三叉路であるが、 j上' っそIi ¥J は制U' tf干の1，1;

先に掛けられたキセノピーによ って出われて、 i¥l "fi.( 内な

ｾ ｉｉ ｜ｊ とな っ ている 。

'‘ 
(c) ¥0/ 

17 



世 界 の 新 し い タ イ ル の さ き が け 。

そ れ が イ タ リ ア ・ピ エ ー メ 社 の 新 製 品 「 フ ァ ミ

リ ー ・ シ リ ー ズ 」 で す 。

シ ッ ク て ¥ し か も 可 愛 い い デ ザ イ ン 。

サ イ ズ も 150角 と 手 ご ろ で 、 使 い や す さ も 抜 群 。

キ ッ チ ン や パ ス な ど 、 一 家 の い こ い と 団 ら ん の

場 に 最 適 の 「 ノ 、 ー テ ィ ー な 壁 タ イ J レ 」 で す 。

写真は. ピエーメ ・タイル ( フT ミリー・ン 'J ーズ) l 50X 150X 8 弘、材料は

サスオロの赤い陶土、そしてマジョリカ陶器の技術を継承。

イタリアの風土と伝統から生まれたタイルです。 デザインは、手箔き結納t ，-

よびその味わいを残したプリント施納。狭いスペースにも充分対応できるサ

イズで、高い精度は 1 ミリの狂いもありません.

)， bi j ゐミ広

・事脊材料!lt 百十!iIi俗 14，0∞ 円I m' - 16，7∞ 円1m'

. カタログ・資料等ご希望の方はお申込下さい。

Ｍ 川ふのｾ川，山山 ｉｉｉ 、ｾツノノト・タイル Ｎ

ｃＮｊ ケリ，Ｎ卜 ｦ ソ「悦かれ ｾι • 
・I I H' UJ や川山削I ! ! ノ J ¥，-

ふ社 干 604 ［ｨ 布 ＱＱ 市中小 ｬ メ御ｾ田 ｉｉｗｉ ・ｾ ｴＱＱＡＱ Ｑ n  ＨｏＯｾＩ＠ 222 2311'!t '  

- 東京営機所 C (03)  502- 3261附 / ・大阪営蝶p!i C (06) 943- 153日他 / ・名古屋営蝶p!i c (052) 971- 231鮒也/ ・京都営難所 C (075)  222- 2311側

・禍岡営難所 世 (092) 271-321耳代)1 ・仙台営難所 官 (0222) 63- 281鮒也/ ・高松出張所 官 (0878) 35- 0311(! 切/ ・土舷工場 C (05725) 4- 6175{他



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちし ており ます.

141  

「総合設計制度の取扱い要綱」の改正( その 3 )  

第2. 許可申積書作成方法

1  .  I午可申情書添付図書 (4)  設計概要望Fには、下記事項を記入すること 。

(1) 建築基準法第59条の 2 による許可申精密 工事名称

( 市細則第 l 号様式) 主要用途

(2) 理由舎 建築位置

許可 を必要とする 理由 を詳細に書くこと 。建築主 地域、地区( 用途地域、指定容積率及び防火地域等)

が署名捺印す るこ と。 ( 書式は自由 ) 敷地面軍

(3) 公関空地の維持管理に関する誓約舎 建築面積 ( 空地率 ( 建築基準法施行令第 136 条)

公関空地を適正に維持管理すること及ひ穣渡する の検討)

場合はそれを継承する旨の醤約をすること 。建築 延べ面積

主が署名燦印すること 。 ( 書式は自由 ) 容積率対象床面積 ( 容積率)

(4) 許可申請用図面 公関空地面積 ( 公関空地率 )

透視図、用途地域区分図、建物現況図、設計概要 割増床面積の算定

図、敷地及び床面積求積 図、 公関空地計画図、公 有効公関空地率の下限の算定

関空地求積図、投影面積算定図、 日影時間図、 動 構造

線計画図、 各階平面図、立面図、 断面図( 住戸タ 階数

イプ別平 面 図 ( 1  /100程度 ) )  最高高さ

(5)  その他

建築物の用途、規模、形態等により、市長が必要

と認める図啓 ( 防災計画書等)

(6) 許可申精舎の提出期限

建築審査会開催 日の10 目前までに、提出すること 。

2  . 図書作成上の留意点

(1)  図面右下に、設計者の住所、事務所名、建築

士登録番号、氏名を記入し、設計者印を捺印する

こと。

(2) 用途地域区分図は、縮尺 1/ 25，000以上とし、

用途地域別に着色し 、凡例を記入すること 。

(3) 建物現況図は、縮尺 1/ 1，500以上とし、申鱗地

周辺の建築物の主要用途別に、敷地単位で着色し、

凡例を記入すること 。 また、敷地周囲の建築物に

ついては、構造、階数を記入すること 。

建物現況図の指定色

用 途 | 色 別 11用 途 |色 刷l

申 附 地 |赤 図 作 士 ー ヰ キ | …

住 宅 H Iffyi f 1瓜

底 舗 |赤 11官 公 庁、 学 校 |茶

会 社 、 事 務 所| もも いろ 11公 衆 浴 場 |みず いろ

工 場 |膏 11寺院、神社 、教会| こげ茶

塔尾最高高き

( 住戸タイプ} j lj 戸数内訳)

駐車台数

各階床面積表

階 数 床面積 A 車庫等の面積 B A - B  

R 階

B 階

合 計

消防用設備の概要表

(5)  公関空地計画図は 、縮尺 1 /300以上とし 、公

関空地の施設、槌樹計画等を記入すること 。なお、

1 階平面図と兼用してもよい。

(6)  公関空地面積求積図は、縮尺1 / 300以上とし、

指定容積の異なる 2 以上の地域にまたがる敷地の

場合は、その境界線を記入し、それぞれの敷地面

積を記入すること 。

(7)  斜線緩和の許可を要する場合の投影面積の検

討図は 、縮尺 1/ 600 以上とすること 。

(8)  動線計画図は、縮尺 1 /300以上とし 、緊急車

動線 ( 赤色着色 ) 、一般車動線、歩行者玲線、ゴ ミ

収集車動線等を記入すること 。

(9)  各階平面図は、縮尺 1/ 300 以上とし、地階か

ら浴屋平面図のl頓に添付すること 。

3.  建築審査会資料

許可申務用図面 ( 敷地及び各階床面積求積表

防災計画舎を除< ) を左とじ、y' . ' j ! l J型 (40c mX

55cm、y'.' j!l J型にマイクロ化し てもよい ) で背貼

製本し、工事名称を記入し、 20部作成して、建

築審査会開催自の 3 目前までに指導課指導係へ

届けること 。なお、各図面の右下に図面名称、及

び図面番号を記入すること 。

4  . 総合設計併可の処理経路

|事 業 者 I I特 定 行 政 庁 |

( 大 阪 市 建 銭 指 導 部 指 灘 際 足 立 幸 一 )

「建築関係法令の研究・ 8J 刊行 1111111111

かねてから、日本建築学会建築計画委貝会建築規

準小委貝会では、その研究成果をとりまとめて「建

築関係法令の研究J を刊行してきたが、このたび

その 8 号めを発刊した 。

この号は、 (1)建築基準法関係コ ンメンタール、 (2)

建築関係法令に関するア ンケートとその回答、な

らびに回答の分析、 (3) アンケート回答に基づく研

究、の 3 部からなり、これに関連資料等を加えた

ものとな っている。

一般にも 頒布されている ので、購入ご希望の方は、

日本建築学会資料頒布所 ( 〒 104 東京都中央区銀

座 3 - 2 ー10) 、または日本建築学会近畿支部 ( 干

550 大阪市西区靭本町 1 - 8 - 4 ) まで申し込ま

(10) 立面図は、縮尺 1 /300以上とし、 2 面以上添 れたい。

倉 庫| お うどいろ 11公 園 緑 地 | 級
付すること 。 頒価2000円+ 送料200円で頒布中。

が レ ー ジ| き みどり 1I :!l! 地 |白 匡 E

なお、斜線緩和の許可を要する建築物については 、 なお 「建築関係法令の研究J の第 4 、 5 、 6 、

一般規制! の斜線を 記入すること 。 7 集は パ ックナ ンバーが残 っている ので、入手希

病 院 、 診 療 所 Vごいだいいろ

( 1 1 ) 断面図は 、縮尺 1/ 300 以上とし、 2 面以上添 望の方は 、上記へ問い合わせのこと 。

付すること 。なお 、(10)同様、 斜線緩和の場合には、

( 注) そ町他的用途については、指定色以外で着色すること " 一般規制の斜線を記入すること 。 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
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〈新 建 紺 紹 介

化 学 架 橋 ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー ム

r サ ン ベ ル カ 」

。 三和化工株式会社

本社・工場 干613 京都府久世' I l 1 I 久御山町下i主昼下ノ浜代 7 番地 T  E  L  0774( 43) 1515  (代 )

関東販売部 〒101 東京都千代田区岩本町 1 丁目 2 番 11号( 北村ピ J レ) T  E  L  03( 863 ) 118 1  (代)

関西販売部 〒541 大阪市東区平野町 2 丁目 9 番地( タグチビ J レ) T  E  L  06( 231 ) 6056 (代)

サ ン ベ ル カ と は

レン樹脂発泡体です 。

その構造は完全独立気泡であるため吸水性は

ほとんどありません 。 また、独立 した気泡が

断熱性、伸縮性にすばらしい効果を発揮しま

す。サン ペ ル カ の用 途 は 建 築 ・土木の伸縮目

地 パ ッ ク ア ッ プ材 か ら 断 熱 材 ま で 広 〈 応 用 で

きます。

・ 特 長

1  . 伸 縮 性 にすぐ れ て い ま す 。

2 . 断熱性に すぐれていま す。

3 . 耐 候 性 にすぐれてい ます。

4. 吸 水 ・吸 湿 性 が あ り ま せん。

5. 耐 薬 品 性 に す ぐれています。

6 . 加 工 性 に す ぐれ て い ま す。

7 . 軽 量 で す。

・ 断 熱 性

サ ン ペ ル カは 80% 以 上 が 空気から な っている

た め す ぐ れ た 断 熱 性 を 発 揮 し ま す 。 し か も 吸

水性がないため、熱伝導率は一定しております。 表- 4 サンベルカと他の目:地板との比較褒

. 耐 候 性

※  

サ ン ペ ル カは化学架橋剤で架橋したポリエチ

サ ンペルカはポ リエチ レン樹脆であり、しか

も高度に架橋しているため、耐候性はすぐれ

ています。( 図 - 1 参照 )

・ 難燃性

サ ン ペ ル カ N タイプ品は特殊な処理をしてお

ります の で 自 己消 化 性 で す。 ( 表 2 参照 )

図 1 人工促進暴鍔飲験
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表ー1 燃焼紙験( グ レー ドについては褒 - 2 参照)

Jj'{ 目 L - 25∞NA  L  - 25ooN 

燃焼距離( インチ) 8  30 

垂 也 試 験

燃焼時 1111 ( 紗) 11 20 

( TSOC- 72 b)  

刊ドロ現叫・ヒ了"'ン1 ク{ ' 仲 】 。 。

水 平 試 験 撚焼距緩(インチ)
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- 物 性 ( 表ー 2 参照 )

褒ー 2 サンベルカの物性

予定

みかけ '$:I !l' 引張強さ ( 申ぴ 引裂強さ 圧縮かたき 圧縮本丸孟 加熱 f法変化 吸 水 率 熱伝導率 撚焼性

J l SK6767 11 11 11 11 11 11 11 ニ和法 A. S.T. M 01692 

g / 咽 kg/ 凶 %  kg/ 町 kg/ 町 %  %  g / 国 kcal/ mhr 'C 

L  - 1400 0. 070 8. 2 120  3. 5 1. 00 1. 8  - 0. 9 。∞l以下 0. 041 

可燃性

L - 2ω。 0. 030 3. 7 330 2. 0 0.40  2. 6 - 3. 2 。∞2以下 0. 036 

L - 25∞N  0. 031  3. 8 五泊 2. 2 0. 40  2.7  - 2. 6 。∞2以下 0. 036 

難燃性

L - 2日>ONN 0. 034 3. 0 350 1. 8  0. 40  5.4 - 3. 0 。∞2以下 0. 037 

S  - 0900 0. 090 9. 2 130 3.4 。ω 3. 1  - 2. 0 。∞2以下 0. 050 

可燃性

ベJレカタイト 0. 072 9. 4 110  3. 2 
l ∞ 2.1 ー1. 1 O. ∞l以下 0. 041 

表- 3 目地板用物性

耳i 目単 位 L - 14∞ 試 験 方 法

みかけ管I!l' g / 叫 0. 07 J 1SK6767 

圧縮荷量 kg/ 唖 1. 63 A S T M 0545- 65 

回 復 率 %  99. 8 11 

はみ出し量 m/ m 1. 10  11 

吸 水 Eド %  2. 8 11 

収 織 率 %  
。

SRl SOlOl - 65 

'jI ｾ税強さ kg/ 唖 8. 0 Jl SK6301- 69 

硬 l立 36 SRl SOl Ol - 65 

サ ン
，、ミ

J レ 力 曹主 i 'i  質 繊 A佳 質

軽量( l Ql X l m' 当リ 0 .7kg )のため 重量 ( l Ol X  1  01' 当たり約13kg) のた 虫食( 総背質の約1/ 2 ) のためサンペ

E皇 織

手/111がかからないです. 的手 laJ l) f 多いです. J レカより手間は多 くかかります.

冬夏の温度変化にむ材質的変化をせ 冬は硬く、夏は軟〈、破lJl やはみ出 冬哀の1品度変化に は材質的変化は余

取り敏い ず、手荒な取リ敏いにむ自主l J l の心配 しが大きいです. りしませんが、手荒な取り扱いには

が全くありません. 破l J l します.

常に目地部はコ ンクリートと宮ilIi状 コンクリートの伸縮にたいして一度、 復元事がサンベJ レカより劣り ;多少の

施 工 後

態です. また、はみ出したり白地部 はみ出せば復元せず隊/111が空き、は 隙 11I lが目地部に発生します.

的状 態

の汚れも全くありません。 み出した状態になります.

復 元率 99. 8%  6 0 % 70%  

- 施 工 例 ( 下図参照 )
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スラガ

コンクリート伸. 目地

パァ クア ップ "

{ザンベルカ}

ゆ砂μァア J

M 右側目地

( サンベルカ}

R C スラプ

. 用 途

建築用 P C板、ガラ ス廻 り、カーテン ウオ ー ル、アルミ サ ッシュ 廻 り な ど

土 木周 一般道路白地、高架橋道路目地、護岸 、運河、水路目地、コ ンク リート 建造物用目 地、

防音壁白地、擁壁 自t也、防油堤目地など

. 製 品 仕様

( 表 ー 5 参照 )

表- 5 製品仕梯

厚 さ %  

5 、10 、 広 20、25、3 0、3 5、40巴 」

建材委員/ 牧図顕治 ( 大建建設工業側専務取締役)
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〈ヴェネツアの裏町〉

柴田正己/ 堺市立工業高校

メインストリートとも z うべきキャナル

・グランデの1両側にはゴ :，..-.;1 7. ルネサ

ノス時代のパラツオがニの都市町古さと

過去の栄光を怖かに物諸っている . しか

しそれらのill 物の多くは在桁化が進んで

いる. その上地般の降起と沈下、海水の

水f立の上Hーなどの白然的大きな営みによ

って 二の中t止の美しい郎市が水没しよう

としている. かつて地中海沿停の多くの

占代目lirli が水没したように .

しかしあらゆる人矧の英知l を結集してこ

の間Irli を赦 う努力がユネスコを ' i ' 心に く

り広げられている . 人1111が住むための快

適な I; t 境はいかにあるべきかを教えてく

れ、そんな ｾｈ ｉｴらしい町をなんとしても

守らなければならない。夕陽に聞らされ

た物色わぬこれらの建築鮮はかつての栄

光の町ベネ y アへの再生を願うかのよう

でもあった.

鵬 翼 の 陣 を め ざ す 住 ま い

の な か の 彫 刻 考 展

建築家と彫刻家が手を組み、使う人たちゃ、

まわりの人たちと一緒に、その施設なり文化

を創生していこうという立場( これを鵬誕の

| 埠になぞらえたもの ) て酬やっている 小グルー

プがある。彫刻家田村務と建築家平野悠司が

それで、そのひとつの作況: として、山口県福

栄村I民業組手育成センターとその内部の壁に

つける野焼陶板レリーフがあり、このほど ( 8

月20 日- 25 日) 、大阪市北区のマサゴ画廊で、

索中トで未消化の感はあるが、そのl司法IJ 巧展が

聞かれた 。 ( A .  M)  

読者の頁

無 表 情 環 境の な か で
に見られる物理的な面は多くの議論の対象に

なって来たが、文化的な面は論じられること

上 谷 霊 男 / U建 築 企 画 室 は少なかった。しかし開発の行為によって起

一一一自然観一一ー ってくる 問題は「物型的な而」と岡山立に、

地球という球体において珍らしいほどの四季

折々の異なった表情を見せていた自然環境、

世界有数の美しさを- ( ; j していると思われて来

た海岸線、このような環岐も日本の各地で失

われてゆき徐々に伽| 人の手の範閥から離れて

しまいつつある 。

自然環岐を意識することなく生活することが

非常に不得手な日本人は、その反動とも言え

る一戸建住宅にｾｏＺを託して、その狭いスペー

スの中に自らの自然解釈を入れてゆこうとす

る。そして{ 本日は多くの7 スコミがt J lJ り出し

たであろう新しい環境の中に身をゆだね、消

化不良を起す。

一一一地方性と聞発一一一

日本の一つの典型的な風景である回図風景と

いうものも、新幹線の高架により分断され連

続した美というものは失われてしまった。新

幹線公害に おけるこ のような「騒音公害J 等

「文化的な函」が存在しているということも

忘れではならない。

多くの場合、新幹線の駅舎に立った H寺、本来

ならばその f也方で懐かしく聞くことが出来た

その地方の方言が、その駅舎の中では苦手妙に

附iえてくることが度々ある。このような芥囲

気のj A 和! 惑は徐々に! 訳周辺へと拡大してゆく。

その地方で育って来た方言が、その風土の中

で語られる、それが不自然なということは何

故であろうか。おそらくそれは環境の急激な

変化に地方風土がついてゆけなかったためで

あろう 。

今後における環境開発というものの中にその

地に存花している 「文化J I風土J という も

のに充分な配慮を考えるべきである。

( 一部抜すい )

口口口口口口口口口口口口口口口口口
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建 築 と 社 会

ニL

ニュース原稿をお送りください。

潜のまち新しい世界一一

....ao・・Q...'. ・a

.-r-.:; ，-ロ E

1981年春開催 t伊東+i ' 1' ラJFt再覧会

トピックス そ の 3

会 場 内 恒 久 建 築 物 の 概 要

田中直人パ賜神戸ポートアイランド博覧会協会事務局

121世紀の海上都市」 といわれるポートアイ

ランドでは、神戸ポートアイランド博覧会

ホポートピア '81" が、昭和56年 3 月に開催

される。各施設の計画およひ建設は、この時

期に間に合わすべ〈急がれている。 ホポート

ピア ' 81" の特色の一つに、仮設的に設けら

れるパビリオンの他に、神戸市が計画してい

る恒久施設を会場施設として利用することが

あげられる。今回は、それら恒久施設の概要

を紹介してみたい。

国際交流会館

インターナショナル ・スクエアの中心lこ位置

し、地下 l 階から地上 4 階までは、国際ホー

ル、会議場、中小会議室、 5 階から 9 階には、

外国公館、国際親善団体、貿易商社、研修所、

研究所、文化団体等、 10階から 11階にはテレ

ビ局を誘致して、国際的な取引と交歓活動の

場としての機能を有し、経済、情報、文化の

拠点となることが期待されている 。

ポートピア ' 81では、協会本部等のサービス

諸機関が位置する他、国際ホール、会議場で

は各種の催物や会議が予定されてしーる 。

国際展示場

国際交流会館と共にインターナショナル・ス

クエアのー函に位置し、 1 階3000m'、2 階3000

m'の展示面積を有する施設である 。分割使用

も考慮して 可動間仕切 を配備し、 2 階部分の

展示場は、ト ップライトを有した自然採光の

ある展示場とし、多様な 利用方法にも対応で

きる空間として計画している 。

平面計画では展示ゾーンをはさんで北恨I j に来

客者ゾーンを、南側にサービスゾーンを配置

し、動線を明確に区分している 。

ポートピア '81では、各種の団体、グループ

等の出展にともなう展示が計画されている 。

ポートアイランド屋内水泳続技場

ポートアイランドの事業完成記念として計画

されたこの施設は、国際競技会が開催できる

大プール、飛び込みプールの他、近隣箇所に

建設予定の環境工場の余熱の再利用を図った

温水プール等を有する市民のレクリエーショ

22  建築 と社会/ 1979年 10月号

建 物 概 要

恒 久 建 築 物

国際交流会館

国 際 展 示 場

ポード昆トアイフ

ン 内 水 祢

開 才さ ま;J.l;

所 在 地

神戸市生田区港島中町 6 丁目

同上

向上

敷 地 面 積

( m' )  

6 .759. 14 

10. 200 

10. 698 .44  

ン施設である。また冬季には、 5 0 m競技プー

ル部分に仮設床を設置し、国際規定クラスの

ホ y ケーリンク、フィギュアリンクとして転

用する計画としている。

ポートピア '81では、この施設の特色をいか

した各種の屋内での催物が計画されている。

建 築 面 積 延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

( 財) ( m') 昭和・年 ・月

5. 066. 58 29. 182. 21 

S R C  ( 梁 S )

54 .  6  - 5 5 ・12

l l F . B l . P 2  

5. 883. 31  11 . 376. 45 

S R C( l 部 RC. S

54 .  6  - 55  .  11 

3  F.  P  1  

7. 653 .75 11. 769. 86 

R C(  1 部 S ，S R  

C ) 3  F ， B  1  

54 '  8  - 5 6 ， 1  

国際交涜会館



押し入れはお仕着せ

;; UNION 
図 調

ません。IM..:L;rr押入れ」は、どの音躍 で、何が使わ

れ、またいつ必要カ吃使われる回数はどのくらいカマなど、生活者の住行動 全体を見渡して考えられた収納

のありかたと言えるでしょうカマ 収納物に見合った奥行に切り詰め、垂直方向にいっぱい利用する合理的な

収納ブー幼設計を、 クロセットドアーなら可自白こしてくれますL

クロセットドアーはスチーノレ製の収納フL ス用目:かくレ叶、ノレで、 界風形式のため聞き方向へのデy ド

スペースも少なく、しカも上下l渇るガイドレーノレはり大変スムーズに開閉できますL また、木製ドアーのように

冷暖房による室温変化で、伸縮や歪みもなく、半永久的にご使用いfゴJ司法主

251三オン

. 本社

大飯市西区南措置江2"也 辺 干550 合部( 5 3 2)373世代)

. 東京営業所

東京都 墨 国E石原4-3- ' 〒130 含ro: 応型5渇131(!。

. 名古璽営業所

名古宮 市東区車道町3-' 干461 f t ( ) 5; 抱35おa 世代)

Ｎ 使Ｏ陀吊→レ 古 府 蕊 ヒ ｊｾ ＱｆＩ

東京臨畢区虎ノ門Tぞ6- 5 〒n 5 ft 03( 氏) 8) 2; お&代)



学 生 数 は 多 す ぎ る か ?

大学の建築学科の学生数が多すぎるという説が大分以前からある 。現在、全国の建築学科の 1 年分の卒

業生は定数上 9 ，000人余りとされているが 、実際には 13，000人に及ぶのではない かと 推定されている 。

我々の年代、たかが数百人に過ぎな かったのにくらべればたしかに目を見張 る数ではあ る。それにこ、数

年の景気停滞の時期、学生の就職には困難と苦労があった 。

一方、 1 年間 150万戸の住宅のうち 、大学卒の建築技術者が関与していないものは 100万戸に近いと思

われる 。 また許可建設業者は 47万社あるが、中小零細の企業で彼等が働いている例は極めて少ない 。 こ

れは私の地方廻りの経験的判断である 。大都市地域には多くの建築青年が集まっている 。 その一方 彼等

にほとんど縁のない地域はへき 地、離島にかぎらずすこぶる多い。このような実態か らすれば、どうも

建築学科の卒業生が多すぎるとは単純には 言えない ような気もする 。それにしても 就職期に入 った昨今、

学生の求職は依然 として、大手企業に極端に集 中 している。 ( F 0 )  

う ち の q

内法の表現

住宅は、 3 D K 、 3 L D K 、…- ・ で、一般の人々には、その大きさが理解されている。マンション等の

広告でも、その大部分が、この表現が用いられている 。しかし この表現だけでは、何帖の部屋が、何室あ

ることは、わか っても 、 どんな大きさのタタミが敷いであるのかまでは、わからない 。

普通、イ変われている、タタミの種類は、メートル畳、京畳、田舎畳、などがあることは、建築関係者以

外の人には、あまり知られていないのではなか ろっか。 .

だいたい部屋の内法の面積は、

6 帖… … ( 2，700 x  3， 600) 今 9. 7平方メートル

8 帖・・・ ・( 3，600 x  3，600) 与 13.0平方メートル

10帖… … ( 3  ， 600 X  4， 500 ) 与16. 2平方メートル

以 上 が 望 ま し い 。

ザい住宅需要層は、メー トル法の、社会で育っている。 何 l仙、何帖と云うより、何平方メートルの部屋

と表示し、 (  ) 内に、タタミ数を、書くような 、表現にしたら、どうであろうか。 …・・・ (  1  S )  

機 能主 義 と 装 飾

機能主義 ( Funct ionali sm) は1870年来欧米に出現した科学的方法論の一つで、機械的唯物論への反搬

によるといわれている。人問機械論などが横行した 19世紀に生物学の方面から 機能主義が提噛され社会

学 、法律学に及んだ。芸術論にも影響を与えて建築 ・工芸 ・デザインに 亘 り、移転に日本では支配的理念

とな った今 日、再評価 と反省を含んだ見直しが行われるに至っている。 何れにしても 機能主義建築論に

は先行した次の偉大な存在を忘れることは 出来ない。

A . ルイス ・サリウヲン

B .  ウ〉ン ・デ ・ウ'5.. }レテー

(ア メ リカ ・シカゴ)

( ベルギー→ ドイツ→スイス )

1856- 1924 

1863- 1950 

C . ル ・コルビュ ジェ ( スイス→パリ) 1887- 1965 

ホ形は機能に従 う。( 刈*純粋な形" (B)の主唱者には、この言葉と矛盾すると思 われる装飾が離れ難い関

係でつきまとっている。 何故かと 言えば( 刈の治機能かと言う意味はラマルク ( 1744一 一1829) の生物進

化論から影響を受けたものであり( 聞はドイツ ・ロマ ン主義が 肉体化している為である 。 "f主毛は住む為

の機械である '1 (C) に至って始めて今日の機能主義となった。生物1 ) -一人間を含むーーから機械への類推

に至る (C) が装飾を一掃したのであるが、装飾li については、( A ) (B)(C) を総合して見直す秋であろう 。

( U  S )  

発 想 の 転 換

従来の総工法を改める事から新しい設計仕様の開発がもた らされる 例がある 。床スラブの施工は従来、

仮枠の施工、配筋工事の後、設備工によるスラブ内配管類の施工、配管の手直し、コンクリー卜の打設の

順で行われているが、設備工によるスラブ内配管類の施工を省〈事により配筋及びコンクリート打設の

精度が目立ってよくなる。コンクリート床スラブに根太を敷〈床工法が一般であるが 、スラプ厚を大き

くしてフェル卜自カーペットを直かに敷込む事により遮音性能が向上する 。高層集合住宅にこのような

工法を採用する事により、躯体壁面に設備配管を取り付ける工法が開発され、いわゆる水廻りが集約さ

れる。7 J < . 廻りを集約する事によ りさらに配管類の点検、取り換えが簡単な設計へと発展する。妻壁の上

・下のコンク リー ト打継 ぎ部分は施工上充分な注意が必要な部分である。妻壁面に 各階共バルコニ一、

又は庇をまわす事により仮粋支保構の施工性が改善される。設計仕様の規準化により、 あるレベル以上

に品質の向上 をはかるところに標準設計採用によるメリットの一つがある。設計仕様の規準化に対して

従来の施工方法の見直しがもたらす意義は大きい 。 ( F T )  
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「直し」の季節に 80年代のインテリアのための覚書 一

向 井 正 也

80年代などとい ったところで、それはもはやここ数ヵ月でやって来る以上、もとより今日の状

況そのままの延長ともいうべききわめて身近な問題だと考えられるものの、この十年、社会経済

の激動のプロセスの中での70年代の建築のあり方からおしはか つて、 80年代もやがてはそれに固

有の特異な様相が、必ずや建築のインテリアにも反映するものと思われる 。

私は現時点で考之られる、そうした来るべきわが国の住文化の特異な時代的様相を、ごく一般

むお

的に、 「直し J の季節として規定しようと思う 。 i直し」にもいろいろある 。 i 見直し」、「手直

し」、「やり直し J 、そして「建て直し j に「焼き直し」等々 。この中でこの際あまり建築的に望ま

しくないのは「焼き直し j ぐらいのものだろう 。

ｾ 勺 す ぐ

「直し」とは要するに、歪みやねじれをもとのように真直にすることだが、今やこの新しいデ

イケードを目前に、われわれは60年代の高度経済成長と、その延長としての70年代がもたらした

住様式に関するもろもろの歪みや欠陥を、今あらためて「見直し J ( 再考) 、それから生じた不良

部分や傷跡を「手直し J (修理、治癒、または正しい意味での復元など) する必要にせまられて

いる 。

ところで一概に「直し J とい っても、 60年代以降椙ケツをきわめた、あのメタボリズムの教義

lニおける「直し」の概念とは全く違うことに注意してほしい 。 メタボリズムの場合、 「直し J は

何よりも浪費は美徳という「使い捨て」の思想による、いわば「取り替え J の論理であ ったのに

対して、 80年代で提唱されるべき 「直し」とは、およそこれとは正反対の、省資源、省エネルキ

ーのケチケチ思想、にもとづく、部分的補修 ( P ie cemeal  ) または再生 (Renovat i on) など、 「使

えるものはトコトン使わんと勿体ない」という「節約」あるいは 「倹約」の倫理を ふ くむもので

ある 。

そうした 「手直し j の中には、メタボリズムの「取り替え J と一見よく似た場合があ っても、

きそ合る

それはあくまで一部分の補修的な意味でしかない。たとえばゲタの歯や鼻緒のスゲ替え、煙管の

「義孝仕替J などといった、今ではトンとなじみの薄いものに多く見られるもので、この両者の

区別はまず何よりもノ ッケには っきりさせておく必要があると思うが、ともかく、いまやそうし

た昔なつかしいもろもろの風物が、たとえ心の中だけでも、再生しようという、よろず U ターン



の「見直し」の気運がみなぎりはじめて来るかに思われる 。

価値観なども当然逆転し て、一般にデザインなどでも 、その うちこれまた昔ながらの日本的な、

いわゆる「貧乏の美学J (Est het i c of Povert y ) が、再び一時期のアメリカ的な「豊剰の美学」

( Est het i c of  P lenty ) にと って代わるべく一大攻勢を示すようになるものと推察されたりするわ

けで、ある 。

前おきが長くなったが、こうした私なりの考えをもとに、あるべき 80年代の、とくに住まいの

インテリアについて考えてみた 。その問題点を箇条書きにすれば、つぎのようである 。

1  . これからのイ ンテリア ・デザイナーは即建築家たることが要請されよう。( 逆に建築家必ず

しもイ ンテリア ・デザイナーである必要はない )

2 . 一般に住まい環境はすべて広義のインテリアと考えるべきである 。

3 .  日本人の住まいのインテリアには民族的伝統が抜きがた く支配することについて再考すべ

きである。( 日本のインテリアの西欧化の限界性に 気付 くべきときに来ている)

4.  日本にはなじまぬ、あるいはイタにつかぬ洋式家具調度類を見限ろう 。

5 . 省資源、省エネルギーの立場から

a . 聾われた、あるいは喪われつつあるわが国の伝統的な住様式を見直すべきである 。

b . マイカーを断念しょっ 。 ( 都市空間をもふくむ広義のインテリアから )

6 . これからの民家の保存や、広義のインテリアとしての町並みの修景保全を人間的な立場か

ら考え直そう 。

以下それぞれの項目についてすこし考えてみよう 。

1. 私はこの際、 「建築」にふかく関わりつつも、この世界で未だに市民権をもたぬイ ンテリ

ア ・デザイナーという職能のあり方について再考すべきだと思う 。建築の内部空間がインテリア

・テザイナーの独壇場というのならまだしも、建築の内部空間は当然のことながらデザイン的に

建築家のナワパリの中にあるべきだと思われるが、建築家の中にはかなり造形的センスに欠けた

手合いが多くふくまれる関係からインテリア ・デザイナーとの共同となるわけだが、こうした事

実は、インテリア ・デザイナーに建築的な教養や技能や感覚の無用を意味するどころか、よりー

そう必須不可欠の要件であることはこれまで往々見おとされがちであ った。これについてはも っ

と立ち入った考察が必要と思うが、ここでは要するに結論として、これからのインテリア ・デザ.

イナーはどうしても建築教育の課程を経過する必要があることを力説しておきたい。そのことは

社会的慣習からする職能上のジャン ルの別とはおのずから別の問題だと思われるのである 。

2 . インテリアというと在来往々にして文字通り建築の内部空間を考えがちだが、これからの

住まいのインテリアの全体は、そつしたせまいものではなく 、環境計画的に、より広い見地に立

つ、いわゆるアーバン ・インテリアをも ふく めた広義のものとして考えるべき段階に来ているも

のと考えたい。
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3 .  日本人は、住まいの空間については、 「軒下」という過程的空間、黒川紀章の「中間領域」、

を介して内と外を融合させるマレに見る開放的な伝統的なすまい方とはウラハラに床面について

は、上と下とを峻別するところから、一般にインテリアで「土」に関わる空間のデザインは、と

もすれば、なおざりになりがちで、いきおい土聞の延長としての「都市の床面」 、いうなれば青天

井の下でのアーバン ・インテリアのデザイン操作や処方に関しては、西欧とは格段に劣った伝統

を負って今日に至 ったといえるが、こうした点も 80年代には何とか、西欧のマネは出来ないにし

ても、わが国はわが国なりにあらためる方向で努力すべきだと思う 。

このように外部空間はもとより、住まいの内部空間についても 80年代のインテリアは 、わが国

独自の線を模索すべきだろう 。戦後この方、住様式についての脱亜入欧の努力もこのあたりで今

一度再考してみる必要が痛感される 。

「食J に関しても、たとえば西欧風の肉食はわが国の風土や食生活の習わしに永遠になじまな

いのではないかなどとその筋の専門家からいわれているが、こうした風土性や民族性は、食より

は住の方向に強〈作用すると考えられることから考えても、住まいや都市のインテ リアもまた、

当然こうした傾向を強くもつものである点にあらためて注目すべきだと思う 。

4 . 上述のように、 一般にわが国のインテリア ・デザインの欧化は未完のままで限界づけられ

ていると考えうることから、われわれは戦後欧化の過程でわが国の大衆の新しい住様式の一環と

してインテリアにとり入れられた一連の洋家具に注目さぜるを得ない。私がここでとくに問題に

したいのは何よりもまず、ベ ッ ドやピアノなど、比較的大型の家具調度の類である 。いわゆる「ウ

サギ小屋」的住まいの現実が、そう短期間に容易に解決出来るものではないことは自明であるこ

とから考えても、このように大きく容積的に住空間を侵すものは、おそらく商業主義的な線から

の一種の流行現象として普及したと思われることからも、マイカーが同様の線で示す悪影響とと

もに、大いに再考の余地があるものと考えられる 。

和風の伝統にならされて来た日本人が、そ の他居間を飾るイスやテーブルなど、いわゆる洋式

家具なども未だ十分っかいこなしうるには至 っていないことは、あたかも、学校やオフィス、そ

の他公共建築物には「土足」で入りこ み、イス式生活を西欧並みに十分こなしているかに見えな

がら、ーたん家庭に帰ればどうしても玄関で「下足J としての靴を脱ぐ習慣から脱け切れないと

ころなどにもその一端が示されていよう 。

戦後こうした点で洋式家具が一応まがりなりにも日本の住生活に定着し得たのは、子供の勉強

机とか食堂のイス、テーブルぐらいではなかろうか。ベ ッ ド一つにしても、いまだに工合のわる

いフトンを用いる日本人は、こんなことからでも、現時点で西欧風には、これを十分使いこなし

うるに至っていないことを明らかに示しているのである 。

5 . 上のベ ッ ドの問題はまた一方で・省資源、省エネの問題にもからむものだ。西欧風に毛布で

ちゃんとベ ッ ド生活を円滑に行いうるためには冬期暖房を完全にする必要があるし、一面近頃で



は住まいにもようやく盛んに 用 いられるよう になったハメ コロ シ窓は夏場の冷房を 前提 とはする

ものの 、通風上の融通が全〈効かぬことから 、省エネルギーには至 って不向 きである 。

なお一般に省エネルギーの方向での伝統的な住様式への復帰が、そのインテ リアをして 、いう

なれば「風流j な方向に洗練させるというプラスの契機をふくむことも見おとしてはならないだ

ろう 。

いつだったか、 私は建築雑誌のカラー写真で、あ る高名な建築家の設計 した茶室が、 一見全く

オープンに見えながら 、その実、冷暖房のために巨大 なガラス面で外界から完全に遮断されてい

ることを知り幻滅をおほえたことがある 。

これと 同様なことは、またイン テリ アの照 明などについてもいえる 。 これについても 私の経験

をのべるなら、ある豪華なレセプション ・ルームが、まるでパチン コ眉きながらに、畳をあざむ

〈蛍光灯の照明という、エネルギーの浪費のために 折角のデザインの 品格 を落としていた例を思

い出す。

谷崎潤一郎の「陰騎札讃」は 、要するに 照明 における省エネの方向が生活文化的にプラスの方

向 を示す こと、すなわち残るくまなき 明るい照明 の野暮ったき 加減 を説いたものだが 、そのこと

を谷崎はこのエ ッセイの 中で、斉藤緑雨の「風流とは寒きものなり j という コ トパで 「貧乏の美

学」を肯定しているのである 。

マイカーのために 、さなきだに狭いマイホームの庭やすまいのスペースが犠牲にな っているな

どといつのなども、やはり省資源が住文化の洗練の方向 を指すことを 明 らかに示すものだと いえ

よう 。

6 . 最後に 、インテ リアの問題にはちがいはないが、多少スジのちがう面で、 80年代に今後も

ひきつづき 問題になると思われるものとして、民家や町並みについての保全修景の問題に 一言し

たし、 。

先 日私は友人の建築家の K 君から、先年固め重要文化財ーに指定され、その復元工事が行われた

河内の某民家が、この工事の際、ある部屋が後補だとの理由で取り払われたと の家人の嘆きの声

があ ったと聞かされた 。

こうした工事は文化財関係の立場からは「保存」なのかも 知れないが、その 中に住みついて民

家とともに生きて来た家人の立場からすれば、長年住みなれた室の撤去は 、それが与える 心への

傷から考えて、一つの破壊行為にはかならないだろう 。私は80年代のこうした民家や町並みのイ

ンテ リアの保全とは、長谷川嘉の「復元という名の偽似イベントの空間化」というイメージの破

壊を伴うものではなく 、家人や住民の立場からする 部分的な手直しのくりかえしによるインテ リ

アのイメージの維持という 、 「保存 ( P reservati on) ではなく保護 ( C onservat ion) J という、

卜マス ・シャープの 2 つの概念の差 を、この際よく吟味してかかる必要があると思う 。

( むかい まきや 神戸大学教綬)
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内 部 空 間 の 外 部 化 の 波 は 怒 と う の ご

とく日本に押し寄せる一ーか?

中 小 路 泰 久 ・ 駒 田 哲 男

はじめに

現在のインテリアテザインの世界的な指向の中に内部空閉め外部化すなわち、空間の構造化 ・装置

化と、機能主義のみにとらわれない内部空間のファンタジ ック化をあげることができます。

私は建築設計事務所でイ ンテリア設計を長年担当しておりますが、満足な椅子の裂張り地が無〈、

材料や織りや色彩を検討し試作した時代から、かつて、外国雑誌の主役を占めた家具が手近にチョイ

ス ( 選択 ) できる時代へと変わ ってき ています 。 この事実は、とりもなおさず、設計に要求される労

力と時間をセーブ ( 節約 ) することとなり、こ の余力が一面ではイ ンテリア空間のよりよき拡充、光

とiUの造形へともってし、〈趨勢とな ったと考えられます。

つぎに、ニューヨークのプラットインスティテュートに 2 年間留学し 、先年帰社した駒田哲男氏が

アメリカでのインテリアデザインの現状とその方向、および背景等を採ります。 ( 中小路記)

い ま 、 ア メ リ カ の イ ン テ リ ア で 特 筆 す べ き こ と は

フラ ンクロイドライトがマリーン郡庁舎およびグ ッゲ ンハイム美術館でその素晴らしさを示したエ

イトリアム ( 中庭) の、ケヴ‘ インローチのニューヨークフォード財団ビルへの展開およびジョンポー

トマ ンめハイア ッ トリージェンシーホテルとその後のウエスタンインターナショナル系ホテルへの適

用において商業的大成功をおさめました。 その結果、燦原の火のような勢いでエイトリアムをもっ建

物が各地に現れ、インテリアの様相を 一変させつつあります。 このエイトリアムの空聞の特質は一 口

で言うと) 内部空間の外部化砂にあります。

以下に、いまアメリカで行われているこうした内部空間 の造型手法を取りあげ¥いかに外部化の傾

向が観察できるか具体的に 示 します 。

手法 1. 内部空間のマルチレベル化( 多層化) と巨大化 デトロイトのルネ ッサンスセンターにみ

るマルチレベ j レ化( 写真①) 、およびダラスのハイア ッ トリージェンシーホテルロビー②の大吹抜けエ

イトリアム( 中庭 ) は、内部空間をスケールの上において外部化しています。

手法 2 . スカイライト フランクロイドライトのマリーン郡庁舎および、ク) ゲンハイム美術館を古

い例として、最近注目を浴びたほとんどの建物は 、常に うつろい変わるドラマチ ックな要素をもっ自

然光をスカイライトとして採り入れ、内部空聞の外部化をはかつています。

手法 3 . インテリアプランツ ケヴィンローチのフォード財団ビルでの屋内庭の植栽としての用い

方から、最近は、街路の並木がそのまま屋内へはいりこんできたょっな表現での用い方で、内部空間

を外部化する 。そして、他にもプラ ンツを用いて屋内外の融合をはかる例が、多くみられます。③④

手 法 上 水 面、流水 本来、屋外エレメン卜である池、川、滝などを屋内に持ちこむことで、屋内

の外部化を演出しています 。⑤

手法 5 . スピード エスカレーターは目新しいものではありませんが、展望エレベーターは静的で

あった屋内空間に、機械力によるスピードを持ち込み、外部的ダイナミズムを空間に与えています。

展望エレベーターはまた、建物の高層化によ って必然的に増す、閉じこめられ息苦しい空間体験を楽

しい経験に変えてしまう、すなわち従来のデメリ ッ トを 一挙に解消して逆にメリ ッ トと化し、多くの

高層ビルで用いられています。②

回転展望台はこうした装置の中でも大がかりなものですが、アメリカの中都市の大ホテルには必ず

とい って良いほど設けられています。インテリアデザインは機構的制約のためか、どこのも総じて工



夫がなく面白味がないのにもかかわらず、人気があります。⑥

また、このプラザホテルでは、空間の巨大化一一サービス動線の限界化につれて、遊園地で見受け'

られるような電気カーによる 飲物サービスさえ行われ、屋内空間の街路化が見 られます。⑦

手法 6 . 外部ファサードを持つ内部建物 アトランタのオムニイシターナショナル③⑬および、ト

ロントのイ一 トンセンターに見られるよっに 、外部ファサードを持つ建物にミラ ノのギャラリアのよ

うにガラス屋根をかけた表情で屋内空間が作られ、ヨーロ ッパ的な プラザお よび街路の雰囲気を屋内

に作っています。 この手法は、日本のように防災法規が確立した所で、エイトリアムを実現するのに

有効でしょう 。

手法 7 . ブリッジ 自然の硲を克服するため用いられた橋は、本来屋外的性格を有していますが、

これを屋内に用いて空間のマルチレベル化 ・ダイナミ ック化に対応し、同時にそこに、外部イメージ

を与えています 。③ ⑨

手法 8 . 外部用建築素材 屋内外の融合を目指すこつした建物では、床なり壁の素材を外部から内

部へ連続して用いる場合が多く見られます。 ホテルでは、従来、床はカーペ ッ ト敷きに決ま っていた

ものですが、外部プラザ的なクリンカータイルの舗装などが好んで用いられます。壁も従来のプラス

ターおよび大理石のような密実な素材から、コンクリート打放しあるいは、はつり仕上げのようなラ

フな外部的素材が用いられています。 ③ ④ ⑤ ⑨

手法 9 . 外部的イルミネーション 内部空間にも、いわゆる街路灯を用いている、ヒュ ーストンの

ギャラリア 2 ⑬および、外部的な植栽照明の手法が、閉じくヒューストンのハイア ッ トリージェ ン

シーホテルOで見られます。 またほかにイ ンディアナポリスのハイア ッ トリージェ ンシ ーホテル⑫で

は、遊園地的なイルミネーショ ンが採られています。屋外のものであ ったネオ ン管 も屋内照明に採り

入れられて、内部空聞の外部化を演出することも多くみられるようになってきています。

手法10. ストリートファニチャーの導入 屋内へのパラソルやテントの持ち込み⑬、および R C造

のベ ンチ⑬、あるいはプラ ンターの多用⑬はストリートファニチャーによる、屋内の外部化と見られ

ます。

手法11. 内部空間の小宇宙化 デトロイトのルネ ッサンスセンタ - Q渇 dゆ ⑪ の ごとく、 1，400室、

70階建てのホテルを、 40階建ての 4 本のオフィスタワーが囲み、その足元にはスカイライトをも った、

8 層吹抜のエイ卜リアムを配し、そこにはレストランはもちろん、ショ ッピンクコ ンコースから銀行

まで揃え、上記 1 - 10の手法を駆使した結果、そこにはひとつの街が形成され、 小字宙が出現してい

ます。この屋内に 小字宙という概念は、屋内空聞 のもつプライベートな 面を消し、屋内空間を パブ リ

ック 化・外部化しています。

空間の構造化・装置化

いま、アメリカで行われている内部空聞の外部化を、以上の手法を見ながら述べてきましたが、こ

れらはいずれも、構造・設備との密接な連係プレイによって可能となるものです。すなわちイ ンテリ

ア空聞が、構造 ・設備に無頓着で‘ありえたインテリアデコレーターの手から、近代のインテリアデザ

イナーの手へ、さらに構造・設備の構想段階での建築デザインへの組み込みそのものがイ ンテリア空

聞の質を大きく左右するイ ンテ リアアーキテク卜の手へと進んできています。 このことは従来の基本

的な仕事のプロセスに照らし合わせてみますと、デコレーターは部屋の骨組みができあが った段階で
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①デトロイト

ルネ ッサンスセンター・エイトリアム

② ダラス

J 、イアットリージェンシーホテル・

エイトリアム

①コロンパス

コモンズ

④ トロン卜

イ一トンセンター ・ショッピンク' コ

ンコース

⑤ ダラス

ハイアッ トリージェンシーホテル ・

エイトリアム

むデトロイト

プラザホテル・回転レストラン

⑦ デトロイト

プラザホテル・ロビー

⑥アトランタ

オムニインターナショナル・プラザ

⑤デトロイト

ルネ ッサンスセンター ・エイトリアム

⑬ ヒューストン

ギャラリア 2

TIl ヒューストン

，、イアットリージェンシーホテル・

ロビー |  
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⑫ 

ハイアッ トリージェンシーホテル ・

エイトリアム

13) アトランタ

オムニインターナショナル ・プラザ

⑬デトロイト

ルネッサンスセンター・エイトリアム

⑬ ヒューストン

ベンゾイルビル・エントランスロビー

⑬1 コロンパス

⑪/ アーウィンユニオン銀行

⑬インディアナポリス

ハイアッ トリージヱンシーホテル ・

エイトリアム

⑬ヘ トロント

⑮リ 中央図書館 ・工イトリアム
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手腕を発揮し、デザイナーは構造 ・設備のシステムの固まった頃から相談をうけるのに対して、イン

テリアアーキテクトは構想段階から参画せねばなりません。といいますのは、プランが固ま った段階

で、スカイライトを 1 階まで採り入れるエイトリアムを作り、池と滝を配し、展望エレベーター をい

れてといっインテリアデザイナ ーの提案は明らかに不成立だからです。 それだけインテリア空間が今

日では構造 ・設備と密接な関係をもって構築されており、構想段階での内部空聞のデザインが必要不

可欠のものとなっています。

なぜ、内部空間の外部化がひろがっているのか

ビルの足元に、大きな内部空間をつくり、ここにふんだんな自然 ( 太陽光 ・プランツ ・水) を採り

入れた例は、いまや、全米各地にみられますが、これ らの発生要因は、つぎのように考えられます。

要因 1. 気候条件 まず北米大陸では、厳しい気候条件があげられます。たとえば、ニューヨーク

では l 年のうち 6 ヵ月ほどは厳しい冬が続きます。 こうした長い冬に、窓外の雪の世界を見ながら温

室のような空間で緑の木立ちに固まれ、 川のせせらぎも聞いてショッピングあるいは人との待ち合わ

せができるという空間は、集客のための非常な魅力があり、デパート ・ショ ッピングセンター ・ホテ

ルが飛びつく要件です。北の寒さとは逆に、南のニューオリンズあたりでは、野球も屋内で行うほど

の日差しの強さがあり、三れは 、家一車一屋内、と空調の完備した所を人々が行動するパターンを作

りだしています。つまりカナダのト ロン卜や米南部のヒュ ーストンのように、気候条件の厳しい所に、

素晴らしい、パブリック化された内部空間をもっ建築が、多くみられる現象が理解できます。

要因 2 . 治安の悪化 ニューヨーク、シカゴなどの大都市の治安の悪さはよく伝えられるところで

すが、米中部のインディアナポリスのような中都市では、夜間は白人が郊外の家に帰 ってしまい、夜

の都市をほとんど放棄しており、黒人は、かりが街を俳佃し 、 とくに旅行者などはホテルから町へあま

り外出しない有様です 。そこでホテル ・オフィス ・ショッピングセンター ・銀行等が、ひとつの屋根

の下に集まった大空間が、街路的な構成の 中で、しかも屋内空間の安全性を提供するため、もてはや

されて、エイ卜リアムの流行の一因となっています。

要因 3 . 都市のリパイタリゼーション( 再生) による都市センターの供給 アメリカ各都市はスプ

ロール化と、直交グリ ッ ドで構成された街路が、自動車で占拠され、人 々のための街としての魅力を

失ってしまいました 。すなわちヨーロ ッパの求心的プラザに代表される、都市的魅力を集中した形で

亨受できる核空間が欠けている のです。そ こで、都心の再開発が考え られ、オフィス ・住宅・庖舗 ・

ホテル等が、駅や駐車場を結ぶ街路的あるいはプラザ的屋内空間を軸に構成 され、 新しい都市セ ンタ

ーとなっています。

要因 4 . 権威のシンボルとしての建物から、公共性重視へ 役所などの屋内空間は従来、壮厳さと

威圧感を兼ねたものが好まれていました 。 しかし、社会の民主的傾向が、そこにも反映し、明るい屋

内空間、秘密・のない空間印象、内外部の出入りにできる限り抵抗感のない建物、すなわち外部化した

屋内空間をもっ建物が、主流となってきています 。

外部空間の内部化一 一逆もまた真なり

内部空間の外部化という傾向は、同時に、外部空聞の内部化に密接な関係をもつものです。さ まざ

まな都市づくりにおいて、都心におけるオープンスペースの確保が推進され、ビルの足元には必ずと



いって良いほど、プラザが設けられるようになってきています。こうしたプラザでは、そのアメニテ

ィーを高めるため、ベンチ ・水飲み ・プランター ・照明の設置を義務づけたり、あるいは、プラザに

面した壁面長の5 0 %以上は、銀行等以外の物販庖舗を設けてにぎわいを出すよう( ニューヨーク市の

例) 等、細かい規則が設けられています。こっしてヒューマンスケールをも ったプラザは、そのまま

ビルのエントランスから内部へとつながり、人の自然な誘導が画策されています。⑬⑫の 2 枚の写真

は、こうした空間を端的に示しています。これらは、コロンパスにあるケヴインローチ設計の、アー

ウィンユニオン銀行の表入口と裏入口ですが、一方では、営業室前のエントランスホールが温室構造

になっており、前庭の並木およびペイブメントがガラスのスキンを通してそのままはいり込んだ表情

で内部空間の外部化を計っています。対する一方では、屋外ポーチに藤棚状のものをかけ、外部空閉

め内部化を意匠的に行 っています。

成功の鍵一 一外部化へ向けて

インディアナポリスのハイアットリージェンシー⑬の写真を見ても、きして緑が多〈感じられませ

んが、それでも 20万株の植栽がなされています。ニューヨークのフォード財団ビルにおいても 650本

の樹木と 15 ，000株のグリーンが用いられています。外部化の演出の鍵は量にあります。 自然の魅力は、

ありあまるものの美しさ、豊富さに、一因があるからだと思います。日本でも近年屋内プランツが用

いられだしていますが、アメリカとの根本的な違いは量にあり、量は、こうした外部的空間の質を決

定します。 また、量に対する日本的な疑問として、たとえば、窓を開ければ一面の緑があるのに、な

ぜ室内に緑が必要なのかとの問いがあります 。 しかし、そういう場所こそ、屋内に緑をいれることで 、

室内が外へつながり拡大したようにも、また屋外の自然が手の届〈所にまで はいりこんできたよう

にも感じられ、屋内外の融合が見事に計られることでしょう 。

トランジション空間のポピュラー化へ向けて

内外部の接点としてのこうしたトランジションの空聞の役割の増大は何を意味しているでしょう 。

昆休的にレイモンドモリヤマのトロント中央図書館を例にしてみます。 ⑬ @ ここでは、は じめの項

に述べましたほとんどの手法が用いられています。 スカイライトを持つエイトリアムにプランツと流

水と展望エレベーターを配しています。この空間はエイトリアムのまわり の各図持部門およびサーキ

ユレーションが見通せるため、構成が理解しやすく、オリエンテーショ ンが良いとい う、公共建築に

は必須の要件を満たしています。そして、それにもまして、フランス革命以来、特権階級の手から解

放されて市民のものとなった図書館というもの、本来の; 建築的結実を空間の質に見出します。 その、

コントロールされてさわやかな光に満ちた、影のない空間は、秘密や束縛のない、自由な共有空間で、

まさにわれわれの時代の基盤である民主主義を具現したもので、これこそ、私達、建築設計に携わる

者が目椋: とするものです。全員が参加できる、デモクラティ ックな空聞の普遍化が、現代の社会の真

の要請であり、これに向かつて、内部空閉め外部化を含めたさまざまの方法をさぐり、創りだしてい

くことが、現代のわれわれの方向であり、課題であると思われます。

( なかこう じ やすひき 臥旧日怨蹴設計大阪本料キW テリア吋部U

こま fだご てつお |阿司 インテ リア宮部|目I J  

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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汁主まい手砂とホ造り手。相互のホ住ま

い方砂に対する哲学

山 内 陸 平 ・ 加 藤 力

省エネルギーとインテリア

世の中すべて省エネルギーがテーマとなる昨今です。

このところ、住宅の広告でも省エネルギーと耐震性とがキャ ッチフレーズでなければ住宅ではないか

のような取り扱いが目立ちます。こんなことからインテリアの分野でも汚0年代のテーマは省エネル

ギーかなどと取りざたされているのかもしれません 。

建物や住宅における省エネルギ一対策は、建物自身のシェルターとしての機能や設備に負うところ

が大です。 インテリアに期待することには、いささかその効果の点で無理かと思われます。それでも

ある笑験データによりますと、住宅におけるインテリア材の熱効果は、年聞の冷暖房費に大きな影響

をあたえるとのことです。たとえばカーテンによって 10 - 15 %、カーペ ッ トを敷くと 5 - 10 %、壁紙

などのインテリア材すべてを含めると実に 20- 30%をも節約できるという 。 ところがこの実験データ

は、インテリア材を全〈使用していない、いわばムキ出しの殺風景な部屋と、インテリア材を使用し

ている現在の標準的な住宅との比較ですから、あらためておどろくことはありません 。通常 、一般家

庭ではインテリア材を全く使わずに生活しているわけではありません 。カーテンや壁紙の仕上げを行

った上で暮らしています。また、タタミというきわめてすぐれた断熱材を使 っています。 このデータ

を見てあらためてジュウタンなど買いととのえるといった心配は不要です。

日本の住宅では消費エネルギーの約 4 割が暖房用ですが、そのほとんどが危険や不便さを承知の上

で石油ストーブを使っています。 しかも狭くて貧弱な住環境の中でです。 こんなことですから、イン

テリアの立場から見た場合、住宅はまだまだ省エネルギーといわれる段階に至 っていないと言えるで

しょう 。西欧の先進国諸国のようにセントラルヒーテイングによる全室暖房であれば省エネルギ一対

策も効果が上がるのでしょう 。むしろ日本の住居は部屋のスペース拡大や室内環境条件の向上などの

点からエネルギー消費は増える覚悟は必要です。

生活様式の移行の中で

従来、日本人はタタミの上で最少限の家具や道具を使 って 、一つの室を 転用しながら多目的に使う

という方法をとってきました 。一つの室が食事やだんらんにも使われ、寝室にも使われるという具合

です。やがて応接間やダイニング ・キッチンの出現によ って 、一般家庭にも 、椅子やテーブ j レなどの

大型家具が使われるようになりました 。 そのうち、次第に居間、子供室、寝室などにもソファ一、勉

強机、ベ ッ ドなどが取り入れられるようにな ったわけです。

さて、大型家具の使用は、それだけの家具を使いこなすための広いスペースが必要となります。 と

ころが、多くの家具が持ち込まれた割には、スペースのほっは一向に広くはならず、旧態以然、和室

を基準とした広さです。 しかも、日本人独得の 、物もちの良さ 々から、家具が部屋を一面占領し、結

果として、 一般家庭では多くの家具や道具のあいだで身をかわしながら暮らしているというのが現状

です。昭和28年の住宅における調査では家具の占有面積が平均20%程度でした 。その 14年後の昭和42

年には約 1. 5倍の3 0 %にもなっています。その限度はおおよそ 3 0 %と言われていますが、現在ではそ

の比率がさらに増しているものと思われます。現在のすまいでは、おもいきって使わない家具の整理

をすることも大切ですが、やはり部屋のスペースそのものの検討が必要です。部屋数だけ増しても肝

心の部屋が使いものにならないのでは豊かな住環境とは言えません。

さて、大型家具の使用にはもう一つめ問題も含んでいます。 それは部屋の使用目的を比較的限 って



しまうことです。 さらに場所によ っては使用する人聞をも限定してしまうのです。 いわゆる部屋の専

用化です。部屋の専用化は私室意識と結びついて、それぞれの部屋にプライパシーや、適当な室内環

境条件など居住性を要求します。 そんなことから各室に冷暖房装置が必要とな ってくるわけです。 ま

た、生活様式が平座系の和式ですと、コタツやヒバチで済みますが、椅子を用いる椅座系の洋式です

とそうはいきません 。局部暖房から部屋暖房に移行せざるを得なくなります。部屋暖房もそれぞれの

側室ご ととい うことになります 。大型家具を使うため部屋の広さにももう少し余裕が欲しいということ

になりますと、住宅の熱負荷はますます士曽大すること受け合いです。むろん省エネルキ: ーを考慮、しな

いで良いというわけではありませんが、当分、住宅の省エネルギ一対策の効果は少ないと 言 わざるを

得ません 。幸か不幸か、 一般の家庭では現在の段階では部屋のスペース拡張もままならず、まして十

分な私室 を取れる余裕もありません。狭い室で家具のあいだに挟まれて、エネルギー的には効率よく

芥らしているのが現状です 。 こうした住宅事情の悪さを反映してか、日本の住宅におけるエネルギー

の消費量は、最も多いとされるスウェーデンやアメリカなどの約兄程度にすぎません 。 しかし、これ

は考えてみれば住毛事情の悪さだけではないようです 。 日本の風土にもよりますが、寒さ、暑さに対

する生活の知恵が、住まいや芥らしに生かされ、それがまだ多少、受けつがれている部分もあるので

す。つい数年前までは、住宅の冷暖房は機械設備に頼らずに叶主まい方。の中で心、理的効果や物理的

知J泉を工夫して耐寒暑して きた向きもあるのです 。 インテリアの省エネルギーとは、むしろこうした

知恵を受けついで *住まい方 H やインテリア材の心理的効果に期待したほうが良いのです 。

五感にたよる

インテリアとは人聞の最も身近な部分を取り巻く環境であるとすれは¥環境の質の違いは、それを

見たり、触れたり、感じたりする、いわば人聞の感覚との関係でさま ってきます。建築の最終目的は

シェルターや設備によ って ホ良い空気H を造ることです 。 ところがインテリアの場合には、空間の大

きさや形、その表面の質感や色などを直接、肌に感じとり、身をも って体験することに意味がありま

す。 こうした環境の質を感じとる感覚は基本的には、視覚、聴覚、触党、 H臭覚、味覚の五感覚から成

り立 っています。人聞が空間を体験する場合には、これらの感覚を個別に使 っているわけでなく、全

部を働かせて感じと っていきます 。 ところが五感覚の中でもとくに視覚が大きな感覚受容能力を持 っ

ていますから、いきおい、環境の構成は、視覚にその多くを頼ることになります 。視環境のうちでも

色が目立ちます。 そこでインテリア雑誌や婦人雑誌のインテリア特集などに見られる、心理的効果の

方法として J 夏は寒色、冬は I後色砂という単純な図式にな ってしまいます。たしかに色彩効果は心理

に大きな影響を与えますが、一般の家庭では、壁紙や家具をそうそう季節ごとに変えられるはずもあ

りません 。心理的効果をねらうとしても視覚ばかりでは片手落ちです。 その他のすべての感覚器官に

訴えるものでなくてはなりません。

今までは、夏は素足に触れるタタミの感触から涼を感じ取 ったり、風リンの音や、風リ ンの動きに

微風を読み取るなど風情の中から暑さを忘れたものです 。冬には頭寒足暖、コタツで鍋物、足の先や、

舌の先からあたたかさを得たものです。

西洋文化は視覚、聴覚を中心に形づくられたものと 言われます。 しかし日本人は触覚やその他の感

覚を微妙に使いわける知恵を暮らしの中で生かしてきました 。そうした生活の知恵の中には 室 内が寒

ければl暖める、暑ければ冷やすとい った機能第一義的な考え方はありません 。 そこには生活の不便さ
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を克服する努力がみられます。今後、安易な形で冷暖房が入れられていくとすれば、エネルギーの消

費は莫大なものとなるばかりでなく、人閉め感覚までもマヒしてい ってしまうでしょう 。同時に生活

に対する知恵も働かなくなるはずです。インテリアとは身近な生活の上で成り立っています 。生活上

のさまざまな矛盾や問題点を簡単に切りすてるのでなく、それらを乗り越えて、具体的な、空問。を

つく っていくことにその本質があるのです。

インテリア空間のギャップ

効率を求める商業施設や事務所建築は高度経済成長によ って、さらにその後のオイルショ ック以後

も、快適な環境をつくり続けています。一方で‘ は、明るすぎる照明や、あまりにもキラビヤカな照明

のもとで、十分すぎるほどの冷暖房の環境です。他方、庶民の住宅は、「うさぎ小屋」と呼ばれるほど

の悪環境にあるわけです。

同じ 一人の人聞が、あまりにも差のありすぎるこの二つの空間の聞を毎日、行き来しています。

今、インテリアや建築の課題は、このキャ ップにあると 言えましょっ 。住宅とそのインテリアは、

建築の中でまさしく谷間にあり、日影の身です。住宅とそのインテリアの問題は古くて、新しい問題

です。今まで、いつの場合にも問題にされながら、いつも 一番、後回しにされて来た部分です 。人に

よっては、日本人の住宅観が「仮ずまい」意識の上に成り立 っている、生活様式の変化が止まるまで

は手がつけられないなどと 言います。

しかし、手をこまねいていたばかりでは事態はますます悪化するばかりです。 この原因は一体何で、

今後どうしたらよいのでしょう 。 日本人の伝統的住宅観に負 うところもありましょう 。安易な洋風文

化の取り入れ方を考えるのもいいでしょう 。土地問題も 重大なネ ックにな っていると思えます。

しかし、何よりも大切なのは Y主まい手。とイ ンテリア を提供するホ造り手。相互の Y主まい方。

に対する哲学です 。

住まいのインテリアは、むろん 市住まい手H が主体を持 って作ります。 したが って、住まい手H に

も自分の暮らしに対するきびしい姿勢が必要です。 自分自身 の暮らし のスタイルを、自らの手でつく

ることが必要です 。 しかし他方、そ の器や、中味のインテリアエレメ ン ト ( 室内構成要素 ) を造り出

す側の責任も大きいのです 。実のところ れ住まい手砂は情報過多と狭い空間と、持て余しぎみの物の

氾濫の中で、すでに完全に行き先を見失 っているかのように見えます。そうした中でも 、住まい手" と

は何をどうしたら良いか潜在的には解 っている部分があるのです。 い造り手グは単に売れれば良い、

評判が良いなどという表面のことでなく刈主まい手。のかくれた要求を掘りおこすことが必要です。

しかも、その場合、暮らしのリアリティーの中から見つけだすのです。おしつけや暮らしに根づかぬ

ものでは意味がありません 。今のよ うに使い捨て商品や、場当たり的商品では先も見えています 。

ホ造り手。は ‘ 住まい手。の見えない要求を正しく読みと って ‘ 物や空間H を送り出す姿勢が必要な

のです。スト ックとしての空間、愛着のもてる物など送り出し、イ変われることが、先ほどか らのテー

マの省エネルギーに 一番通じるこ となのです。

マスコミインテリアブームの中で

いまほど、インテリアに関する雑誌類が街の本屋を賑わせていることはありません。 これは何を 意

味しているのでしょう 。あまりにも高価にな って手も出ない家をあきらめてア パートのイ ンテリアに



関心 をもっ人が多くなったこと、若い年代層の住要求への多様化、先に指摘 した私室意識の芽ばえ、

インテリアのファッション化、その他 さまざまな要因によるものでしょう。しかし 、何よりも狭い団

地やマンションのスペースの中ではホ物砂をかかえて思案するホ住まい手今の姿が浮かび上がります。

場合によっては 、すでにあきらめて美しい外国家庭のインテリアの写真でも見て 、ただただためいき、

欲求を静めるという人もいるでしょう 。 ところがこうしたインテリア雑誌には今のところ、具体的で

リアリティーのある、、住まい方砂など示してくれるものは、ほとんど見あたりません。どこか遠い国

でのインテ リア、 とても其似のできない高級インテ リア、役にもたたない製品紹介、そして、一見現

実味がありそうで何 も解決していない改装案 、など。

内容はともかく、これだけのインテリア雑誌が売れていることは、それだけ一般の人の住意識、と

くにインテリアへの関心が高まっているのです。暮らしの質を求めているのです。暮らしの質は今ま

でのように大量の物や 、 目先の新しい便利そうにみえるものを与えることではないはずです 。そして

目にみえるところの美しさだけを狙ったインテリアでもありません 。個々個々の Y主まい方。をどの

ように空間の中で{ 立置つ" け創造していくかです。

居住性とはインテ リア雑誌にあるように直接的で、そうそう解りやすいものではないはずです。人

の心理と生活に関連し深くかかわっているからです。

80年代のインテリア

70年代のインテリアは全般的にみれば万博を足がかりとして大きな成長をとげました 。経済の高度

成長と、それに伴う国民の購買力の増進によって、家具 ・インテリア業界は飛躍的に拡大、ふくれ上

がります。住宅産業なる言葉も定着し、インテリアの分野にも他産業からの進出が目立ちました 。 こ

うして 言わは、焼きモチのごとくにふくれ上がったインテリア業界の笑情は 、①独自の製品開発よりも

海外からの製品の安易な導入、②少品種への多製品の集中、③業種聞につながりがなく、結果として

同一空間を構成する製品聞につながりがない、④目先のことは、かリ追いかけて、継続性がない、⑤流

通機織の複雑化、など、インテリアの 愉質。の向上とはあまり関係のないところで進んできたきらい

もあります。1973年のオイルショ ック以後、インテリアへの安易な取り組み方への多少の反省は出た

ものの、依然として体質は同じです。

80年代はヒューマン ・アセスメントが課題と言われます。人間の生き方 、 くらし方を見直す H寺代と

j鉾釈しても良いでしょう 。今まで一番遅れてきた住まいとそのインテリアに本質的に取り組むことこ

そが重要な 80年代の課題と思われます。住まいのインテリアは人間一人ひとりにそれぞれ個々の形で

かかわ っています 。それをどのように普遍の形で解決してやるかがカギです。そうした方法論がやが

て、オフィスや工場、その他の施設の身のまわりの空聞の居住性を高める方法に結びつくのです。
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変身- 8 0年代のインテリアを

考える一一

今 江 祥 智 ( 童 話 作 家 )

わが家の中心は書斎だが、最初は車庫になるはずだった 。北

白川に建売り中の家があるときいて見にいったら、まだ建築途

中で、改装できると言う 。京によくあるウナギの寝床風に奥行

きの深い建て方で、庭 ( みたいなもの ) が三つある 。玄関と中

庭と裏である 。聞けば、玄関は車 1 台入りますと言う 。 カー ・

スペースというわけで、入って廊下沿いにコンクリート壁のう

す暗い部屋があるので、これは? と聞けば、車庫ですと言う 。

これもまたカー ・スペースというわけだった 。

中庭横の台所を共同にしたら 、老夫婦と若夫婦の二組が住め、

したがって車は 2 台、カー ・スペースは 2 台分というわけらし

い。 もし l 台なら、車でくるお客用に玄関のカー ・スペースを、

何しろこの辺りは駐禁地慌でして・・ - ということらしい 。

こちらは、車を持たない主義だから、車庫は不要、ここを書

庫にしたいと言うと、よろしおます、シャコとショコ、 一字ち

がし、や、簡単に改装できますとうけあ ってくれた 。

そこでこちらはおもむろに注文をだした 。本は約 1 トンあり

ますから、まず床を完全補強して下さい 。

一… . .. 1 トン 1

相手は難しい顔にな った。

それから両壁面一杯の書棚をつくりつけにしてほしいと 言 う

と、ますます難しい顔にな った。上等のラワン材を使 って、た

っぷ りしたやつでーー とつけ加えると 、それは大変ですなあ ・・・

- と、ため息をついた 。

こちらも少々考え直した 。両面から何千冊という本の背文字

の「顔J でにらまれては、やり きれまし、 。せめ て片面にしよ う

か。

そんなわけで、書庫は書斎にな った。

111のかわりに 3 台の 自転車がある 。玄関の カー ・スペースも

不要だから、カリ ンやカ シや金木犀を植えて、なし崩しに庭に

してい った。 それで書斎からの眺めは南北とも庭ふうに相成 っ

た。 インテリア改造成功である 。車庫のつもり のっくりだから

昨も厚 〈、音も洩れない 。 ステレオのボリ ュウムを ぐん とあげ

ても大丈夫。バロ ックからロ ックまで父娘で存分に愉しめる 。

この「変身」は成功であ った。 ( い ま え よしとし)



人が家の中に

篠田 桃 紅 ( 書 ・墨象家)

「この家は、くるたびに様子が変わっている」と、うちへ来

る人は言う 。

「趣味はりと聞かれると「部屋の模様替え j と答えるくら

し、私はよく物を動かすのである。本当は趣味は「ふしん( 普請 )J

といいたいと ころだが、諸事情そうは参らないので、がらくた

をあち こち置き替えたり、壁を張リかえたり、! 弄風の置き場所

を按配したりで、みずからを慰めている次第であるが 、何 をど

う動かしてみたと ころで、所詮は知f . L た こ とで 、 くたび i l  ｦ ［［ｾ け

であるが、私は この コンクリートの箱の 中に入っていても 、か

くれんぼができるような 、無駄な、灰 H音い場所を作リ出したい

のであるが、 これは作ろうとしてできるものでもないような気

はしている 。

人が{ 主む空間とは、まことに何とやっかいなものか、萩原朔

太郎は 「人が家の中に住んでいるのは地上の悲しい風景である J

と言ったが 、わが身一つの置き場所が、いかようにもならない

のだから 、仕事として 、人聞 の{主む 、使 う空間を考える 人は、

これはもう大へんな職業だと、いつも思うのである 。

しかし、その職業の方に考えていただきたいことが 、今私に

はいくつかあるが 、その一つ二つを思いつくままに申し上げる

と、

材料、かつての障子、畳、襖、壁( 土 ) 、天井板は、室内の空

気中の湿気を吸ってくれて、多湿の日本の風土に適っていたが、

今の室内材料は、その配慮に欠け過ぎていないであろうか、と

こんなわかりきったことが一つ。

! 弄の把手、空間の狭さの害IJ には、不似合に出張 っていて、予IB

が引きかか ったり、しゃがんで立ち上がるとき頭をぶつけたり

する 。

あか 1) 、敢えて、あかり、と申しましたのは、照明という 言

葉には、明るくするだけという感じが強〈、閣のあえか、夜の

泌さへの配慮がない、夜は畳の延長ではないのだから、夜がか

がやき 、光 リが影となるような、あかりをともしていただきた

L 、。

と、まあ、こんな風に、他愛ないことを、と言われそうなこ

とを、あえて申し上げて見る の も、こ んな小さなことが無数に

たたみ込まれている、にんげん の磨場所が、限りなくいとしい

ものだと思うからです。
f しの だ とす こ う1

昭和グロテスク

鴨居 羊 子 ( 下着デザイナー )

町 を歩いていると 、ほんのちょ っとした空地に、あ っ という

聞に小住宅カ、色彩さまさま、方角も全くのノ f ズルか目 形の様相

で誕生する 。 . t l : tくのは、 この小さいス ペースに 、ここ をせんど

と幾種もの材料がおしこまれて、その凸凹 .. l ｾ Ｎ りは、愛嬬を通り

こして、グロテスクに至る 。

玄関の柱の一つは的ヵ、りくね った床の間式白木で、片方はキ111

かいタイルを埋め こんだ丸 L 、柱 、床と階段と玄関先入口までに

約 4 種類ほどの異な ったタイルリ泣き 。玄関だけでもこれだけ娠

やかだが 、あ と壁 、屋恨、窓、鉄格子と、素材、色彩、感触 とや

たらにとりまぜて 、 まさに万艦飾のいらいすぎ、せせこましさ 。

あらまあ ! と篤いているうちにあ っという聞にそれカ、気に入 っ

たか、人が入リ、この賑やかな家ヵ、さらに鉢杭、洗濯もの、ふ

とんが盛 1) こ まれて、 5 、 6 車干の一角がけたたましい日本的風

景となる 。

大きいマンションは隣のマンションに負けじと、その外観の

造型性 を競い合うが 、隣のマンションとの 聞に何の調和む考え

ていないから 、ここ でも昭和 クロテスクが現出する 。 白は汚れ

るからと初めから汚れの目立たぬ汚れた壁面にしているが、居

住者は早速この外装を朝夕の洗濯もので飾る のだから世話はな

い。建築雑誌を見ると、実に洗練されたインテリアが紹介され

ているのだが・・・ 。

わカ、 町の並木は、この木にしよう 。壁は白、屋根はオレンジ 、

もし洗濯ものを人目につけたら隣組で罰金。一ー とし、 った調子

で隣組常識、市 民意識で美しい町、街がつくれたらなあ一 。

か らt 、 よゥ ニ1
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良いものをいつまでも大切に

青木 京子( デンマーク通商事務所)

われわれが80年代の家具を考えるに当たり、現在世界に名を

成している家具のーっとして、デンマークのものを取り上げ、

その起源と歴史を見てみたいと思う。

デンマークも 1930年代までは他のヨーロッパ諸国同様、飾り

の多い、いわゆるクラッシックタイプの家具を作っていた。現

在、一目でそれと解る、斬新でシンプルな、しかも高品質のデ

ンマーク家具が生まれるに至ったのは、一建築家の努力に始ま

るものである。

デ ン マ ー ク 王 室 芸 術 ア カ デ ミ ー に 籍 の あ っ た 、K . K l int 

(1888- 1954 ) は 、未だ封建的風潮の残る第 二次世界大戦前の

王国にあって、家具といつものは、無駄な華美を捨て、使いや

すきに重点を置くべきだと主張し、「機能分析が良い家具の主主J

と説いたのである 。家具の材料はそれの持つ性質を活かした使

い方をし、構造、テザインは合理的論理的で、簡潔でなくては

ならぬという彼の信念は、まず腕のある職人、テザイナーに受

け入れられ、彼らの研究と努力がやがては大手メーカーを動か

す結果となった 。

世界からの需要も増すに至り、 1960年には「品質管理証J 制

度が生まれ、さらにこれを消費者にとって、より明確なものと

すべ〈、 1976年 l 月には、メーカ一、消費者、学識経験者の協

力による家具品質等級検査 ( Mゆbel f aK ta ) の実施となった 。

これは品質管理証を持つ家具をさらに三等級にランクづけする

非常に厳格なも ので、たとえば椅子の枠組みの強度の場合、 ゆ

がめテストに三級 ( Basi c) で 5，000回、二級 ( High) で25，000

回、一級 ( Ext ra) では 60 ，000回以上耐えねばならなし、 。今では

多くのメーカーが競 ってこの厳しい検査を受けている 。

良い家具は地元デンマークでも高価なものであるが、家具は

どうあるべきかを長い使用経験と歴史から知っている国民は

「良い家具」を買い求める 。良いものを作り、いつまでも大切

に使う 。 この古き良き習慣こそ、現在、省資源、省エネルギー

の危機に立つわれわれへの解答て、はないだろうか 。デンマーク

も日本同様、天然資源のほとんどを外国に依存しているが、そ

のデンマークが実質的に非常に高い生活水準を保ち続けている

根底には、こうした個人個人の、生活に対する責任と良識ある

取り組み方が息づいているのではないだろうか。

人聞 の生活の基となる住まい、その道具である家具一 一そこ

に人聞の最高の知恵と愛情を注くことが、今、われわれに与え

られた大きな課題だと思う 。 (あおさ きょう ニ1
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インテリアーこの内面的なもの

一 一現代の室内についての断片的な思い

長 部 幸( くらしのギャラリー)

フィンランドで、アルヴア ・アアルトのラウンジチェアに坐

ったとき 、私は、現代の日本の椅子をみつけた ! と心の中で叫

んだ。長い聞のもやもやした思いがひとつ解けて、さわやかな

気分になった 。座が低い、アアルト独特の線の様形の脚は、畳

の上を動かしても平気、床に坐った 人とこの椅子に腰かけた人

が気にせず話しあえる 。 白樺材の木部のやさしさは日本人の情

/  

感にぴったり 。 シンプルなかたちが 日本の空間にすなおに入り

こめる 。適度にかたいシートは、畳に座布団をしいて坐る感触

と同じ。やっぱり私たちの住まいの空間は、畳に坐っていた今

までと同じように、 「重 心が下J [ " 目線が低い J [ " 形も素材

もシンプ/ レj という方が安定する 。心のバランスもいいと私は

切に思う 。

昭和のはじめごろ、日本の住宅にはひと間だけ応接間とよぶ

板の間があった 。 それは他の日本的空間から隔絶していた 。洋

式 ・和式がは っきりとわかれていて 、洋風の家具は応接間の 中

にだけおかれた 。 いわゆる日本的空間、に入りこむことはなか

った。 当時の日本人はこのようなすくれたちえで、洋風をうけ

入れたのである 。今の日本人は、家具だらけの室内て¥洋風の

大きな家具にうずもれて、自分自身を見失っている、と私は思

つ。

白〈硬い壁一一ーその壁に織りものを飾る。それが、壁をリ

ッチにする、あたたかくする、そして、その装飾は、住む人び

との喜び、悲しみ、をうけとめる 。壁がドラマをつくる、建築

が住む人びとに語りかける 。装飾ということばが、ないがしろ

にされてきたと思う 。デザインということばがそれにと ってか

わって安直に定着したと私は思う 。 [ " 人聞の・一. ..J という深い

意味が、装飾ということは‘ には、こめられていることをもう一

度よく考えてみたい 。

ホインテリア。 一一ー、デザイン H やホファ ッションゲと同じ

ように本質をおき忘れて定者してしまった言葉。inter ior 一一

物理的な内側という意味だけでなく、もっと内面的な、とか精

神的なという意味がある 。厳密に辞書を引けば、 「主として美

的効果から み た屋 ( 室 ) 内」あるいは「私的な、精神的な H 内

心、本性」などの訳語がある 。 インテリアとは自己主張、自己

表現のためのもので、メーカーや売り手の押し つけゃあてがい

ぶちであ ってはならない 。施主の心の中にある願望をひき出し

て、その表現に力をかすのがわれわれの仕事、とすれば、建築

の精神性とあいま って、静: かな内面性の充実をはかる作業がイ

ンテリアのしごとといえる 。
( お さ べ ゆ き)



覆いかぶさって来る規格化に抗

する手段としてのインテリアが

宮 脇 檀( 宮脇憤建築研究室)

インテリアがブームだと言う 。本来そうあるべきだという意

識と、だが今の現況で良いのかという疑いとが交互する 。

建築は誰も否定することのできない強さで均質化 ・規格化さ

れ続ける 。それが前近代的な手工業的レベルに留ま っていた放

に許された一品制作の附随品として持ち得たパーソナリティは、

一般の住空間のレベルではもう期待できない方向に進みつつあ

る。

マンション 、公営住宅、建売住宅とし、う供給住宅のほか、注

文住宅と称する代物ですら、発注者、住み手の意識の均質化に

よって似たような画一化 の方向をたどっている。

先輩である自動車の例を挙げれば一目で宇IJ るように 、住宅も

また同じような工業生産品として、省力化、マスプ ロ化 さ ｾ た

部材で組み立てられた、安手のプラモテソレにおちていく 。80年

代にその傾向はますます強まるだろう 。

インテリアの意識はこうして人々の生活の容器である住とそ

の関連の空間が、次第にただ与えられる一方のものになり、し

かも全〈同質の没個性的なものにな っていくことへのおそれか

ら生まれてきているのだろう 。

自分の欲しい空聞が単に無機質の箱でしか無〈改変の操作も

不能で・あるとしたら、人間が最少限人間らしく暮らすためには

インテリアの世界でそれを求める以外に無い 。すでに都市居住

が古くから定着しているヨーロ ッパ諸国ではこのパターンが定

着していて、わが国もこの後を追わざるを得ないだろう 。

けれど現実のブームはこの深層の立識が直接投影しているわ

けでは無くて、これも例によ ってマスコミで操作された甘いフ

ァッショ ンとしての現れて" しか無い 。某誌が藤と言えば各誌揃

って藤、結果として皆が藤などという馬鹿げた現象。

自分達の生活はかくあるべきというし っかりとした意識を誰

も持 っていず、たとえ持 っていてもそれを空間とすり合わせる

ための教養が欠落している日本人の現状としては、これも供給

者であるメーカーか、その先導であるジャーナリズムが主導力

を握 ってしまうのは仕方の無いことかもしれないが、せめて 80

年代のインテリアは、与えられる側の抵抗としてのインテリア

にな って欲しいもの。

住空間を中心にドメスティ ックな空間を考えようとする者に

とっての80年代の希望はこんなことになる 。 (みやわき まゆみ)

再生としてのインテリアー

空問機能の回復

森 本 正一( 浦辺建築事務所)

旧い建物の 中には、ほっとする温かみが感じられるものがあ

ります 。それらは、 小生のような、高度成長期に建築の世 界に

入り、また近代建築の理念、からぬけ出すことのできない者には、

何か違う世界の人々の仕業にも想えるのですが、直接感性に訴

えてきます。街の中がすべて、われわれの習 ってきた、近代建

築の平滑でツヤツヤしたものは. かりで、覆われることが、近代建

築家達の目ざしたものではないように思いますし、石油化学の

新建材では、これら旧し、; 建物の持つ重厚で温かい感じを 越 える

ことは、かなりの手腕を要します。 それらが環境になじんで、

街の一部になり切 っている場合は、なおさらのことです 。

建物としての寿命はまだ十分残していながら、その機能が社

会の変化のゆえに合わなくな ったり 、また 、設備が古くなった

りした建物の再利用、旧い建物の内部を締えなおして、その建

物の機能の回復をはかることは、これまでの保存を中心とした

IEI ｾ 、建 物 の改造のみでなく、新築される建 物 と 併列 して、これ

からの減速経済の 中で一一都市化の早かった西欧では伝統的 な

法のようですが一一一、わが国にも定着してゆくのではないで

しょうか。

以前一一 70年代に一 一紡績工士れず倉敷アイピースクエアとし、

うホテルに改造されましたが、この工場で最も古い、明治22年

創設されたときの部分は、記念ホールと称してそのまま保存さ

れてきました 。 その部分を利用して今、大宴会場として 、 この

ホテル 2 Wl 自の刑設工事に入ってお ります。今回の工事は、動

線上の 問題を解決するために若干の新設は伴いますが、中心 と

r，' る宴会場は、アイビーで覆われ 、周辺になじんでこのホテル

の主役とな ってしま ったエクステリアとしての外壁 、屋根、と

もに在来の姿を残した、インテリアの改修です。

木造のため 3，360X 6 ，000のスパンでは、大広附としての宴会

場に合わず、大スパンに鉄骨にて受けかえ、また、高い天井高

を利用して、空調等の設備を新設して、内部を造りかえたもの

です。

この工事で、工場としての機能を停止してから、しばらくの

間休止していたこの建物が、5 } IJ の機能で社会復帰することにも

ります。

元の機能を失 った古い建物に新たなる用途を考え、内部を僻

えなおして 、その空問機能を回復すること 。再生としてのイン

テ リアをこんな風にとらえているのですがー・・ -。

( むリむと しょう い ち)
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省エネルギーとインテリア

中村 猛( 竹中工務庖生産本部専門部長)

タスクライテイングという言葉を、省エネルギー活動以来よ

く聞くようになった 。立居行動のベースライ トをやわらかく 低

照度で行い、必要明視照明 の効果は 作業面に局部的に集め、同

時にこ れの点滅の責任を省エネ ルギ一 的に作業者にもたせるも

ので、照明 の効率的効果 と個 人的省エ ネルギー活動を両立させ

ようとするものである 。 この発想とインテリアの再生的活動と

が融合したら、 80年代の事務室空間のランドスケープは一変す

るかも知れないというのは言いすぎであろうか。

これと同 じ考え方で、タスクヒ ーテイング、クーリ ンクが登

場しでもよ いはずである 。70年代においてもゾー ニ ングによっ

て、有効適切経済的にエネルギーを 利用 する杢調計画の活動が

あった 。80年代は、ますますこの考え方が強ま 1) 、一部の公共

スペースは外部空間化されて空調効果が弱まり、必要かくべか

らざる 作業空間や居住空聞の空調のレベルア ップに集約される

方向をたどるのではなかろうか 。防災上から言っても、火災を

ひろげる危険性のある空気送風ダクトは嫌われ、局所サイクル

の空調シス テム が歓迎 される 。 またこれはタスクヒーテインク、

クーリングの目的の延長線上にもある 。 タスクとは適当なまと

まりをみせる仕事という意味で、種々の分野で独自の意味を持

って使われているが、上記のような意味をもっタスク指向が80

年代には強まると考える 。

今一つの変化は、情報システムのインテリア ( 内部空間 ) に

おける進歩的変化である 。 そろそろ実用化に入るテレビ電話、

ファ ックス電話、いろいろな機能をもっ電卓、端末機が現れる 。

また、通信線や種々のコントロール線もインテリアにおける至

近距離を無線化してくるのではなかろうか。普及しつくした電

話も 80年代は大きく変化してくる 。 自動車に電話が搭載される

のはもう自の前である 。 タスク指向の種々の設備と、これらの

通信方式が密接にかかわ ってくるはずである 。

リノベーション的な内部空閉め80年代における変化も、エネ

ルギ一事情の影響でともすれば明るい話題にならないようであ

るが、ルネ y サンスの当時もわれわれが考えるほどのきらびや

かな時代ではなく、かえ って大へん暗い世相であ ったという 。

44 

80年代も過去 、現在、未来を共存

させながら複雑で大きな発展を遂

げるであろう 。 そのし、ろいろな分

野が協調的に合成されるインテリ

アであることの概念図を 図に掲げ

ておく 。 ( 立かむら たけし )

4 インテ リアの三者関連概念図

これからの和風のインテリア

山片 三 郎 ( 山 片 一 級 建 築事務所長)

最近の和室の設計や写真の説明をみると、壁はほとんどがジ

ュラク壁か京壁と記されている 。 そのジュラク壁というのは本

来は土壁の上塗仕上の一種で 、京都の要長楽町付近か ら産 出 した

色土に砂を混ぜ、水または糊で練って上塗をした来楽壁のこと

であり、京壁というのはその衆楽壁の俗称である 。

昔は天然産の上塗土として稲荷山土 ・京錆土・ j受賞土 ・松葉

土などの数多くの稜類が、さらに色の求めに 応 じてそれらを混

合して 用 いられもしたが、次第に入手困難となり、熟達 した左

官も少なくな り、現在では合成樹脂の吹付のジュラク塗が 多 〈

施されている 。

この吹付のジュラク塗は本来の土壁仕上に比して強 L 、塗膜が

砂粒を覆うため砂が摺れ落ちない、耐水性が強〈水洗いも容易

である、施工が簡単で{ 面格が低廉など数々の 利点は認められる

が、 和室に最も重要視される雅趣には著しく欠ける 。

土壁はその繊細な粒子が辛うじてくっついているほど突 出 し

ているため 、その一つ一つに陰影がつき 、 しかも 光 線 を乱反射

して 幽玄な感じを醸し、さらにそうした無数の凹 凸は音響をも

完全に乱反響し、あたかも音がしみ こむかのように消され静寂

さが保たれるのである 。

こうした勝れた効果は偶然に生じたものでなく、たとえば壁

の腰貼りに美濃紙を用いる際、美濃紙の艶を厭うて、わざと裏

を見せるように貼る、そうした徹底した轍密 ・周到な心構えに

より古匠によ って練 1) に練られた技法の一つなのである 。 それ

を前記の 吹付のジュラク塗などというわずかな砂粒の入 った不

透明塗料では和室としての良さ、雅趣は全〈消滅されてしまう 。

しかし、だからとて筆者は土壁そのものの再用を推奨するも

のではな L 、。土壁にも湿気を含んで変色し、カビが生えるなど

いくらかの大きな欠点がある 。

現在市販されている銭塗りの合成樹脂のジュラク壁の中には

本来の土壁仕上 と感じが近く 、 しかも防孝I j 離、耐水、防火 など

の効果の認められるものがある 。近代の化学をも ってすれば、

条件を具体的に指示すれば 、吹付でも適切なものカ、必ずできる

もの と信じる 。

80年代の、これからの和風のインテリアの進歩は、 和風建築

の真髄に正しく即応し、次第に減少する天然、材の枯渇を宇和、粗

末な材を生かして意匠や耐久性により勝れた諸種の建築材料の

創造から導かれるものと考え、切望するものである 。

( や まが た さ_ " ろう 1



インテリア以前の課題解決と

幻惑的言辞をつつしみたい

柴辻 政彦( 志野陶石代表取締役社長)

- ひとびとが、生活とビジネスに係わる建築空間を 『インテリ

アj という言葉をつかつて思考をはじめたのは、当然、第二次

世界大戦後の、それも 1965年( 昭和40年) に入ってからで、そ

れ以前にはごく限られたエリート層の思考概念だったと思われ

ます。

だから、 日本の f インテリア j はせ いぜい 15年ほどの経験年

数ということになります。

しかも、この f インテリア j という言葉そのものが 、 いひと

と建築仰についての深い意味をもつものではなく、商業上でい

う物品の販売促進策の宣伝文句としてはやったまでのことだと

思われます。

・それにしても、一体、日本人の現代の都市生活やビジネスに

係わる建築空聞が、 I インテリアJ という、いわば 、国際感覚

で考えられるほど恵まれたものでしょうか。

わたくしは、この点 、強い 疑いをもっていて素直になれませ

ん。

土地の価格。建築費。建ペイ答積率。税制。生産業者の誇大

主義など、どれをと っても 『インテ リア j 以前の不都合な条件

が充満、氾濫していて、とても庶民のレベルのものではありま

せん 。

一種の幻惑 ・迷妄症状に陥 っているのです 0

・7ごカ通ら

悲しいことだと思いますが， それが伝統的な和風であると欧

米風であるとのどちらにせよ、国際的に通用する 『インテ リアj

という思考は、現代日本のそれなりのエリート、つまり、多く

とも人口 3%未満の日本の上流社会といわれるひとびとの住空

間とビ ジネス杢聞に適応範囲を絞ったものでしかないと いうこ

とになります 0

・したが って、私にいわせれば r80年代のインテリアを考える J

メインの課題は 、一つはまず庶民レベルにおける『インテリア j

以前の課題を、少なくとも将来を眺望して先進国といわれる程

度にひきあげる努力をすること、二番目には、インテリアに関

与する業者が、自ら社会を迷妄に導く 言辞を弄ばないこと 、だ

と思います。 ( しばつじ まさひこ)

これからのムード照明

河田 益典( 小泉産業照明コンサルタント室長)

現段階のインテリヤ全体に 言えることですが 、日進月歩と言

われるように、新製品開発には目まぐるしいものがあります。

とくに照明器具においてはその例にもれず、開発の歩調は最た

るものがあります 。 しかし 、シンプルで格調高いものは良いも

ので、何年たっても使用できるものというものもあります。

テーマとして「これからのムード照明」をいただきましたの

で、述べてみましょう 。

照明器具はどのような建築物にでも必要で、住宅・ビル ・道

路 ・工場 ・スポーツ等、ありとあらゆる個所に必要であります。

その個所には基本的スポーツ照明とムード照明が同居していま

すので区分することはあまりよくありません 。 しかし住宅建設

・庖舗関係 ・料飯庖関係においては、ムードp . 号、明がなくては成

り立つことはで きません。とくに住宅の場合には、装飾的感覚

の機能の多い応接問、美味しく食事が行えるダイニングルーム、

落ちついた感じで休息する寝室では、ムード照明が必要です 。

住宅の場合、その部屋の機能以上の雰囲気を高める照明器具を

ムード照明器具と言います 。

とくに料飯庖関係の屈斜iにおいては豪華なムード照明器具を

使用して、業種にマッチした雰囲気をより以上にかもしている

庖昔前ほど来客者が多く、庖舗の売り上げ、向上にな っているので 、

ムード照明を忘れることはできません 。商庖経営においても、

買回り品庖より最寄り品屈の庖ほどムード感覚度が高くなって

います 。 この場合、商品色彩をあざやかに、正確に演出するた

め、照明器具の形状はもちろんのこと、光源の光色 ・光の質の

パランスまで考えて庖舗の照明を計画することが好ましいもの

で、この感覚に比例して売り上げl が向上しているといっても過

言ではありません。

このようにムード照明は、人聞の生活環境になくてはならな

いもので、住宅の良環境づくりに必要なものであり、他方 、商

居、料飯関係においては、庖格向上の器となり、売り上げ関係

にも影響してきています 。

また最近とくに省エネルキ一時代と言われていますが、その

対策として、点滅回路を多〈設けて不必要個所を自由に切れる

ように心がけるべきであります。 なお一層注意しなければ‘ なら

ないことは、ランフ。光源の効率的な使用のしかただろうと思い

ます。効率の悪いランプは除去し、少しでも良効率のものを使

用して、ク品ロウ類も透過の優れているものを使用すべ きであ り

ます。 (かわた ますすけ)
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商業空間としての80年代インテリア思索

赤松 良一( 赤松底舗研究所代表取締役所長)

商業空間とは、従来一般に言われるい庖舗。の広いと らえ方

としておきたい 。

従来の庖舗インテリアは建築物の内部空間としての版売、各種

サービス活動の場として存在してきたが、 70年代初頭からの消

費、流通革命の全国的浸透や、モーターリゼーションの進展は、

大都市繁華街などの一部を除いてほとんどの商業街区、庖舗機

能を根底からくつがえし、その対応としての庖舗構成が、好む

と好まさるにかかわらず、内部空聞から建築施設そのもの、場

合によっては街区の環境機能そのものにまで拡大せざるを得な

い方向が鮮明となりつつある 。

したがってわれわれは庖舗ユーザー ( 商業投資者) に対する

忠節観から、すでに 70年代全体を通して く客を集め、情報を提

供する場をつくり、商品とサービスを多数の庖舗から自由に選

択できる 〉ための複合商業施設、俗に 言 われるシ ョッピングセ

ンターづくりに費やし、ある程度の成果を得たが、 80年代こそ、

その意味でめい商業空問。、すなわち内部イ ンテリアの拡大か

ら外部 、環境に露出してきた商業施設構成に、一つの結論ヵ、提

出される時点だ と認識している 。

紙数の限界から、今後意図しているテーマの一部を無体系な

りに列記すると、

・商業診断などで全国どこに行っても、前記、大きい変革の

流れによって、既存街区、商庖街の客足は減少している 。 もは

や個々の庖舗内部の模様替えではどうにもならず、街区全体の

大改革、再開発による機能近代化が営業存立の前提であること

は、商業者自体が最もよく知っている 。

・従来、とくに戦後わが国の一般庖舗様式は、内部構成にと

らわれるあまり、その集積である商庖街などの外部景観は実に

低俗、醜悪となっているが、これでは美意識の強い近代人は来

ないのカ、当然 ( 原宿などは街路樹でそれをカバーしているから

若人が集っている) 。もっと美しい外部との接触空間をもつこと

が社会大衆に支持され、成功する商業計画の前提。

・より本格的、長期的な繁栄には、都市計画に止まらず く都

市経営〉視点における行政の参加や、コミュニテイ、文化、リ

クリエーション施設を包含したシティセンタ一、シティパーク

のレベルが望ましい。

等が本質的なものである 。

70年代の試行体験により、 80年代には大きい必然性を確認し、

成算へのテテールも整いつつある 。 ( あかまつ りょういち)

公園風の緑地空間と 売場施設 とに変化のある接触線をもち、施設内にも外部光線 をと り入れることを意図 した80年代向き s . c のイ メージハース
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公家や戦国の

武将が用 いた床 凡

ら の 家 具 - 椅 子れ か
-

、園圃圃

光藤 俊 夫

省エネルギーの時代だと言う 。:ri ?11i をはじめ、 地球上の資 j阪が、いまや枯渇しようとしていて 、
そ

れに対処し得る方策は、
この際、何がなんでもとりあげ¥航極的な姿勢で実行していかねばならない。

それは多分70年代のはじめに盛んに l叫ばれた危機感以上の重みのものであるはずだ。
どうしてと言っ

て その節の危機感、なるもの、やたら悲愉ぶるばかりで、

い の 九

トイレ ッ ト・ペーパー買い占め事件などが

起きたとは言え 、今日明日にでも生命が絶たれるほどのけわしさや厳しさがあったわけではないまま

過ぎてしま っただけに、本当の危機感というのが何のことかさ っぱり掴めなか ったキライがあるから

だ。 もちろん、あれは l嘘だ ったなどというつもりはない 。今日にしてみれば、むしろ先の先のことを

予測しての正鵠な判断だ ったと言えるし、それを兵常に追求してみせなかったおかげ、つまりは、油

断を重ねているうちに迎えた80年代への入口で、急にその重みが大きなしわ寄せになって迫ってきた 、

とみることができる 。

それにしても、 である 。省エネル ックという風な、ほとんど理屈に合わない奇妙な提H呂を典型とす

る思! 対策ばかりでは、本当にそうなのかどうか疑わしく、またぞろ省エネ、省エネと連呼するだけの

茶番慮IJ に終わってしまう可能性がある 。 いや、それで終わるチャパンゲキなら 、それは結構なことだ。

ただし、つぎの世代に本当の危機や滅亡を宿来させるような繰り越しがなくての話である 。

まあ、 とにかく、無駄なエネルギーを、 ことに. もつつしまねばならないご時世ではある 。

日本の生活の歴史をさかのぼ って、向子がま ったくなか ったわけではない 。借 主 手 昼 、 民 牛 、保

二 u 令 え え た い さ: C ゐ〈

凡、 間床、縁台、曲朱など、 市上良H寺代の昔から、それぞれのH寺代に、それはいろいろなかたちで存在

していた 。
もっとも 、その多くは唐来物であ ったにしても、それらを非らしの基準にし得る機会は何

j支もあ ったはずなのだ。 しかし、 どうしても坐式、つまりは 方において椅子など必要としないすま

い方であり続けたのは、 日本人の場合、 一体何が原因だ ったのだろう 。陸Ji るまでもなく、今日でも椅

てjこを 、必ずしも 主たる生活用具と認めていない国や民族はゴマンとあ って、
これを不思議がることは

宅もない 。 しかし、起立していることと償臥することの聞の動作としてある腰かけるための道具、
と

いったきわめて原初的ななりわいを持っそんなものが、永< 1 巨否されつづけているのは、やはり不自

， 
， 

金沢製糸場の図( 明治初年) にみられる スツール

l J ! 築 と社 会/ 1979年 IOIP; - 47 



然としか言いようがない 。最初に仕込まれた知恵が、いつまでも新鮮て・あ り忘れまiい、ように、生まれ

てこの方、それはこうあるべきと 』直えつけられ、それて¥過ごしてきてつつがなかったしきたり、すな

わち習慣とは怖ろしいほどに頑なもので、あるとき 何かに目醒めて気がつく、とい った滅多にない悟

り、あるいは革命に似た衝動でもない限り、おいそれと改められるものでないことを 、改めて思い知

らされる。だから、後に建築の洋風化を H品え、椅子式生活の導入をはかった明治の気概には、ある穫

のかけに似たものがあったにちがいなし、 。

よく似た 言葉だが、文明と文化はちがう、と昔教えられた 。われわれの生活にぜひとも必要なもの

の開発に伴い、主としては物質的な商で盟かになる状態を文明2 : : 11乎び、それがなくとも機能上なんの

不都合があるわけはないものの 、あ った方がず っ と楽しく、また美しく、いわば精神面での充足が、

さらに快適に果たされるものを文化と 言 う、と 。東京、大阪聞を 3 時間で走る新幹線は文明の利器て¥

それが何故クリームにフールーの線なのかは文化度による、というわけだ。 これを英語でいう Ci vi l i za

- t IOnやCul t ur e とただちに結びつけるわけにはいかないし、異論も多々あることだろうが、日本語の

用法としてなら、あるいは 平たく言ーってそん な解釈が、ほぽ成り立 って いるような気がする 。だとす

れば、日本の近代化を成し遂げるために 「ぜ ひとも必要J ととりあげた「洋風化j への推進は、まさ

に土日j附l化の名にふさわしい所業と 言 えるだろう 。 そして柿子はこのとき、文明の象徴としての座に

あったのだ。

ところで、だからと 言っ て、すべての挫築が 「 洋 ｦｦｩｾ 化 ｊ にＱ［Ｑ ｊ り変えられたわけではない 。 官庁 ・ 公

署 ・学校 ・只ー合主どの一部が洋風に改泣、あるいは新築され、やがて東京有楽座が椅チ式を係用 ( 明

治31年 ) 、つづ いて、やはり東京の三井呉服庖が立式に変わる ( 明治33年) 、といったことがありはし

たものの、工場なども含め、すべてが公共機関の範囲にとどまり、一般庶民のすまいは旧 態依然、「洋

思L化」とはおよそ和毛縁だったのである 。

「文化住宅」 と銘打たれた、一比ハイカラな機チの住宅がおめみえしたのは大正に入 ってからだ っ

た。 さきほどの解釈によれば、 「楽しく、また美しく、いわば粘神田での充足が、さらに快適に果た

される」ことをこそ際移している住毛ということになる 。 もちろん「本邦将来の住宅は漸次椅チ式に

改む有 L。住宅の tB' J 取設備は ，{J : 米の後芥本位を家族本位に改む可し 。住宅の構造及び設備は虚飾i を避

け、衛生 j土び災害防止に等笑用に重きをおく可し 。庭園は従来の飢1 l 本位に偏せず保健防災等の実用

に重きをおくべし 。家具'i fii' i半貯 j: を骨とし住宅の改善にi ¥吋べし 。大都市にありては、地域の状況

に依り、共同住宅及び回園都市の設備を奨励すべし 。J ( ・点笠者 ) とい った、生活改善同脱会 ( 大正

9 年設立 ) による「生活改善の J J HJ 6 ヶ粂 ( その大綱と解説は、当時の 〈建築と社会〉誌に発表さ

れているそうだ ) を受けて立 ったものだけに、たとえばプランニングの上でも、従来のものとはかな

い腿を異にするものではあ った。すなわち居間および食堂中心型と称して良〈、それまでの中廊下引

の無益な点を衝いた、いうなれば進歩的、近代的形態を備えていたのである。椅子やベ ッ ト使用の「洋

J孔」スタ イl レであ ったことは言うまでもない 。

そこでこの 「文化住宅j が、当 H与どこまでの評判を得たのか、ということに興味が湧く 。

屋内における履物の着脱について、いまだ欧米諸国と折り合いがついていないのはご存じの通りだ
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平和博覧会( 大正 11年) に出品

された住宅のプラン。「住宅改良

運動j の一環 として洋式を主張

したもの
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れる空気精子( 1964 ・昭和39年)

が、文化住宅の時点でも、これは大きな問題として取りあげ‘ られたにちがいない。茶の IJ¥Iの一部や女

中室にタタミが残されたこととあわせ、結局はどうしても宵'J りきれず、そしてやはり 「脱」 ぐことで

おさまるのだが、その意味では、完全な 「 洋風 ｪ とは 言 ぃ ｾｈ ｾ いところが随所にみうけられるのだ 。 当

ｈ 寺の日本の道路事情がよくなか っ たとか、気候風土が出 ｩｬＡｾｊ であるからとかで ￭ ｊｉ え ｊ がざるを仰ないの

だ、などとはよく言われることだが、その| 浪りでは、道路 s作| ‘ ! ? も良くなり、屋内の空調設11iii も行き届

いているはずの今日、なお i JHi J いでいなければならない忠由が解き明かせなし、 。 これはやはり iil'l

慣とは怖ろしいほどに頑なもの」と素直に認めた上での了承であるより仕方がない 。余談だが、スリ

ッバなどというものの出現、あるいはさらなる改良は、このときあたりからではないのか、とそんな

気がする 。いずれにしても、これはすんなりと受け入れられたものではないらしい 。 それが証拠に 、

大正 12年の関東大山災でもろくも出え去 った後、復興のかけ声にも、 「文化住宅」はついに再び頗を

出さず、ある時期] における、それもごく| 浪られた階級だけでの普及に止ま ったのである 。

さて、文化住宅に伍して、文化鍋、文化包丁志ど、文化と必についた台所道具の立伝もかまびすか

ったのは、文化住宅の文化たる所以の大きな一つに、主制の座の佐立を目指しての行所の改良にあ っ

たからだが、それにしては、も っ と桜本的な洋風家共のが"i) 羽について、文化椅子や文化テーブルのH乎

"f{]; がなか ったのは、つぢつまの合わない話だ 。あるいはあ ったのかも知れない 。 しかし、少なくとも

ささのものほどの鮮烈な記憶はなし、。 これは鍋や包丁はこれまでも家庭で使用していたもので、だか

らそれに一寸ハイカラ味、すなわち文化を添えてみることもできるのだが、椅子やテーフルは、家庭

内では今回はじめて接するもの、つまり文明そのものであ って、 「楽しく、また美しく j と文化をく っ

つけてみせるほどの余裕はまだまだだ った、と言えることによるのだろう 。

このころ西欧では一一一。

1925年( 大正 14年) 、マルセル ・ブロイヤーは、自転卓の構造からヒントを得て、世界ではじめての

，、イ 7 ' ι " ア

鋼管椅子 ( ワシリー ・チェア ) を考案、つづいてマル卜 ・スタムやミース ・ファン ・デル ・ローエカ、

カンティレバー ・チェア( 1926一昭和元年 ) を、そしてル ・コルビュジェがノ〈スキュラント ・チェア

( 1929一昭和 4 年 ) を開発する 。いずれも、その頃の合言葉「機能美J を笑証しようとしての大活躍

ではあった。そしてこれらは 1860年( 万延元年) 、ミカエル ・トーネ ッ トによって編み出された l白木椅

子以来の優れた材料革命と言えるものだった 。 ここで椅子の材料革命ということだけをとりあげ、そ

の後を辿って先に言ってしまえば、パイミオのサナトリウムを設計して国際的な地位を築いたフィン

ランドの建築家アルパア ・アアルトのプライウ y ドによるアーム ・チェア ( 1934一昭和 9 年 ) があり 、

アメリカのデザイナ一、チャールズ ・イームズ、また建築家エーロ ・サアリネンらのプラスチェ ック

・シェルをベースにした安楽椅子 ( 1951一昭和26年) やペデスタル ・チェア ( 5J Jj 名チューリ ップ ・チ

ェア 1957- 昭和32年) などがある 。 そう言えばドイツの建築家フライ ・オ ッ トーが、モントリオール

博 ( 1967一昭和42年) における西ドイツ館を花柄も美しいテントで覆ったことで急速に関心を集めた

ニューマ ッッ ク ・アート、すなわち空気を包むことで成り立っかたちの面白さは精子の世界にも反映

し、フランスのテザイナ一 、ベルナルド ・ケンタンがクロワ ッサン ・チ ェア ( 1964一昭和39年) をつ

くったのをはじめ 、デ ・パス、 ドウルビノ、ロマ ッティ共同によるブロウと名づけられた透明の風船

椅子 ( 1967一昭和42年 ) や、カ‘ エターノ ・ペーシェのア ップ ・シリーズ ( 1969一昭和44年 ) などが続

々と登場したのはついこの聞のことだが、それら一連のものも、ちょうどその気運にあった「使い捨
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て時代」とうまくドッキングした上での 、一応は材料革命と言えるなりわいを呈していたことを思い

出す。 これはしかし 、またたく聞に影をひそめた。

大正から昭和へ、関東大震災による傷跡は、ょうやくにして癒えたとは言え 、世はまさに不景気つ

づき、政党政治の腐敗と軍部によるファッショの台頭が 、折角の近代化への歩みを滞らせがちだ っ

た。 もちろん、その聞を縫 って 、上野伊三郎や伊藤正文らによるインターナショナル建築会、あるい

は森谷延雄の木の芽舎、また蔵田周忠や豊 口克平らの形而工房などが 、新しい建築や家具についての

真筆な活動を展開していたことについて、見逃すことがあってはならない。そして、あのブロイヤー

を生んだドイツの工芸学校パウハウスを実見し紹介した水谷武彦や 山脇巌夫妻の啓蒙運動や、国立工

芸指導所の設立と、そこに招] 侍され指導に当たったドイツの建築家ブルーノ ・タウトの存在などで、

M界が受けた大きな収後を忘れてはならない 。 とは言え、満州事変の勃発、さらに支那事変へと突入

する前夜でのことである 。 しかも、かつての「住宅は漸次椅子式に改む可し J も、もはや立ち消えと

なって しま って いるような状況では、建築にしてもだが、たとえば椅子の創造や開発について、それ

ほど多くの人カ、目を向けていたとは思えない 。 日本のすまいが、いよいよ坐式から立式へ、座ぶとん

から精子へと本格的に歩みはじめるのは、第二次世界大戦の終結を待ってからのことだった 。

池辺陽の立体最少限住居 ( 昭和25年 ) 、清家清の自 邸 ( 昭和26年 ) 、増沢淘の自邸( 昭和 27年 ) 、広瀬鎌

この S H  1  ( 昭和28年) 、有| 仮| 隆正のウ山イラ ・クウクウ l 昭和32年 ) 、菊竹清訓のスカイ ・ハウス( 昭札

33年 ) などが次々と、そしてま ったくタタミのな い家として、ぞれぞれ衝撃的なかたちで登場する 。

ここに至 って、あの「生活改善同盟会」の「綱領」がや っと 日の目をみたと言うべきだが、もちろん、

すでにして草なる欧米への追随で- はない基点を持っていたそれらは、しかも日本の伝統文化をふまえ

た上での、これからの日本人の新しい住まい方に対する真撃な提案として、かつての「文化住宅J と

は較べものにならないほどの大きな意義を持っていた 。 また同じ頃、それら l 住宅の改善に準じ j 、渡

辺力の紐椅子 (昭和28年 ) 、水之江忠臣の食卓と食堂椅子( 昭和30年 ) 、柳宗理のバタフライ ・スツール

( 昭和31年 ) 、剣持勇の篠椅子や長大作のダイニング ・チェア ( いずれも昭和35年 ) など 、日本人の手

になる、ほとんど最初の日本の椅子がっくり出され呼応する。

そして一一一。

今日夕タミの部屋を持つ家にめぐり合うのは稀だ。また、もはや椅子のない生活など、想像するの

も難しい。それで良かったのかどうかはともかく、ここまで来れば、今さら昔の坐式生活に戻ること

があるとは考えられない 。だとすれば、そうしたスタイルをさらに自家薬龍中のものとして上手にあ

しら って いかねばならない 。

ともあれ省エネルキーの時代である 。 これからのすまいや、これからの家具一一椅子は「虚飾を避

け」、なにかと「実用に重きをおき J 、常に「簡単堅牢を旨と j すべきであろう 。そこでよくよく考え

てみれば、例の「生活改善の 6 ヶ条」なるもの、実は捨てたものではなく、今日でも、そしてこれか

らも十分通用するものであることに気がつくのだ。

( みつふじ としお 建築家 ・竹中工務庖東京支! 苫設計部専門部長)

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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木の芽舎の創作による家具

( 昭和 3 年)

ブルーノ・タウト ( 1880ー1938

年)

昭和 8年から 11年まで滞日

φ  

l  玄関 5  食事室

2  居間 6  洗 面 化 粧

3  書 斎 7  納戸

4  台所 8  寝室

ヴィラ・クウクウ( 昭和32年)

のプラン

水之江忠臣の食堂椅子

( 昭和30年)



インテリア空間実例

大 阪 都 ホ テ ル 都 パ ー ラ ー

エグゼクティブサロン ローヤル

ひろしま美術館 メインホール

梅田阪急ピル 1 ・2 期コンコース

八鹿町小売商業団地 モールおよびコート

京大会館エントランスホーJ レ、ラウンジおよひ講演室

よみうり文化センター 会館ロビーおよびプール

千里台スカイハイツ

シャルム堺

ネオハイツ大淀

鴻 池 本 社 ピ ル 役 員 談 話 室

公立学校共済組合大阪宿泊所 なにわ会館

ホリディイン南海大阪( 小林ビル) 5階ラウンジ

神戸山手学園友松会館 1 階ロビー

ライジング飯田( 株) 本社ビル ショールーム

新宮ショッピングセンター

ガーリッシュマインド コーヒーショップ







エグセ' クティプサロン「ローヤル」は、サントリー

が 愛 願 者 を 対 象 に 、 ゆ っ た り と 落 ち 清 い て 飲 め て 、

静かに言舌ができるメンバーシ y プ ク ラ ブ と し て 企 画

し 、 東 京 、 沖 縄 に つ づ き 女 阪 の サ ン ト リ 一 本 社 ビ ル

のI也下にオープンした庖である。

一般のクラブのように短いサイクノレで改装すること

を 前 提 に せ ず に 、 独 自 の 雰 意 気 も も ち な が ら 、 飽 き

の こ な い 、 必 ち 活 き の あ る イ メ ー ジ の 表 現 を 試 み た 。

内 装 は 、 し っか り し た 材 質 で 峨 み を 感 じ さ せ る イ ン

ド 砂 岸 を 墜 に 貼 り 、 調 度 品 は フ ラ ン 製 の 赤 い モ ケ ッ

ト 張 と し 、 床 も 同 色 の カ ー ペ ッ トを貼ることで壁と

の 調 和 を 計 っ た。

} j l ] 室は構造的な制約で天井の低い狭い空間をやわら

げ る た め に 、 壁 に 鋭 の エ y チンググラスを用いて、

メ イ ン ク ラ ブ 釜 と は i定う雰囲気とした。

( 吉 田 誠 )

( 仕上)

主ホール 天井 ラスボード下地スタ " コ重り 壁 イ ンド砂岩

床 。アキスミンスターカーペ y ト 木部I ｾ骨材

照明・シ苛ンデリア

別 室 天井. ラスボード下地えれコ盛1) 壁，誼エッ千ンググラぇ

床 ・アキスミ ンスターカーベットオ調チーク材 0 ，F ， 



人 の 手 に よ る 近 代 絵 画 も 含 め て 600余点にのぼる、

印 象 派 を 中 心 と し た 全 国 で も 特 色 の あ る 美 術 館 で あ

る。

展 示 館 は 円 形 の プ ラ ン で 、 ホ - J レを中心に 4 つ の 展

示室をまわりに配置t し て 、 鑑 賞 者 が 自 由 に 動 線 を 選

べるようになっている。中央のメインホーノレには、

自 然 光 の さ し 込 む 大 き な ド ー ム が あ り 、 そ れ を 中 心

としてベンチや緑を配置2し、鑑tt のあとの休氾1の 場

と す る と 共 に 、 屋 外 の さ わ や か さ を 保 つ よ う に し て

い る 。 仕 上 材 や 家 具 材 料 も 、 質 感 、 色 を 出 来 る だ け

自然に i互 い 従 え 固 な も の と し 、 飽 き の こ な い 、 気 の

張らないものにしている 。

( 佐 々 木 桂)

( 仕上) 床 . ローマントラパーチン( フロアヒーテインタ敬仰) f 妨!llJI1; l，

ｾＺｉｦ ラスクロス ｖＮｅ

丸柱: ローマントラパーチン

天井・石資ボードジョイント工法砂壁状吹{ 寸け材仕上げ

ドーム天井 ガラス繊維入りセメント 1) プ状成型板

事具楠ｾ，梓カハースチールメタリコノ仕上げ、ベノチ、プナム ＿ｈ 曲げ本加工

内 装 工 事 株 式 会 社 川 島 織 物 大 阪 営 業 本 部



阪急電鉄の旧コンコースは本来の役割を終えた今も、新駅と周辺街区との通行

の要として、終日歩行者が絶えない。 この施設は昭和初期に伊東忠太先生の設

計により完成したもので、そわボールト天井とモザイク壁画は当時としては画

期的な意匠で、長年市民に親しまれてきた 。改修にあたっては |日来の駅のもつ

ドラマティ ックな空間をお1うことなく、新しいコンコースとの調和を図ること

に気を配っている 。

笠 - 天井の意匠はキm修、 塗装程度に趨め、践は新コンコースに使われたベージ

ュ色の大理石に更新したが、テ、ィテールはできる限り当時の手法を踏襲してい

る。床石は新コ ンコース のパター ンを基調に、さらに細やかな石の桜i僚を施し、

百貨庖をはじめとする商業焔設のホワイエとしての演出効果を期待した 。 さら

に一連のモチー フを使 ったファサードのキ ャストアルミと新たにデザインされ

たシャンデリアの繊細な光が、より 一層難やいだ雰囲気を成成している 。

( 木村幸 百'] )  

( 仕上)

床 ー花! 話石段機! 出 リ 荒4百及びカー ボン仕 上

巾木: イヒl詞石本賂

腰 大理石本吃-

i在 og! 質プラスター アクリル系エ? J レジョンペイント

天井 : J百LI二

床 ・ 花 閥 石 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商1吉 宇町東日景色2 J



建築的テーマは、「雪国に快適な都市的パフ' リンクスペースを如何I

に提供するかJ とした。そして、表日本の冬季の外部空間を志向

した内部空間を表現しようと、モールとコートを設定した。

当商業団地は、 2 つの組合の後合体となって唐り、両組合の協調

の現われとして、一体的な外観のイメージを内音 ｉｉｾ 閉まで引込む

考え方で、それぞれ、大きくスカイライトを採用している。それ

によって、内部空間に、現象として、 u車曲。ど、コア。によるまとま

りを与え、且つ広がりを持たせている。ショヅピングセンターと

言いながら、各組合員は、私共設計者と共に、「地減社会に何が提

供出来るかJ を真剣に考え、施設規模に比べると大きな質の高い

パブリックスペースを設けている。この事は、将来碓笑に、組合

員一人一人に利益と信用として帰ってくる事であろう 。 八鹿町の

核、1 . e . 馬の核として発展して行く事を心から願っている 。

( 三宗司 自1¥)

{ モール仕 上)

床 : n器 'I'eタイル 100X 200網代貼り

笠 コンクリート打放し上リシ ン吹付

天上 ヴオールトサンンユ樹脂ガラス ⑦ 5  mM1 

[ コート 仕上 )

J正: 1正尺塩ビシート

柱. ガラス H占1) l 重自主間li ;!l， )

腰刊号' レ ンガタイ J レ



創立70周年記念事業の一環として計画されたこの会館には、歴史ある京都 人ぶら つと立ち寄り 、静かにラウンジに座っていたことが想い出された。

大学の雰囲気を取り入れ、学術研究、情報交換、親睦の場そして宿泊、喫 部屋のあちら こちらに先殺諸氏の想い出が残り、永い時聞の流れに耐え

食等多彩なプログラムが盛り込まれた。 てきて、無造作に拭い去れないものが感じられた。

学生時代を振り返ってみた時、近衛通りにある楽友会館で友と話し合い、 この12かな交歓の場、森田慶一先生の御手になる楽友会館にほんの少しで

食事を共にしたリ、諸先生方と打ち解けて談笑したこと、またある時はー も近づきたいと思いつつ設計した。

( エントラン スホール仕上)

床 妬器タイル

壁 幻I骨量タイノレ、コンクリ

ート化粧打放

天井・姪石吹付( 着色) 、( 梁

型) コンクリート化粧打政

( ラウンジ仕上)

床 ・妬; 器 7 イJ レ、ウィル ト

ンカーペント

壁 知総タイ J レ、ガラスプ

ロ y 夕、 ( 柱型) コン

ｾＢＩート化粧打放

天井 : 姪石( ，音色) 吹付、 ( 梁

型) コン? 1] ート化粧打放

( 鱗械室仕上)

床 : ウ ィノレトンカーペント

壁 : 線付化粧板 ( シオジ)

天井 ー7 1レミノレーパー焼 付金

装、Ｈ￭ｉｾ型Ｉコンクリー

ト化粧打放( スラプ下)

綬有( 渚色) 吹付



( プール)

「母と子の文化」をテー? として計画さ

れた水泳教室のためのプールさE聞です 。

このプールのヴオールト状の大屋根は自

走によ って完全に開波することができ、

夏のシーズンはこの大屋板を開放して、

ふりそそぐ陽光と背陸の下に開放的な屋

外プール空間を演出することができます。

ヴオールト屋根の妻側IJ は北面のみを採光

面とし、室内プール空間には柔らかい北

光線を採り入れています。 ウ' オールト天

井の色彩はグリーン一色でまとめること

によって、立体トラス、駆動装置、照明

器具等の複雑な構造を目立たせなくする

と同時に、プール空間に孫ち者きを与え

ています 。 ( i査本裕忠)

プール: アルミ製フ'ール( 25mX l 5m公認規格)

プールサイド床・ノンスリップタイル

壁 . 吹イ寸タイル( 独立柱共)

天 井 : ビニール被縦鱗仮スバンドレル

タ イ ル 工事 情 番72一回}

( 会館ロビー)

新聞、 T V放送会社が企業のイメージア y プと

地域の文化に寄与する目的で建てられたこの文

化センターは、この地区にあっては業務性、商

業性の低い建物です。

文化ポール、教室、図書室、展示室等によって

閉まれたこのロビーは、文化センターを訪れる

人々に自由な惣いの場を提供し、地域住民に開

放された質の高い空間であるといえます。

監は外壁と同じ妬器質レンガタイルを連続して

使用することによって内包された外部空間化を

意図し、アルコープの床を一段低くすることに

よって街の小広場を演出しています。 2 ｾ皆のは

り出しテラスでコーヒーを飲みながら談笑して

いる人達、アルコープのベンチで新聞を広げて

いる入、文化ホ」ルの開演を待ちながらたむろ

している若者達、 . このロビー空間にはフレッシ

ュな街角の風景が生まれています。

( 道本裕忠 )

( 会館ロビー仕上)

床 . ゴムタイノレ

ｾ＠ : 妬器質タイノレ ( 独立柱共)

天井 : ヒ J レ石ペイ ント吹付







本社ヒソレjti 上階に設けられた役貝談話室である 。

ビルの中にあ って、くつろいだ雰閤気とするため、

坪騒が設けられた 。坪庭は澄箆等を配した和風庭

園であるが、和風の中にも新しさを求めて壁面は

新しい材料である G R  C  ( カラス繊維強化セメン

ト板) で竹模様およびつつき模様のパネルを作り、

型枠兼用でコンクリートに打ち込んだ。 また室内

は少し和風の雰囲気を取り入れて天井を格天井と

した 。天井絡間は GR C て、作った天童E状パネルを

スラブより吊下げ、間接照明の反射板として使い

室内にやわらかい光が満ちる様にした 。

( 高僑勝彦 )

上仕

床 ・ヵーベ y ト

巾木. チーク線付

笠 ・クロス

天井: チーク線付格子およびGR C . E P 、クロ λ 貼リ

G R C 製 品 ぼ 井 パ ネ ル. 畠圃
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公 立 学 校 共 済 組 合 大 阪 宿 泊 所

な に わ 会 館

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 銭 高 組 ( 改 装 ) ・ 阪 急 百 貨 庖 ( 家 具 )

所 在 地 大 阪 市 天 王 寺 区 石 ケ 辻 町38 ー 1

敷 地 面 積 4 ，496 m'  

建 築 面 積 2 ，465m'  

延 床 面 積 11 ，533 m'  

構 造 規 模 S R C 、 B 1、 9  F 、 P 2  

竣 工 昭 和 53年 8 月

( 仕上) 床 : ウィノレトン別級均一ベ y ト

壁 :  glJ 色染ガラスクロス

天井 合成樹脂エマノレジョン蛭石吹付

別姓シャンデ リア

gl] 駐安楽椅子及ぴ1:1子

設 計 主 旨

本 会 館 は 昭 和 44年 に 建 設 さ れ た も の で あ る が 、 消 防 法 改 正 を 機 に 全 商

的改装を行ない、既存ｾ ｲＮ ｊｊ に新しい生命を ｉ 吹き込み質的グレードア ｹ

プ を 計 る と い う の が 今 回 の 改 装 工 事 の 目 的 で あ る 。

方 法 と し て 全 体 的 に 附 力 目 的 装 飾 は 一 切 省 き 、 建 築 空 間 を 構 成 す る 各 エ

レ メ ン ト に よ る 総 合 的 な 演 出 効 果 を 得 る た め に 、 床 ・壁 ・天 井 家具・

照 明 ・ サ イ ン 等 主 要 な イ ン テ リ ア エ レ メ ン ト は 全 て 「 放 の イ メ ー ジ J

を 基 調 と し て ト ー タ ル デ ザ イ ン を 行 な い 全 体 的 調 和 を 計 る と と も に 、

各 室 の 空 間 的 函 ー 化 を 避 け る た め 折 上 天 井 を 設 け て 空 間 を 個 性 化 し 、

それに見合う! 照明計画および若器具の設計を行なった 。 家 具 は 成 型 合 板

の 板 脚 を 使 用 し て 宴 会 場 ロ ビ ー に ふ さ わ し い や さ し さ を 表 現 し 、 か っ

'I!r 而 意匠の充実を言十 った。

( 玉置12始)

大 臣 甫 油 連 巨 岡 本 帽 簡 3 - 削

T ε L  06 - &4 3 - 2 1 1 1  ( 大町}
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ホリデイ・イン南海大阪( 小林ビル)5階 ラ ウ ン ジ

設 計 東 畑 建 築事 務所 施 工 戸 田 建 設

所 在 地 大 阪 市 南 区 久 佐 衛 門 1I!T28 ー 1

敷 地 面 積 1，834 . 1 2 m'  

建 築 面 積 1，626 . 84m'  

延 床 面 積 19 ，392 . 5日m'

構 造 規 模 地 下 R C 、 地 上 S R C

竣 工 昭 和54年 3 月

設 計 主 旨

ラ ウ ン ジ は ホ テ ル フ ロ ン ト が 位 置 す る Il 皆にあり御主主

筋 に 而 し 御 堂 ベ ー プ と フ ロ ン ト 階 の 持 つ 風 格 と 重 厚

さ を 対 応 劉 利 さ せ た 空 間 で あ る 。 ホ リデ ィ イ ン 発 祥

の地 は テ ネ シ ー州 メ ン フ ィ ス で 、 ア メ リ カ 南 部 の 持

つ郷燃と、「ミナミ」のもつそれと、御堂筋の持っさ

わ や か さ を 融 合 さ せ エ ク ス テ リ ア と イ ン テ リ ア を 一

体 化 し 、 そ の 中 で 諮 り 合 う 場 を こ の ラ ウ ン ジ で 蹴 出

している 。郷 愁 を 表 現 す る た め 、 材 料 の 持 つ 質 感 ・

色 ・光を選択する時金属的なクーノレなものを避け、

しっく い郡! の壁と天井、それに調和するすすけた黒

い 化 粧 柱 と 梁 、 床 に は 奥 に つ な が る パ 一 、 レ ス T ラ

ン へ ア プ ロ ー チ す る た め の サ ー モ ン ピ ン ク の ジ ュ ー

タ ン と 天 然 ス レ ー ト の 割 肌 が 自 然 に と け 合 い 、 ろ う

そ く の 光 が か も し だ す 紫 朴 な 光 源 で や す ら ぎ の あ る

紫 朴 な ム ー ド を 演 出 している 。 そ し て 外 部 に つ な が

る化 粧 梁 天 井 J レーパ絡子が内外空間を一体化させ、

御 堂 ペ ー ブ が ラ ウ ン ジ に 泌 け こ み さ わ や か な か っ 素

朴 で 郷 愁 の あ る 空 間 と な ってくつろさ' の場 を 桃 成 し

て い ま す 。 ( 本 持 一 博 )

照 明 器 具 ヤ マ ギ ワ 株 式 会 社 大 阪 唐

士 匝 市 壇 遭 区 a 本 構 栴 3 ー 制

T  E  L  01 - 8 4 3 - 2111 ( 士柁〉

( 仕上)

床 ジュータン一部玄品石張

巾 木 木 製

壁 。P Bペン下クロスの上 E P ローラ

天井 . 同上

化粧住 . ｾ荘 。米松合板 Ｈ ｾースワーノレＩ 0  S  C  L  



神 戸 山 手 学 園 友 松 会 館

1  ｾＧ皆ロビー

設 計 施 工 清 水 建 設

所 在 地 神 戸 市 生 田 区 山 本 通 5 - 6 7 - 8 (  仕上) 床 7 .， ; " ，ョンフロア

l控 . ビニールクロス
敷 地 面 積 564 . 08m'  

建 築 面 積 314 . 91 m'  

延 床 面 積 528 . 80m'  

構 造 規 模 R C、 2  F  

P S ;，..ャモ ントタイルボーダ一

天判 。極地事< < 付ベニヤ

木工事

カーベ y ト・カーテン

竣 工 昭 和53年 12 月
家具

シャンデ 1) .7

設 計 主 旨

六 叩 山 総 の 1.¥¥I' fft な 住 宅地 に 位 世 す る 、 こ の 同 窓 会 館 は 卒 業 生 の 会 合 や 、 型 事

会 、 学 生 め 研 修 等 を 目 的 と し て 計 画 さ れ ま し た 。女 性 の 利 用 が 主 体 と な る 本

会 館 の テ ー マ は 、 優 し さ と 親 し み を 感 じ さ せ る 空 間 の 創 造 に あ り ま し た 。

ロビーは、外壁から内壁へとj M 絞するスタ ッ コの白い皇室を基調に、 JI畳かみあ

る テ ク ス チ ュ ア を 持 つ レ ン ガ 天然木でレ桝成し、勾配昆般の架檎を生かした

吹 抜 け 空 間 の 広 が り は 、 天 井 ま で の ガ ラ ス ス ク リ ー ン に よ り 、 北 側 ア プ ロ ー

チ ・衛官111ピロティ ・庭 園 へ と つ な が り 、 外 部 と の一 体! 惑をもたせました 。 ま

た企 Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ の自然採光も多〈 、 夜 ｉ ｈ ｊ は白熱灯の柔かな光により、明るく抗ｾｪＭ＿紫感の

あ ふ れ る ム ー ド づ く り を t貸 出 し ま し た 。 ( 1111勝 視 希 夫 )

zrt与すァ 東 芝 電 材 株 式 会 社 神 戸 営 喋 所 TEE計三r t J -H

イ ン テ リ ア 空 間 15

ライジング飯田制本社ビル

所 在 地 大 阪 市 東 成 区 深 江 南 2 丁 目 13番 5 号

敷 地 面積 3日4. 298 m'  

設 計 銭 高組 一級 建 築士 事 務所

施 工 銭 高組 大 阪 支 社

設 計 主 旨

大 阪 市 と 東 大 阪 市 と の 接 点 で あ る 新 深 江 交 差 点 ! 協

に 位 世 す る こ の 建 物 は 、 今 後 商 業 地 域 と し て 発 展

す る で あ ろ う 若 い }2. 1
1
火 き を 先 き 取 り し 、 企 業 イ メ

ー ジ と 本 社 ピ ル の 性 格 を 融 合 さ せ る こ と に fll XJ :し

た。 外観は布11会 的 な 感 党 と 紳 士 服 、 紳 士 汀j 品 の 専

門応としての品位の ｴｾ ｜， 、独特な雰囲気をレ ン ガ色

の エ レ ガ ンスなスタイノレで表現する 。建物、. : r ; ' . f，反

それにマ ッ チしたン ッ クな色 ｦｾ｜Ｑ は市内商業中心地

の イ メ ー ジ カ ラ ー を 十 分 取 入 れ バ ラ ンス の あ る 内

装 計 阿 を す る こ と が 諜 魁 で あ っ た。 玄 I則 ア プ ロ ー

チより凡るショーノレームと 2 ・31増 の フ ロ ア ス ペ

ー ス と の iff) J 総と外観とのフィ ッ トさせる内袋に自己

l也した 。 1
1、
l脅11閃 II i J は白色ベースでステージ造作等

は 似 材 チ ャ コ 仕 上 と し 、 装 飾 品 との &1，1栴l を 求 め た 。

( M .  M)  

内 装 工 事 株 式 会 社 ト ー ヨ ー ・ ア ー ド

建 築 面積 238 . 61m'  

延 床 面積 914. 36m'  

構 造 規 模 R C、 4 F 、 P 付

竣 工 昭 和53年 11 月

究 匝 市 東区 高 圃掴 1 - 2 - 1

T E L  06 - 201 - 084 l1W 

(室内仕上) 床 ; アス 7 アルト系極ビ・

柄入タイル

!笠 . ビニールクロス貼り

天チ1 ビニールクロス鮎リ

ステー ジ、ケース ーカーペ

y ト敷、 I kH色f OJ 仕上



イ ン テ リ ア 空 間 16

新宮ショッピングセンター

( {I :J 二) 床 長尺床材

天井 プラスターボー ドリ シン 吹付

吹抜部分: 1末、喜子木政り 天1'1一等、プ

ラスター仕上

所 在 地 福 岡 県 粕 屋 郡 新 宮 町

敷 地 面 積 7  ，1 7 6 m'  

建 築 面 積 5，4 4 7 m'  

延 床 面 積 10 ，591 m'  

構 造 規 模 R C、 2 F  

綾 工 昭 和52年 11 月
施 設 企 画 ・ 建 築 基 本 設 計 ・ 内 装 設 計 監 理 赤 松 庖 舗 研 究 所

施 工 高 木 工 務 庖

設 計 主 旨

当 町 は 福 岡 市 に 隣 接 す る 住 宅 お よ び 学 図 者I1邑 で

人 口 約 3 万 人 従 来町 民 生 活 に 必 要 な 只 物 の 殆 ん

ど は 福 岡 市 に 依 存 し 街 ら し い 機 能 が 欠 如 し て い

fこ。

当 プ ロ ジ ェ ク トはこ の 状 態 を 改 普 し て 生 活利 便

と者I1市 生 活 の コ ミュニティスペースづく りを 意 図

し 、 地元 デ ベ ロ ンパー が 開 発 、 熊 本 に 本 社 を お

く 量 販 売 が 運 営 す る 地 域 型 S. C で あ る 。

従 っ て 設 計 上 の 主|浪 は 地 域 住 民 が参 加 し や す い

開 放 性 と こ の 町 の 誇 り と な り 得 る 公 共 広 場 的 要

紫 を と り 入 れ 、 し か も 営 業 機 能の 完結 の 条 件 と

し た の で全 館 2 層 建て 、 本館と 別 館 2 棟 合 計 3

僚 を 2 階 で 結 び、 エ ク ス テ リア、 イ ンテ リア い

づ れ に も 魅 力 の あ る 広 場 盗 聞 を も つ よ う に 試 み

た。

外 部 空 間 は 3 方 の ア プ ロ ー チ か ら 正 而 玄関 前 広

場への集約を計り、内部広場は絞庖布I i 先場、専

門 庖 売 場の 接 点 に 円 形 に 絞 っ た 吹 抜 を 椛 成 、 こ

こ が 1 - 2 階 エ ス カ レ ー タ ー動 紛で あ る と 共 に

催 し 広 場 と し て ス テ ー ジ 等 を 設 け 、 町 民 参加 プ

ラ サ Ｒ とし て いる 。Ｈ 山 田 Ｇｬｾ ・ 奔Ｉ

照 明
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ガーリッシュマインド
コーヒーショップ

設 計 福 岡喜 久 雄 デ ザ イ ン 事 務 所

施 工 大 和 工業 ( 内装、看板 、フ ァ サ ー ド 部 )

設 計 主 旨

デザインの傾 向 は、商業 ｾ ｬ｡ｊ としては極めて ｹ ンプノレな

デザインで、今 日言われる減$') : 式デザイ ンである 。

即ち不必要な飾りを徹底的に削減はい除したも ので、イ

ンテ リア緋成の色彩もオ 7 ホワイトとあと一 色 「この一

色もナチュラルカラー J.

材料もラ 7 トンと コルクタイルと椅子J ! M也と 言う 、極め

て限定した構成、これ以外には、 全〈必裂なものだけ に

しぼり例えば硝子と か、洗而鉢との陶器、 7 ロームメ y

キの金具と言 った. ) : ! . . 合である 。

全体の締成は、床面 とテーブルト y プ、カウンター トッ

プと言っ た、自の向かさよ り低い而の構成と水平を王に

コJ レクタイルl防り、笠岡と天1' 1はオ 7 ホワイトのラ 7 ト

ン吹付け 。

パーパ ｹ クの棚の瓜と ｾ ｈｮ の分 Ｑ ｾｭ のデザイン性が、この

ｾ ｉｈｊ の 見 せ場、スピーカーケースは桁子 ｐ ｽ［ｊ也 を使用、パ

ーパックの. ! } ; ! 板はピトロ グラスの 同色の仕上、市zはラ y

カー仕上である。 glJioi 、ウイ ン ドーサイドは既存の壁面

の分割lを有効に 生かすための裟也、 間接照明のポ y クス

と階段状の聞叩1昔話具、これらも全体と統一位のある材質、

色f凋て' ある .

直照明はソフトなイメージ iii( 出と、シンプルなインテリ

ア椛成に深みをもたす表現の手段として インダイレクト

方式を採用し、か つ 、 ＱＱ Ｑ｝ 按Ａ削明の刻 ｾｊＪ をよくする意味と、

ランニングコス ト、 mo.a等の総合的省エネノレギ- 11発恕

で、F .  L.li Rを多用、 {旦l.. ｩｶＨ 色 性の低下を ｾｊｪ ぐ週 ｬｲ ｦｩ で 色

I品伎の低いメロ ーJ レ"/ 7 を採用 した . (縞問主干久雄)

皇 霊 ・フ ア 什 ー ド 薗 大 和 エ 喋 株 式 会 社

7

5
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パーパック ijf.. ラッカー 奥板: ビトログラス

延 床 面 積 43 m'  

m造 規 模 S 、 A L C板 、 3  F  

竣 工 昭 和54年 4 月

P普段式開明ボ ックス ピトログラ ス、 アクリライト

カウンタート y プ及腰 プラス トコル ク



ーいま、大きく変わる遠藤の光一

回営業所公 ( 03) 632- 7165( 代) 静岡営業所f t ( 0542)  55- 1307( 代 ) 神 戸 営 業 所f t ( 078) 351- 3130( 代)

渋谷営業所公 ( 03) 499- 3592( 代) 福岡営業所8 ω92) 712 - 546l ( 代) 北九州営業所g ω9 3) 922 - 505O( 代)

仙台営業所f t ( 0222) 46- 2551( 代) 札幌営業所f t ( 011)  271- 4711( 代 ) 大 阪 販 売 f t ( 06)  779- 0605( 代)

京 都 厄f t ( 075 ) 802 - 2328( 代 ) 広 島 庖8 ω822) 38- 6717( 代 ) 東 京 特 販合 ( 03) 632 - 3515( 代)

大 阪 特 販 f t ( 06)  768- 7011( 代)



し、ぃ暮しにし、しめかり。

あかりが織りなす光 と影・・…

あかりはやすらぎの空間をつ くり出す ・. ...

そんなあかりの心をカタチに した

ヒカリ照明器具。
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本 社 干541 大阪市東区備後町4丁目 43番地

電話 (06) 262- 1751  

本 社 〒 541 大阪市東区備後町3丁目 長谷ピJ レ2F. 3F

ショールーム 電 話 (06) 261-0219  

大 阪 L C  R-( ω)  261-9316  

大 阪 営 業 所一(0729)82- 1141

サービスセン空ーー(0729) 85-5521  

姫 路 出 張 所ー(0792) 97-7575 

京 都 出 張 所ー(075) 622- 3240 

和 敬 山 出 張 所ー(0734) 72-36勾

広 島 営 業 所ー(0822) 43-1751 

岡 山 出 張 所 (0862) 63- 1101 

米 子 出 張 所ー(0859) 29-3321  

山 口 出 張 所ー(0835) 22-6250 

福 山 出 張 所ー(0849) 3卜 7602

高 松 営 業 所ー(0878) 33- 0131 

松 山 出 張 所ー(0899) 46- 4516  

高 知 出 張 所ー(0888) 66- 4567 

福 岡 営 業 所 ー (092)522-2311

北 丸 州 出 張 所ー(093)582-0131

久 留 米 出 張 所ー(09428)3- 4761

大 分 出 強 所ー( ω75) 43-2380 

熊 本 出 張; ; I i - ( ω63) 83- 1737 

鹿 児 島 出 張 所ー(0992) 52-3914  

長 崎 出 張 所ー( 09572) 6-3970

宮 崎 出 張 所ー(0985) 28- 1180 

沖 縄 出 猿 所ー( ω88) 6ト93ω

名 古 屋 営 業 所ー(052) 48ト7121

岡 崎 出 張 所ー(0564) 24-3101 

静 岡 出 張 所ー(0542) 8ト 6636

浜 松 出 強 所ー(0534) 64-5667 

舷 阜 出 張 所ー(0582) 53-7151  

三 重 出 張 所ー(0592) 25- 1685 

金 沢 出 張 所ー(0762) 49- 3233 

松 本 出 張 所ー(02臼) 26-3691  

東 京 営 業 所ー(03) 鉛3- 7691

東 京 L C  R-(03) 863- 7691  

機 浜 出 張 所一(0463) 54-1151  

北 関 東 営 業 所ー(0489) 24-9461  

熊 谷 出 張 所ー(0489) 25-3561  

水 戸 出 張 所ー(0292) 24-3601  

新 潟 出 張 所ー(0252) 24- 3325 

千 葉 出 張 所ー(0472) 33-2030 

仙 台 営 業 所ー(0222)9ト 2101

札 暢 出 張 所ー(01l ) 662-3131

jJU 路 連 絡 所ー(0154) 52- 1017  

67 



創意ある空間づくりのアシスタント

E盟 国

最近の納入先及び受注件名

・大| 駄代前市街地ピル介三棟 (大阪市 ・大建設計)

・東京池袋サンシャイン60ビル ( 三菱地所)

・サンシャインシティワールドイ ンポート マート (三路建装部)

・横浜市立大併記念館 (横浜市 ・浦辺建築事務所)

- 久保田鉄工本社ビル( 日建設計)

- 神戸貿易センタービル、レストラ ン ツ〈ーグ.， ( 日建設計)

・大分市IT舎 ( 日建設計)

・大分県立芸術会館 (安井建築設計事務所)

・福岡サ ンセルコ (福岡市 ・赤松庖告i I i 研究所)

・兵庫県牒業会飴( 束畑建築事務所)

照明に関するあらゆるご相談 にお応えで

きるプロを自負しています三・. .  

TACl r l ! 盟国企 ( 06) 972-5551(  ｾ品開 Ｚ、Ｉ

いまや、J ! 切り] に諜せられる使命は、 rn慣らす」ことだけではありません 。

〈タク ト・ダイコー〉は、この現実を明石在に把握した〈あかりの創造集

団〉です。さまざまな機能と性格を持つ空間に 、設計される方のイメー

ジを、あかりを過して、具体的に定着させます。ぜひご利用くださし、 。

宝塚ホテル ・宴会場

- 宝塚ホテル宴会場( 阪急エンジニアリング ・大林組)

・寿屋新宮庖( 赤松庖舗研究所)

・セントバーナード千里山庖 ( 阪急エン ジニアリング ・竹中工務庖)

・大| 仮駅前市街地ビ J け佃棟( 大阪市 ・来知l建築事務所) ( 受注中)

・日本銀行大阪支庖 ( 日建設計) ( 受注中)

・合敷市庁舎 ( 倉敷市 ・浦辺主主築事務所) ( 受注中)

・念敷駅前市街地ビル( 念敷Tli ・浦辺建築事務所) ( 受注中)

・* 洋紡総本社ビル (大林組 ・東洋紡サンリビ ンク) ( 受注中)

・5即袋ニュータウ ン名谷ショ ッピングセンター( 神戸市 ・日建設計) ( 受注中)

大光電機株式会社

本 壮 大 阪 市 東 成 区 中 道 3 T 目 15排 16号 ( 毎 日 東 ピ ル ) 干 537 3 ( 田 ) 972 55引附

社 工 喝 大 阪 市 東 成 区 玉 坤 3 丁目 13番 8 号 干 537 3 ( 06) 972 4881附

車 交 唐古 ( 03) ' 33- 3551聞

東 京 市 販宮 ( 03) 433 3551拘

束 束 中 央官 ( 03) 433- 8701附

南 関 東宮 ( 03) 758 3421附

北 関 東宮 ( 0286) 37- 1461間

高 崎宮 ( 0273) 52- 2301附

埼 玉官 ( 0岨 8) 臼 1641附

千 葉 宮 ( 0471) 64- 1161開

札 幌宮 ( 011 ) 56卜 8067刊

路 官 ( 0154) 52- 31 時 間

旭 川 宮 ( 0166) 22- 2685- 6 大 阪 宮 ( 06) 972 8861附

函 館宮 ( 0138) 55- 70拍 車 滋3 ( 075) 314 7897 

青 森3 ( 0177) 42- 4241- 3 兵 庫宮 ( 078) 332 2481- 2 

盛 岡宮 ( 0196)崎 2247 広 島宮 ( 0822) 47 6711附

仙 台官 ( 0222) 86- 時 52- 3 岡 山宮 ( 0862) 32- 4038

郡 山宮 ( 0249) 33- 6585 高 松 宮 ( 0878) 61 5023 

北 陸 宮 ( 0762) 42- 6084 給 山宮 ( 0899)33- 2810

新 渇宮 ( 0252) 41- 3811附 福 岡宮 ( 092) 531 3164附

名 古 屋台 ( 052) 821 - 6276仰 熊 本宮 ( 0963) 69 3114 

静 岡宮 ( 0542) 82- 6018柑 鹿 児 島宮 ( 0992) 26 2986 
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経常時境が厳しくなるにつれて、

ゴ?そ業をあずかるト ップエグゼクティブ

の多忙ぶりも mしそうです。 こんな

H寺ごそ、 i1J t かに経常にJ41いをめぐらす

11年川を持ちたいもの。コクヨ 〈マネージ

メン卜シリーズ〉は、デスクをはじめ、

サイドボード、 ，i? 棚、 ロッカーなどが

揃 った、役 l二i室のトータルファニチャー

ですユ約 淵 高L、130シリーズからお求め

やすい価 格の80シリースまで、: ! 日山に

; { リエー ションが揃 って いま士一

- 役員室のトータルファッ ション

マネ- 5メユト

乙リース"

畿 *コ ク ヨ 株 式 会 社

⑨537 大阪司1 m成 区 大 今 型 商6了 111帯 l 号

霊堂 (06) 976- 1221



株 式 会 社

G礼 -

OR I GI NA L  

F UR NI T UF E  

本 社・京都市東山区四条通祇園石段下 (075)561- 7101  ( 代表) 〒605

東京事務所 東京都港区赤坂 3 丁目21番15号 (03)583- 2906 ・4806干107

G L オリジナル 312- N 

G L オリジナル 6 2 8 - N 

G L オリ ジナル 626- N 



インテリアに現代建築に

山本金属の技術は生きています

私どもは、創業以来半世期にわたって、常に製作金物業界における設計段階でのご相談から製作にお

ける技術的な問題解決まで、一貫して満足な製作金物の完成・納入をめざして、お得意様各位のご要

望に副うベ〈専心努力してまいりました。建築製作金物にかかわるあらゆる問題を、常に検討・研究

するニとによって、よりよい製品製作と業界の発展をめざしておりますが、今後ますます経験と技術

の積み重ねのうえに、皆様のご意見・ご要望をとりいれて、いっそうの努力・前進を期しております

ので、よろしくご愛顧を賜わりますようお願いいたします。

株式会社山本金属製作所

本 社 及 本 社 工 場 大 阪 市 南 区 西 賑 町25番地干542

T E L  大阪06( 761) 0127( 代)

守 口 工 場 守 口 市 浜 町 2 丁目 1 番地干570

T E L  大阪06( 993) 7192

創 業一一大正 13年 4 月 3 日

主要業務一一ー家具金物・建築金物・ディスプレイ金

物・美術金物・装飾金物・陳列金物・

照明金物・船舶金物・厨房金物・その

他諸金物別註設計製作・ステンレス製

品・ブロンズ製品・軽合金製品オリジ

ナル金属家具及びパーツ

実用新案特許 3 号棚受の製作販売

建設業許可大阪府知事許可( 般ー 53) 第 978号

一級建築士事務所大阪府知事登録イ第7979号

鉄 鋼 会 館 ( 大阪)
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空間に

ポ工ジーを求める人々の

声が聞え

空間に

美を求める人々の

姿が男える

企業が利益を追求する時

人々と企業の聞で

「美と利益を共に充す」こ とが

理想となる

ヨーロ ッパと共に笠 きて40年

クリヤマコムが

自信と 責任を符ち

お届けする

“ ヨーロ ッパの一流ブランド. に

ご注目ください

設 計 建 築 ・ 販 売 の

異なる立場で

その理想が倹討され

“一流ブランド商品" が

選ばれる

' 9 ラJ I6フランスのm名

モン トリ万一ル方リ ンピ

ソヲ実・17.0∞市' モス

ヲつ 方 リ ン ピ ソ ヲ ｊｾ 問 決

定20. 0(旧m' で軍 匝 済 巴

F RANCE 界のブランドです

欝; 押…
ＨＡＺＺＺＺｾ廼葺畳国 ャラヲ-9- l ハーモニ- J

・... . .・1 ・i ' ノーマ JレJ '工牟スパン

Ｎ ｾＺＺＺＺＺＺＺＺＺｾ沼剖 ド 」 と モ ＧＺＱ ン な 感 覚 陵

町民':.:.:.:.:民間 柄のブラ ン ドで万

S WE DE N 

路

廼

嶋

田

園

田

E

E
田

園

田

岨

戸
』

謹

図

栗 山 ヨ 己 犠 式 会 社 インテリア事業部

本社・大阪市) l i ' 川区西中島1丁目 12醤4号 包 (06)305561 1( 大代)

東京支l苫. 東京都渋谷区南平台町 15雷13号帝都渋谷ピル8階 ft (03)463  1841( 代)

. 力ヲロ っこ 崎盟の万回本n インテリア.. 81へどうそ。

KURI YAMA WILL 00 FOR YOU?  
l  お容のニーズを先取 りするネ ッ トワークを待 つかっ 2 絶えず新 しい商品開発

をする かつ 3 高付加価値商品を提似する力、つ 4 基本聞な宣伝活動を充分に する

かつ 5 怠業情報を豊富に流す力、っ その他 ご質問のおあ りの万は栗山ゴム側イ

ンテリ ア事業部へご 連絡 ください



暮らしの中に潤いを/

ＺｊＺｊＺＺＺｉ・ＢＧＺｊ ＷｾＷ 臓武富祖

本 社

東大阪市長 田東 3丁目 54番地 干577

T  E  L( 06) 747- 5151( 大代表)

奈良営業所

奈 良 市 古 市 町 7 8 6 干630

T  E  L( 0742) 62ー 1421 ・1431

堺 営業所

堺 市 南 旅 篭 町 西 1丁 1- 8 干 590

T  E  L( 0722) 21- 5177( 代表)

営 業 品 目 ご 案 内

ジジコー1ν カーテン

ジジコ- 1111 カーペット

ポンリュウム・サニーカーペット

アームストロング・タイル

アコーデオンカーテン

ブラインド・レ- ) レ

接着剤・壁装クロス

その他工事用資材全般

設計フヲンに

最適な床材を

アウトフット. ノ

|TOLITO臥日忽双I NGSYS花:MI

1919年、 日本ではじめてリ ノ リューム を函産化して以

来、東リは床材 メーカーの パイオニア として、常に業

界に先駆け、 l時代にマ ッチした各干1到来材 を開発し て ま

いりました。 この 間 60年 、来リは常にHJ途・ 目的・ 予

算 ・効 果の 4 つ を念頭に、 床材の開発、 製造 か ら、施

工 、メンテナ ンス技 術の開発ま で一貫した姿勢の もと

にニーズにお応え しています。 そ して 、いま、この姿

勢をさらに充実 させ、より 完 ベキなフロアカパ リン グ

を目 指し、 システム化したも のが 、* リ ・トータル ・

フロアリ ング ・システム、略し て T. T. F です。

東洋リノリユーム株式会社

札 幌 営 業 所 f t ( 011 ) 271 - 2561 東 京 営 業 所 合 ( 03 ) 503 - 3021 大 阪 営 梨 所 宮 ( 06 ) 943 - 164 1 高 松 営 喋 所 宮 (0878) 33 - 44 10

仙 台 営 業 所 f t ( 0222) 94 - 35日5 名 古 屋 営 撲 所 宮 ( 052) 733 - 3471 広 島 営 禦 所 f t (0822)  28 - 3361 福 岡 営 繋 所 合 ( 092) 4 11 - 9076
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伝統が生み出す安定した品質と優れたセンス

Qう

日本加工製紙株式会社

J I S マーク表示許可工場

許可番号 3 7 8 0 1 8

防火壁装材料製造業者

登 録 番 号 第 6 号

本 社 東京都港区赤坂 2 - 5  - 2 7八千代ビル T E  L ( 584)  2671 ( 大代表)

関西営業部 大阪市東区平野町4- 35千代 田生命ビル T E L 大阪 ( 202) 代表3633

名古屋出張所 名古屋市中区丸ノ内 1 - 17- 19長銀ビル T E L名古屋 ( 231)代表1321

工 場 高 萩 藤 田

世 震 の 壁 に

J に- r ' : J ココト

省 エネルギ一時代向き、優れた保温、断熱

効果を有し、少々ラフな下地も高発泡壁紙

で充介カバー出来ます 。

J にードンコル
豊富でユニークな色、柄を集録した

ビニール壁紙全集

J にザ: . ，コ" . l L S  

全種防燃、 J I  S 規格品。公営住宅

マンション等に最適の壁紙。

在庫は |万米まで即納出来ます 。

j l Sマーク 表示指定工場本社工場許可番号578011

大垣工場許可番号478045

防 火 壁 装 材 料 製 造 業 者 登 録 番 号 第 10号

UL ( UNDE R W RIT E R S  L ABOR A T ORIE S  INC) 承認

トＪｾＮ，咳ー工業株式会社
本 社 工 場 大 阪 市 西 成 区 南 関 l丁目 2番 17号 TEL 06(561) 1623 干557

東京出張所東京都台東区 ｾ Ｎ ｦ 3  - 20- 3  T EL 03( 844)8902 干111

大 垣 工 場 厳 阜 県 大 垣 市 久 徳 町 330 T EL0584(81 ) 3385干503



特殊壁装材製造販売・和室に最適

・緊楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

(株)踊0ヨコ! J D:2

総合壁装材

干 583 大阪府羽曳野市島泉 8 - 173 - 1  

T E L  ( 0729)  3 9 - 3 6 1 0  

工場 T 580 大阪府松原市三宅町 1222番地

第一 干 639- 11奈良県大和郡 山市小泉町2744

第 二 干597 大 阪 府 県 塚 市 王 子 5 0 1

芋高ｾＧＷ ｡ｚＱＵ 隻
キボーシリーズ

総 発 売 元

KE￥ 1  

事 指. . . i j z.... 

事 指-s=
事 指_ I号イ1 : ! -

サンプル御入用の節は当社へ御一報下さい

額臨白書倍大阪支店

干 546 吹 田 市 広 芝 町 13 - 31  

T  E  L  06 (  386 )  6  5  1  1  ( 代) テレ ックス 5 2 3 - 6 6 2 2  

本 社 ・ 壁 装 館 干 160 東京都新宿区新宿 2 - 8 - 1

T  E  L  03 (  354)  2  6  4  1  ( 代 )
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ソーラーハウス
新日本空制

内山武夫著

住宅関係者からユーザーまで，すべての人に役立つ，

どうすれば，確実で損のないソーラーハウスをつくれるかを示す実践的手引

内山ソーラーハウス 太陽熱利用の安である集 大石邸( 静岡市) 集熱総を屋恨の上におく場 富士電機製造(側 ク ラ ブ ハ ウ ス 太陽熱直接暖

然続を，そのまま屋恨にのせるとおくつくうえに，合，汚れに対する配慮を怠ってはなら幸い . この 房の場合， 補助熱源の選択を挟まってはなら寺い

保守もむつかしい 笠と lli!>!!¥r . 誌を一体化しコスト 例では， ri i:Mのために回 B伝ブラシ取付 7 Ｎｾクと ｬ 次 この例は補助熱源を空気熱! 日{ ヒートポンプとした

低減を図るとともに，保守を容易にした例である 出角度可変の倣ノk 管が設けられている 推奨できる システムである . ( 以上，本合より)

f " " 目 〉欠" " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " " t

:  1  望ましいソーラーハウス 5  暖房はこう考えればよい :  

:  2  まず負荷を減らそ う 6  太陽熱暖房の基礎資料 :  

:  3  ソーラーハウスはどうあるべきか 実現のための手引き ;  

:  4 給湯はこう考えればよい ソーラーハウスべからず集 i  

11 月10日発売

A  5  144頁 1000円

6学芸出版社 J;C!if 1市 下 京 区 木 制 附 剛 院 東 入 f t  075- 343- 0811 

新 製 品 ハ イ ラ イ ト

新可とう継手「ワンマン BJ

建築衛生設備資材の( 株) 長谷川鋳工所では、こ のほど、

経済性 ・作業性など多くのニーズに対応した新排水管用

可と う継手 「ワンマン B J を開発、発売を開始した 。

「ワンマン BJ は、構造的には 、パッ キン部に Oー リン

グを採用し、これをボルト締めにより圧着するだけで、

フレキシブルにジョイントできる簡単な施工性が決め手

であり 、O ーリングの機能を生かし、材質にもクロロプ

レンゴムと良質の天然ゴムのフ、、レンドによる優れたゴム

を採用しているものだ。また 、抜け出し防止を確実にす

るため、 パッ キングの圧力とは別に、くほみ 先の止めビ

スを併用。これによ って 、旧 ワンマン継手では必要であ

った現場での拡管作業かな くなったため施工性が高まり

価格 も号 |き下げられている。

種類は、 90。エルボ、 90。大曲りエルボ、 45。エルボ、9 0 Y 、

90。大曲 1) Y 、45

0

Y 、ソケット、 90。大曲り両 Y 、差し 継手

付90

0

Y 、鉛管用フラ ンジ 、掃除口付ソケ ッ ト、 co栓の

12種類。サイズは 1 74"イ ンチ- 6 インチまで。

'圃
③ 

T

U

L

 

S

S

引

①

②

③

 

⑪ 蓄電長沓)11 祷 玄 所

本 社 干 101東京都干代田区神田淡路町1 - 2 T  E  L  03- 255- 4051( 代)

大阪営業所 干 530大阪市北区南森町2- 3- 36 T  E  L  06- 315- 8900( 代)
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- 中国を訪ねてく 8 ) 一一 王相群

蘇州遊覧

上 海 発 午 前 6 時 40分 の 汽 '11で 蘇州 へ向かう

ため、 8 月26日 は 単 利 ホ テ ル を 出 発 。 前 夜 は

同 窓 の 武 君 宅 で ご 馳更をになり 2 1時 過 ぎ に 就 寝

し た の で す が 、 早 起 き も 一 向 に 苦 に な り ま せ

ん。 中国へ来て、走郷に入れば郷に従え" と毎

日昼食後はひと ｉｉｾ りするのが習いとなりまし

たが、そのせいか体調は上身です。

列 '11内 で は テ ー プ ル を 隔 て て 椴 さ ん と 向 か

い 合 わ せ に ゆ ったりと坐り、! l 1 i 1 務只が何度も

サ ー ビ ス し て く れ る 熱 い 中 国 茶 を す す り な が

ら。ド外の風設や雑談を楽しんでいると 、 1 時

/i :J 少 均 でiIL くも蘇1' 1、|駅 に 到 着 し ま す 。

蘇州ー|は2500年 前 の 春 秋 時 代 に 呉 の 首 都 と し

て栄え、 l別代から mの 中 期 に か け て は 中 国 対

大 の 大 郎 会 だ っ た と 言 わ れ て い ま す 。

気 候 温 暖、風光 明 婦 で な 東 洋 の ベ ニ ス H と

答 え ら れ た こ の 地 に は 、 古 来 多 数 の 千J 僚 や 地

主 が 別 荘 や 隠 居 所 を 榊 え 、 そ れ ぞ れ が 趣 向 を

凝 ら し た 園 林 が 大 小 合 わ せ て 200 カ 所 も 現 在

に 残 さ れ て い ま す。 解放前、蘇州、! の 俗 は 煙 突

よ り も 多 い と 言 わ れ た く ら い 偽 寺 や 旧 政 の 多

いことでも知l られ、他方、工場と言え( ; f 令市

で わ ず か 3 工ぬ( マッチ、乍糸、車I i 織物 )を 数

えるのみでした 。

瓜 { E は 従 業H 1，000 人 を 超 え る 工 場 が22カ

所、 500 人 以 上 の 中 規 様工励 66カ 所 を 含 め て

計 476 工 場 が 操 業 し 、 電 子 機 器 そ の 他 多 種 多

微 な 軽 工 業 製 品 を 生 産 し て い ま す 。 豊 富 な 水

産 物 や 全 国 で も 高 水 準 を 誇 る 炭 産 物 と と も に

蘇 州 は 過 去 に お け る 消 費 者[5市 か ら 脱 皮 し て 生

産 郎 市 と し て 発 展 し つ つ あ り 、 畑 館 ( 阿片 館) 、

当舗( 質屋) 、酒楼 が 蘇1' 1、|の三 多 と 言 わ れ た 過

去の峨杭l は 町 か ら 姿 を 消 し ま し た 。 現 住 市 区

43万 人 、 近 郊 を 含 め て 人 口 は 54万 人 、 観 光 船

市 と し て の 整 備 も 豆 視 さ れ て い ま す 。

旅 行 社 の 王;羽 根 さ ん の 説 明 を IlfJ い て い ま す

と、唱は IHJ も な く 緑 の 多 い 宿 舎 の 雨 林 飯 庖 へ

到 在。 二階 建 て の し ょ う 酒 な 建 物 で す 。

< 留 図> ホ テ ル で一 服 し た あ と '11 で ま ず

留 図 を 訪 ね ま し た 。北京の願手[ 1 園、承徳の離

園、蘇州、|の 州 政 闘 と と も に 四 大 名 園 の 一 つ で

す が 、 比 較 的 小 じ ん ま り し た 庭 園 て ¥ 形 の 変

化 に 岱 むk i NJ 石 が 随 所 に 伎 わ れ て い ま す 。 留

園を含め多くの図林が解放後修復皇室。iif され、

市 民 の 公 園 や学校やホテル等に利用されています。

奇岩の多い太湖石 (留園にて)

く 雲 宕 寺 塔> 俗 称 一 方 、一 般 官 吏 も中央の高下f に 姻 び 入 る た め

虎 丘。紀 元 961年 の 宋 金 品 を 贈 り ま す 。 か く し て 彼 は 巨 万 の 財 を 成

代 に 完 成 し た 7 層 の 浴 し 、 晩 年 追 わ れ る ご と く 織 を 辞 す と 蘇 外|で 豪

で、尚さ 47. 5米 に 及 ぶ 奪 な 住 ま い を 築 造 し た の で す。 会拙 政 図 。 と

仁iiEの俗です 。 もち米 い う 名 称 は ぷ 向 き は 政 治 か ら 退 き 謙 虚 に艶 居

ば ん

とII} J 警告 で 黄 泥 を 固 め た するという窓口未て¥そのう定は宮廷を追わ れた

と伝えられていますが、 恨 み を 込 め て H寺の宮廷政治のf品、拙 さを 崎l 笑 し

例 制 の頃から 傾 斜 し 始 名付けたと 言 わ れ て い ま す 。

貧泥で造られた虎丘の堵 め、 1965年 の初] 売では 蓮 池 が 過 半 を 占 め る 広 い 敷 地 の 一 角 に 食 栽

上下で1 . 82米 も 差 が あ った そ う で す 。 ちょう ( 中 国 では盆長) 園がありま した。 恐 らく 数 百

ど l 階 を コ ン ク リ ー ト で 補 強 す る 工 事 が 進 め を 数 え る 盆 殺 の 中 で100年 - 200年 ク ラ ス も 少

られていました 。 なくないそうですが、とくに鮒齢200年 の 柘 摺 の

溶 の す ぐ 下 に は 3 ，000 本 の 剣 と と も に 呉 王 盆 裁 は 圧 巻 で し た 。 作 者 は 数 百 年 後 の 枝 ぷ り

の 墓 陵 が あ る と 伝 え ら れ る 令 剣 池 。 が あ り ま を 脳 裏 に 描 き つ つ 丹 誠 こ め て 育 て 上 げ た と 伝

す。 解 放 後 調 査 を 行 った と こ ろ 、 池 底 で 包 派 え ら れ て い ま す 。 も ち ろ ん こ れ ら の 逸 品 は

な門が予告兄されました 。 と こ ろ が池 ボのポン 人 で は す ぐ に 枯ら しでしまうので、 専 門 職 に

プアップによ って 上 初 の 浴 の 傾 斜 が 著 し く 逃 よ って 大 切 に 保 護 さ れ て い ま す 。

行し 、止 む な く 淵 査 は 中止 されました。案 内 < 小 園 林> 夕 食後、備さんと 二 人でぶら

の王さんは、 fll f と か 妙 裟 は な い も の か 日 本 の り と散 歩 に 出 か け 、 と あ る 小 国 林へ 入 りま し

技 術 に も 期 待 し た い と 話 し て い ま し た 。 た。 た ま た ま 圏 内 で は 新 作 ラ ン タ ン の 展 示 会

剣 池 か ら 少 し 下 る と 経 王 勾 践 が 幽 閑 さ れ て が 催 さ れ 、 夕 涼 み を 兼 ね た 市 民 i主 で 超 満 員 の

い た な 勾 践 洞 " が あ り ま す。 幸夫勾践 を 空 し 盛 況。 小 じ ん ま り と し た 中 で 趣 向 の 凝 ら さ れ

れい

う す る 勿 れ 、 時 氾 滋 無 き に し も 非 ず " と 般 の た室内や庭園を興味深く見て廻りましたが、

幹 に 刻 ん だ 見 向 高 徳 の 十 字 の 詩 、 小 学 生 の 頃 点 灯 さ れ た 大 小 さ ま ざ ま 色 と りど り の ラ ン タ

歴 史 と 唱 歌 で 曾 った 僚 か し い 蒋 を 思 い 出 しま ンが夏 の夜 の 情 緒 を そ そ ってい ました 。

す。 く 獅 子 林> 二 日目の早 朝 、600余 年前 の 元

< 寒 山 寺> 府 の 詩 人 張 継 の 名 作 で 知1 られ の 時 代 か ら 続 く 古 い 名 園 を 訪 ね ま し た 。

る 姑 蘇 城外寒 山 寺 の 川 を く ぐ り 、 と く に 許 し 天如、唯則両禅師が恩師中主任和尚を記念し

を得て鐘楼の鎚を つ き ま し た 。 っ き 終 わ って て 建 立 し た 郷 子 林 寺 が そ の 前 身 で 、 師 子 林 と

からはじめて張継のI l t J い た 夜 半 の 鐘 声 と は 別 も 舎 か れ ま す 。 圏 内 の 石 の 三 分 の こ が 太湖 石。

物 だ と 知 り 、 が っかりします 。 本 物 の 鐙 は 何 < 戒 櫨 律 寺> 正 面 に に こ や か な 嬬 初J 菩 薩

者かによ って 日 本 へ 持 ち 去 ら れ 、 伊 藤 博 文 が が銀座し、両偲11 に 泥 で 造 ら れ た 巨 大 な 四 天 王

八 方 子 を つ く し て 深 し ま し た が と う と う 兄 つ の 立 つ 正 門 か ら 本 堂 へ 進 む と 、 天 井 の 高 い 堂

からず、 l明治38年 に 別 に 一 つ 鋳 造 し て 届 け た 内 に は 極 彩 色 の 浮 き 彫 り を パ ッ ク に 薬師 や 如

と い う 鎗 が 寺 内 に 展 示 し で あ り ま し た 。 来 や 釈 迦 や観 音 等 諸 々 の{ 務{ 象が私 達 の 目 を 兄

寺 門 を 出 る と 正 而 に 太 鼓 統 が あ り 、 そ の 名 張 ら せ ま す 。亙 の字 型 平面 の別練 に ずら りと

は 楓 椛 と い い ま す 。 早 速 椴 さ ん と 記 念撮 影。 並 ん だ 五 百 体 の 緩 漢 像 も 壮 観 で し た 。 わけて

楓 縞 夜 泊 の一 節 に ミ 江 槻 の if(l :J<.愁11民に対 すゐ も 作 者 が一 生 を 棒 げ た と い う 、 径 2 米内外、

と あ り ま す が 、 作 者 は こ の 楓 陥 と 少 し 先 に あ 高さ 4 米 に も 及 ふe 木彫 り の 千 子観 音 像 の 索 時

る江春絡の中 IHJ に碇泊した船中で鎚声を聞く らしさにみと れます 。 右 か ら 見 れ ば 笑 顔 、 左

の で す 。 か ら は し か め 面 、 正 面 は 不 愁 不 笑 と い う 済 公

< 刺 総 研 究 所> 緑 の 中 の 静 か な 研 究 所 で 像 も な か な か ユ ー モ ラ ス な 像 で し た 。

鴛くほど精綴な作業がJ l l i められていました 。 こ の 日 は 午 前 10時 45分 発 の 汽 '11で 上 海 経 由

1，000 年 の 伝 統 を 待 つ 蘇 統 は 、 湖 南 の 湘 紙 、 杭州、|へ 向 か う た め 、 や や 急 ぎ 足 に 見 学 を 済 ま

四 川 の 窃 紙 、 広 東 の 奥 誘 と と も に 内 外 にその せ ま す 。 ホ テ ル か ら 駅 へ 車 を 定 ら せ る と 、 逮

名 を 馳 せ 、 解 放 後 は さ ら に な両面続 h という く に 昨 日 訪 れ た 虎 丘 の 犠 が く っ き りと そ の 姿

新しい技術も IliJ 予告されました 。 題 材 に 捕 と 金 を 浮 か ば せ て い ま し た 。 街 路 の プ ラ タ ナ ス の

魚 よ く 使 わ れ 、 と く に 金 魚 の 尾 の 微 妙 な 揺 れ 緑 と 民 家 の 白 い 壁 の 対 比 が ひ と き わ 美 し く I恨

を 表 現 す る た め に l 本 の 紺 糸 を 48本 に 分 け て に映ります o 短 い 滞 在 で し た が 疎外|は 古 い 伝

刺 続す る と い う 信 じ ら れ な い ほ ど の 技 巧 に は 統と新しい息吹きを感じさせる美しい町でした。

全 く 脱帽 の ほ か は あ り ま せ ん 。 眼 鏡 を か け た

人 は 皆 無 で 、 か け る と 全 体 の 色 合 い な ど が つ

か め な く な る と い い ま す 。 ち ょ うど中年の婦

人 の 指 導 で 清 い 人 速 がH艮保健操という限の体

操 を し て い ま し た が 、 健 康 i，¥，J'Hに は と く に 細

心 の i主: なを払 っています 。

< 拙 政 図> 留 図 と 並 ぶ 四 大 名 図 の ー っ ても、

蘇州 最 大 の 園 林 で す 。 背 中 央 で 監 察 を 司 る j是

し"し"
官が屡々 I也) J を視察 しました 。 地方の悪徳、T'."

吏は向らの収賄の発覚を恐れて相I t の下を使い、 街路樹と民京の白い壁

建築と社会/ 1979年 10円r; - 77 
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大阪地盤の生成 (その 1)  

西 垣 好 彦

図 1 近鎗の基鐙

し ー ｾｏｫ ｭ c : : コ古生層

大阪地盤と六甲山

六甲山は姐暑の頃、阪神地区の住民にと って 身

近に泌を求められる所として親しまれている 。 こ

の六甲山は大阪地盤の生成に非常に重要な f主主IJ を

ｾたしてきた 。 六甲山にいくつもの断層のあるこ

とは、基礎関係の業J5に携わ っている人身にはよ

く知られており、この断層形成運動が、大阪地盤

の生成そのものに通じる 。 したが って、六甲山の

刻化までの歴史を知l れば、大阪地盤の生成の概要

を知ることができる 。 六甲山に l均しては藤凶 ・笠

1m (1971) に詳しく述べられている。

近畿の基盤( 岩盤) 構造は、丹波 ・美浪者? と秩

父帯の古' 主層の 1111 に領家帯がはさまれた東西に延

びる桜状構造の所に、中生代末の火 1J)t ;li!. [I1j により

近江盆地から六甲にかけての花閥岩の1 ' t 入があ っ

て、官民家格の北側IJ の古' 1 : : 層帯は丹波帯と美i段干iPに

分断され、 図 1 のような基盤岩{ 本を機成している 。

図 1 のように敦賀湾をU - I . '.'λ とし、琵琶湖 ・大阪湾

・伊勢湾を含み、底辺を中央指造線とする 三角形

の地域に、! ; f . !i 南北方向に延びる山地 と、その 1:11

にはさまれた盆地とが交互に配列する地形で特徴

I  中央構造線

日 有馬一高槻僧造線

田・花折断層 山地と平地の聞の断層

IV : 柳ケ瀬断脳

図 3 近畿の断層系 図 4 近圏直地方の断層例 ( 藤田原図)

(a) 検ずれ断層系

IlllLJ 崎断層 121三峠断

層 131民福寺断府 141

恨尾谷断層 151阿寺断

層 161跡津川断府 171  

塀j且山断楕 Ｑ Ｘ Ｑ ｦｪ＾ＱＧｾ断

層 19Ui Dhl ，ff， . 諏訪111

断層 11四郷村 ・山III 断

層 1111湯村 吉| 判鹿

野断層 1121大相川断府

(b) 逆断層系と特殊断層

( . ) 生駒断層 (b)三百断

層( c ) 頓宮断廓臼) ー

怠断層( . ) 養老断層

領家帯の南北" 均*i! ま機) . i ' i ( l ' - ) に非常に重要な意味

があり、南縁は中央構造線で、西南円本を内帯と

外帯に区別している 。 また北縁はほぼ.(:i 馬一 高槻

機造線と 一致する 。 この二つ の椛造線と呼ばれる

弱線はその後の地質構成や地形発途に大きい影響

をおよぼしたと汚えられる 。北部の古生層は琵琶

湖をはさんで酋に丹波帯、東に美 ￙ｾ 帯があり、こ

のl胡I也沈と接する ml 分は激しい歪の集中部となり、

六甲 山地等が隆起した。 この六甲山ができた地殻

変動は六甲変動と呼ばれているが、この地殻変動

が進み出したのは第四紀にな ってからであり、こ

の変動は後に述べる大阪層静と呼ばれる第四紀層

の堆積状態からすると、 50万年ばかり前から激化

した断層運動によるとみなされる。しかし 、六甲

山地を上りさせた激しい運動も、年、F均にすると、

1- 2mmにしかすぎない。 六甲山地とその周辺の

第四紀のうをj主を示したのが図 2 である 。

この六甲変動によ って図 3 に示す断層系ができ、

六甲山 ・生駒IIJ ・淡路ぬが隆起すると同時に、鈴

鹿山地とか比叡山手、近畿地方の主な山地全部も

この時代に隆起し、千皐 ・枚 ) J ・羽曳野 ・泉北等

の丘陵が発注し、大阪 ・琵琶湖、ーの沈降盆地がで

き、現在の基本 ＨｉＧｾ I j : . l 也形ができあがった。大阪平

づけられているので、近畿三角地帯と呼ばれてい 里子のほぼ中央の大阪城が位誼する上町台地も、こ

る。 の地殻変動により上昇した部分で、地下深くに隠

W 

一 一a . . . . . - .  .- 守一 一 一 一
0<・4砂令守 φ ・令。 t t - .  ト ・t  +  • 1  ，. .. .... ｾ＠ . ・・・+ .... .. .・・・・ . ・一・ー・・・・. 四. . ... -・・マー

1. : 更新| 監部I期、

基叙情曲と大阪

層群下部の形成

H ・更新世前期、

NE - S W方向の

断層巡 Ｑｾｊ と大阪

層群上告sの形成

田 . 更 新世中期、

N- S方向の断府

i車動と高{立段丘

の形成

N : 更新世後期ー現

世、断層地塊の

傾動的急上昇

六甲山地

口

四

回

一 一 準 平 原 菌

一一一、丘陵 面

一一一ー高位段丘

一 一 - 中・低位段丘

図 2 六甲山地とその周辺の第四紀地質構造の発達
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丘陵地

吋'

れた ILJ 地である 。断層や裕曲も地殻上層向11に生じ

たひずみの蓄積と解放過程の具体的な現れであり、

基盤情造から I也殺上層郎の j主防応力局を知ること

ができる 。図 3 のような変形を生じさせている造

構応 )J は、 多くの研究結采により東西方向の点、F

圧前日応、) ] であることがl明らかにな っている 。こ れ

らの断層はよく言われる ;li 断層であろうか。 ;li 断

層というと今にも Ｑｾｪ き出しそうに忠われるが、そ

うではなく、きわめて蚊近まで運動してきた断府

であり、今後も活動の "f 能性ーがある断層というぱ

くぜんとしたな昧であったが、 Ｑ ＱＺｾＺ近ミ Ｑ 見 ｉｅ の ｉ 也 ＮＯＯＮｾ

応、 Ｉｊ 土 ＴＱ で ｩｍｾｪ しうる断層Ｂという身え方がされる

ようになり 、 このむ昧からすると図 3 の断層はす

べて il i断隔である 。

藤田 ( 1977) は、以上述べた近畿地方の基盤の変

動を、地殻の発達 lこ| 期する大変興味深 い・下説であ

るプレートテクトニクスとの関係について、 「西

南日本か らみたプレー トテク卜ニクス」にま とめ

ているので、興味ある方は一読されたい 。

六甲山地には多種多様の断層があり、 Z若頭観察

や六甲山 I也を 1'l. くトンネル掘 il'J によりその柿i立が

lリl らかにされてきている 。 その例は図 4 のように

なり、 (a) は基盤岩の上の被被用にその影特を示し、

被諸i層内では多数の小さい副断層がみられ 、丘陵

地でそれらの例が多く観察されている。 (b) は断府

ｴｾ 拠出 ＱＱ が山麓崖錐下にｽ信任した状態を示し、 Ｔ 度目半

世11が被磁層の上に低 1111.正にかぶさ って いる 。この

ような断層は地点湖任だけでは l別らかにできない

均合がある 。 llij ! I のように lirl 発が丘陵から 111地 郎

へと広がっていくと、その境界忠11で f J!:l I しなかっ

たような破砕した日号線に出くわすことが多い。こ

のような地形については、航空写真や夫i)!i J地形図

および詳細な現地踏tt を行えば、ある程度推定す

ることは t可能である 。

1)雌旺l和夫 ・笠IIlI太白11(1971 )  六甲山地とその周辺の地質

神戸市企1. 1日局

21雄日i和夫( 1977) ー西市日本の第四紀I也殺変動とプレートテ

クトニクス 地図研専報20' 号

( にしがきよしひこ基礎地悠コンサルタ ンツ K K技術セ ンター次長)
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省エネルギーからみた

スチームアキュムレータ

安 形 明 彦

冷暖房、給湯、クリーニング、消毒、厨房等の

熱i原に蒸気を{ 盟問している病院、ホテル、下校、

ピルなどにおいて、蒸気ボイラ設備にかかる負荷

は、時間帯、昼夜によ って 大きな変動がある 。こ

の蒸気の負荷変動を l吸収し、余剰蒸気を仰蓄し、

必要に応じてこれを放 出 し、全体として熱効率を

高めて石油エネルギーの節約に 努めようというの

が、建築設備で利用されるスチームアキュムレー

タである 。図 ー 1 にアキュムレータで負荷変動を

l吸収し、ポイラ負荷をコンスタントにした例を示

す。

1  . 構造と原理

変圧式アキュムレータは蓄熱絡であり、高熱媒

( 本として飽和熱水を利用している 。図 - 2 にスチ

ームアキュムレータの一般的な構造図を 示す。

蒸

気

使

用

E
m
-
-

1  1  圏 内 ュ ムレ世より放

トー ボ

イラ|経済蒸| 発己量コアキュムレ一世に蓄1I

1/ 

/  

ｾｦ＠
' J  

トム K  

'、J [¥?: 

、ι

出分

分

図 - 3  

蒸気アキ

ュムレ- $ 1

の蒸気発

生量

スチーム アキュムレータ は、蓄熱槽とな る第一

種圧力 容器の本体と、蒸気の流入、流出を 自伝に

する自動制御弁系とから l戊っている。本体内部に

は蒸気分配管、蒸気と水とを急速 に混合させるた

めの蒸気吹込ノズル、循環筒を備えている 。圧力

容器内の水に余罪判蒸気を吹き込んでいくと容器内

の水温は次第に上舛し、それにつれて容器内の圧

力も上昇する 。 この飽和熱水を減圧すれば熱水は

自己蒸発し、向ら圧力を下げつつ蒸気を発生する。

本体は 、放散熱i止をM: 低 (70- 80 Kc al/  m
2

h) にす

るように十分な j平さの保温を鈍行ーする。

自動; 制御I弁系は通常、尚圧倒蒸気流入弁( V ，弁)

と、低圧倒蒸気流出弁 ( V
2弁) の 2 台で一対とな

っており、アキ ュムレータの機能を左右する重要

な部分で、弁サイジングは慎重に行わなくてはな

らない。 アキュムレータの場合、自動弁は流盆、

差圧ともに変化するので大きなレンジャピリテイ

を要求され、空気式、 1電気式あるいは精密減圧弁

等が使用される 。

変圧にともなう缶内熱ノ ＧｊｾｬｭＳ 当たりの発宅蒸気

量線図を 図 - 3 に示す。

2 .  A 大学附属病院の実施例

0  

12 13 14 15 16 17 

時 刻

この大学病院は 650 床のベ y ドを持つ比較的新

図 ー l

負荷変動 しい病院で、 1qJ カ設備も確かなものであ った。熱

18 19 20 

の吸収 発生用ボイラも 10T/ HX  3 基と余裕があった 。 日

①アキュムレ一宮本体

② スチームドーム

③ マンホール

① 固定架台

⑤ 掴動架台

⑤ 蒸気分配管

⑦ ノズル

③ 循環筒

⑨ 水面計

⑬ブロー弁

⑪ 機水弁

@滋水弁・鎗氷逆止弁

⑬ オーバーブロー弁

[l> 入口逆止弁

⑬ 出口逆止弁

⑬一次側制御弁

⑫二次側制御弁

⑬ 圧力機出器

⑬ 串1腕 鍍

⑧ 保温ヨ) ω ω @ ω ω ((!.，

図一2 スチームアキ ュムレ- $ 1 ｾ構造図

写 真 ー 1

中は蒸気使用量も多く、ボイラは 2 基稼動してい

るのであるが、夜間は病練の空調用、医師職員の

入浴用、緊急手術用オートクレープ用の蒸気のみ

に負荷が下がってしまい、ポイラ効率も悪〈行エ

ネルギーの観点から夜間 (21. 00- 7.  00)  10時1m分

の蒸気をアキュムレータで賄うことにした。

設置されたアキュムレータは、{ 米イI ノ'kiil 140m
3

、

変圧範囲 9 - 2  kg/cm
2

G のものであ った( 写真ー1 ) 。

夜間の蒸気使用虫は 500kg/ H- 1300kg/Hと F恕さ

れ、 l詰大蓄積蒸気虫はl 1，OOOkg とした。3)t II宝前は

低負荷時のボイラ安定運転が困難であ ったのが解

消された上に、つぎのような効果があ った。

a ) 夜間はポイラを停止したが、蒸気の供給が安

定し、蒸気使用部門での心配がなくな った。

b ) 日中も含めポイラ効率が上がって、i I l iluの節

約とな った。

c  ) ボイラの運転時/: fl が短 くなり、 排煙JJ 見硫装置

のランニングコストが大幅に減少した。

d  ) ポイラ技士の夜 /:11勤務が解消した。

･ Ｉ 朝のポイラ起 Ｑｱｊｉ 時刻も遅 くなり、 ｾ ｪ の厨房の

蒸気もアキ ュムレータで賄 った。

3 . 設置による効果

アキュムレータ設置によりポイラは、高効率点

で一定負荷巡転が t可能になり、また 一定時間ポイ

ラを運転しないでも蒸気を供給することができる 。

この持性によって 、つぎのような効果が生まれる 。

a  ) ポイラの効率上昇で、燃料t'f. が節減される 。

( 5- 10 %)  

b ) 夜間、休日のボイラ運転休止が可能となり 、

ポイラを含めた熱源プラントの無人運転が l可能と

なる 。

c  ) 畳、夜を l悶わず緊急時の蒸気カ河童保できる 。

d ) ボイラの安定運転、燃焼状態の向上で、黒煙、

NOx ， SOx の発生 が抑えられる 。

e ) 急激な負荷変動を吸収でき、ボイラに無flll な

負荷が力uわらずポイラの故障防止、寿命延長となる。

ｦ Ｉ 光化活スモッグ 瞥 ｾｈ･ 令 ｬ 待も蒸気が使用できる。

4. 性能、範囲

本体の設計圧力は、ボイラの段高使用圧力と合

わせるのが良〈、通常 10kg/cm
2

Gである 。 ゴミ焼

却炉の排ガスボイラと組み合わせて、地域暖房や

ビニールハウスの混調用に使われる I易合1;1:16- 20

kg/cm
2  

G 型のものも作られる 。

容iil としては 、輸送の I伺から ;M約を受け、 1山犬

では、 150m
3

というのがilt 大である 。 これ以との

大きさにな った均合は 2 缶とか 3 缶に分けられ、

圏内の建築設備での絞大容j止は 105m
3

X  2 基 とな

っている 。

( あがとあきひこ 進栄株式会社技師，j
:'f首位 )
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静かな破砕剤

一 家 惟 俊

1  . まえがき

近年、建設工事に伴う岩石やコンクリートの破

砕に際し、環境保全の立場からダイナマイトを初

めとする火薬類や破砕機械などの伎 IHが困難な現

場が多くなってきており、破砕関係者の聞では安 写真 2 コンク リー卜の破砕状況

全性が高〈無公害な破砕斉lの要望が強まっている 。

このような現況に鑑み開発された破砕剤が「プラ 持続するので時間の経過とともに亀裂幅が. tM大し、

イスター」であり、 「プライスター」は火薬類や 被破砕物の取り除きが容易となる 。

危険物に属さず、無騒音、無振動で飛石、粉峰、 ③ 岩石やコンクリートに「プライスター」を

ガスなどを発生しない無公害で安全な破砕剤であ 充填するだけで、充坂口に蓋をするなど繁雑な処

る。 置を必婆としない 。膨張圧を生じる代表的な鉱物

2.  I プライスター」の成分および特性

「プライスター」の成分は、特殊な珪酸塩を 主体

とする無機化合物と特殊な有機化合物であり、灰

白状の粉末である 。「プライスター」の特性はつぎ

の巡りであり、在来の破砕1去に比べ優れた特性を

有している 。

① 有害成分は一 切含んでおらず 、危険物では

ないので、安全な破砕作業ができる 。使用に際し

では、火薬類のような法規制を 一 切受けず、保管

・取り扱いも簡単であり、施工に際しでは取り扱

い責任者も不要で、誰でも安全に、かっ簡単に破

砕作業ができる 。

② 膨 張 圧 を 利用 した破砕剤であるから、絡か

な破砕ができる 。従来から使 HI されている火薬類

または機械力による破砕に比べ、振動 ・飛石 ・粉

I l & ・ガスを発生せず、無公害で安全に岩石やコン

クリートの破砕ができる 。 また、膨張圧は長時 Illl

として知られる生石灰を破砕剤として使用する幼

合は、孔口に強固な業を設けないと孔口から生

灰が噴出して膨張圧が有効に破砕カとして作間せ

ず、また コンクリート破砕器を使用する場合にも、

孔口に砂やセメントモルタルによるタンピングを

必要とする 。 しかしながら「プライスター」の場

合は、充摂後短時間で強度を発現し、その後大き

な膨張序.が作 1+1 するため干し口に蓋をしなくても膨

張庄のロスが少なく、膨張圧が有効に破砕カとし

て作閉する 。

④ 常温下では、充填後24時間て、 3，000t /m' 以

上の大きな膨張圧を発現する 。一般に岩石の引張

強度は400- 700t / m' 、コンクリートの引張強度は

150- 300t/m' であるから、 「プライスター」の膨

張庄でいかなる岩石、コンクリートでも破砕する

ことが可能である 。

3. 他の破砕工法との比較

表 1 rプライスヲ ーJ による破砕工法と他の破砕工法との比較表

; ? J T  
破砕力

破 砕 H寺 の 状 況

安全性

防護設 (ria

続 i再性

騒 音 J震 動 粉陛 ・ガス 飛 石
の簡略化

ダ イ ナ マ イ ト 。 ×  ×  ×  ×  ×  ×  。

コンクリー卜破砕器 。
c，与 ム ×  ご与 ム ×  ×  

油 圧 プ レ ー カ ー A  ム 。 。 。 。 。 ム

百11 岩 機 ×  。 。 。 。 。 。 ×  

プ ラ イ ス タ ー 。 。 。 。 。 。 。 。

注) 。優れている O 良い 4 やや劣る × 劣る
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破砕力、破砕時の状況、安全性、経済性などに

ついて「プライスター」による破砕工法を{ 也の破

砕工法と比較すると 表 1の通りとなり、 「プライ

スター」による破砕工法の利点、は大きい。

4  使用方法

①練り混せ' 方法

混合容認( 金属製またはポリ製バケツなど) に

予め約1. 5eのノ']c を入れ、これに l 袋 (5kg) の「プラ

イスター」を徐々に入れて、ハンドミキサーまた

は手練りによ って 2 - 3 分間流動性が出るまで十

分に練り混せ' る 。

② 充填方法

繰り混ぜた「プライスター」を 15分間以内に速

やかに被破砕体に削孔した孔に流し込み、孔口ま

で充填する 。

5 . 使用 量および破砕時間

「プライスター」の使n J : ! i 1は、岩 t't ・現場状況・

工期等によ って若干異なるが、 1m' の岩石または

コンクリートを破砕するための標準使用盆は 5 -

10kgで、ある。「プライスター」を充摂して f包裂が発

生するまでの時間は、気温によって異なるが、気

温20" C 程度では大体10- 20時間であり、時間の経

過とともに亀裂幅が階大し、 48時間後には亀裂隠

は10- 30mmに達する 。

6 . 荷姿および価格

「プライスター」の荷姿は 、20kg入防水ダ ンボー

ル箱 ( 5 ｫｧ 入防湿小袋 Ｔ 袋詰め Ｉであり、 干 Ｇｪ ｾ ＧｊｦＮ ｦｩｈｩ

格は、 17，000円/ 箱である。( 沖縄 ・北海道は、

18，000円/ 箱)

写真 3

7 . あとがき

現時点において爆発を伴わない破砕は、機械的

な破砕以外になく、機械的な破砕においでさえも

騒音 振動などの公害が生じており、公害を発生

しない破砕工法の出現は破砕関係者の永年の夢で

あった。上述した通り「プライスター」は、この

夢を実現したものであり、振動・飛石・粉鹿 ・ガ

スなどの発生がない、安全で誰でもどこでも臼由

に使える無公害破砕剤であり、今後「プライスタ

ー」の使間が一般化すれば、破砕現場における事

故および破砕に伴 う公害問題も減少し、種々の破

砕作業がトラ プルな く円滑に遂行できるものと確

信する 。

(ひとつや これとし 小計回七メ ント KJ( 開発部参)/1 )



静かな

破 砕 に /

± h  

目ヂ力、

プライスターは時間の経過と共に3∞o

t / m'以上の膨張圧を生じて岩石や鉄筋

コンクリ- 卜に亀裂を入れ破砕するた

め、騒音や振動を発生しません。この

ため静かに破砕工事ができます。

ｚ ヲォ ｦｾｱＭ
無騒音 、無振動で飛石 、粉塵、ガ

ス等を発生 しない無公害で火薬類

に属さない安全で静かな破砕剤で

す。

プライスターを水で練りまぜ、岩

石又は鉄筋コ ンクリートに、一定

の孔をあけ、 プライスターを充填

するだけで亀裂を発生させる誰に

でも、 何処でも 自由 に使うことが

できる破砕剤です 。

， ¥ 
、、

、』

歩、全

プライスターの破砕工事には 、

火薬類を使用しませんから、ま

ったく 安全 。振動の恐れも飛石

などの危険もなく、常に安全な

破砕工事ができます。

小 野 田 セ メ ン ト 株 式 会 社

〒 ＱＳ Ｕ 東京都江 東 区豊 Ｉ ｾＧＱＧＱ Ｑ Ｍ Ｑ Ｍ Ｗ T E L  03  (531) 4111 (代)

中 国 爆 砕 工 事 株 式 会 社

干718 岡山県新見市新見312 T EL 08677 (2)  1126 俄)
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日 影 図 ・ 日 影 時 間 図 の 描 き 方 と そ の チ ェ ッ ク 方 法 ・ そ の 4

等時間日影線の描き方

今回は日影時間図作成の最終段階である等時間日影線の揃き方に

ついて述べることにする。

演習 3 で求めた格子線上で 1 ， 2 ，…， 8 時間日影となる地点を

求めて、これらの点を結べば、各等時 II f I 日影線が簡単に描けるが、

この等時間日影線には性質の異なる 2 種の誤差が含まれている 。一

つは演習 3 で求めた地点そのものに含まれる誤差であり、もう 一つ

は、それらの地点を絡んで等時間日影級を描く際に生じる誤差であ

る。 これらの誤差を完全に除去して、完盤な等H寺| 問日影線すなわち

日彬時間図を描くことは不可能であるが、それらの誤差の原因並び

に等H寺IIt l 日影線のもつべき性質を知ることにより、部分的にではあ

るが、それらの誤差をできる限り少なくすることが可能で、あるので、

ここでは、その実務的な要領を実例について述べることにする 。

演習 4. 等時間日影線の描き方

〔問〕 演習 3 で 求 め た 、各 格 子線 上 の 1 ， 2 ， 

8 時 間 日 影 とな る地 点 をも と に 、 1 ， 2 ， •• • 8  

時 間 の 各 等 時 間 日 影 線 を描き 、 日影 時 間 図 を 作 成 せ よ 。

解説と解答例

演習 3 で得た 地点のうち、同ーの日影時間となる 地点を順次直線

で結べば、図 1 のような日影時間図が得られる。演習 3 で得た各地

点、そのものは、コンピューターによるものと同程度、あるいはそれ

以上の精度を持っているので、格子点の選び方が同じであれば、こ

の図の精度もコンピューターによる日影時間図と 同程度かそれ以上

である。したがって、この図 l をそのまま確認申請図書として利用

することも可能である 。

しかし、この図の等時1111 日影線には、先に述べたような誤差が含

まれているので、以下、その誤差の内容とその誤差をできるだけ少

なくして、より精度の高い日影時間図を作成するための方法を述べ

ることにする。

まず、演習 3 で、得た地点そのものに含まれる誤差について述べる 。

たとえば、図 l の G 点から h .'，'. i . に至る 2 時間日最長線は、後に述べる

ように一直線となるべきであるが、正確に一直線とはな っていない 。

この誤差が図 l の各地点に含まれる誤差で、演習 2 の各格子点で求

めた日影時1mの誤差とそれに基づいて各格子線上で描いた演習 3 の

日影時11Mの断面図の作図誤差とに起因するものである。したが って、

ここで紹介した方法による場合、図 l の各点がこの程度の誤差を含

んでいることになる。しかし 、演習を実行してきた縮尺 1/400 の図

面上でのこの誤差は最大 1 mm ( 実寸で40cm) 程度であるので、作図

線の太さ等を考[ 昔、すれば、実用上問題となるものではないが、等H寺
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11日日影線の性質を知れば、演習 l で作成した各 I時刻の日影図( 図 2 )  

を利用して、部分的にではあるが、この誤差を除去することができ

る。すなわち、建物の A ，B ， F ， Gの各} ，' ，i ，に集結する等時11日日影

線の一宮11 が、各時刻の日影図の輪郭に 一致することを利用すればよ

いのである 。

2 時 IHI 日影線を例にとれば、図 2 の14時の日影図の線分 G h' 上の

各点、は 、すべて 14時から日影となり、 161侍までの 2 時 li i I 日影となる

地.r，':i ，である 。 したがって、この線分 Gh' が 2 u寺l I i I 日影線の 一 郎であ

り、図 l の G - h の各点は、本米この線分上に位置するものである

ことがわかる 。 このことを利! 日して、名手F時 11¥1日彬線の一宮1; を描く

と、 図 3 のようになる 。 ( 8  u寺li l I 臼影線は、このような直線のみで

揃けるＩこの方法を拡張して日影図の交点のみから直接等時ｬｉｩｉ日Ｉｾｾ

線を描くことが、一般的に t可能であるかのように従来志かれている

ものが少なくないが、これは先にも述べたように、建築物が少しで

も被雑な場合には誤 ったがi 采を導くものである 。 この方法の利 mは、

本例のような場合には、図 3 に示す直線部分に限定することが望ま

しい 。建物の形態が彼雑なほど、この直線が写l時IHI 日影線のー古11 と

なる範囲は炊く、しかも、その範囲を前も って知ることは一般には

困難で、ある 。

っきーに、演習 3 で求めた地点を直線で、車内ぶことによ って生じる T17・

時川日影線の誤差について述べる 。 図 ｬ の名 ＮＧｾｩ ，を争点ぶ折線の等時川

日影線は、先に述べた建物に集結する古11分を除けば、曲線となるの

が普通である( 建築物が単純な形のときにはそれ以外にも直線とな

るlill 分はある) が、その曲線を容易に紅l ることができないため、{ 史

宜上直線で代用しているにすぎないのである 。 たとえば、図 l の h，

i ， j ， k の各点を結ぶ折紙! の 2 時 11M日影線は、 4 未図示の破線でな

ければならない 。 この IdI j 者の差異が折線で描くすト時 li l I 日影線の誤差

である 。 この誤差は、争点 ぶべき地点! i il の正 しい今日寺11:) 円影紛が直線

ＨｉＧｾ でなく、大きく轡曲あるいは屈曲している場合に大きくなる性質

を作 っている 。等時1 I i 1 日影線が1，i も著しく轡曲あるいは屈曲するの

は、図 3 に示した等H寺川日影線が直線となる :tll 分の先端付近である

ので、その :tll 分における誤差を小さくすれば、日影時間図全体の精

度はそれに応じて尚くなる 。

この誤差を小さくするには、結ぶべき地点の 1111 隔を小さくすれば

よく ， 2 時↑ i l I 日影線を例にとれば、大きな誤差を笠じる: ' f I 1分すなわ

ちG"λ からの直線に載る以遠の点 h とつぎの} ，';i ，i との 1: : 1さらに {i ，j  

とJ 1 1 との 11日にち ょうど 2 1l寺1111 日影となる地点を数以見付け出せば

よいのである 。すなわち、線分 h i あるいは線分 1 ｊ の近ｻｾに Ｑ ＱＺ立

の検討 J去を設定し、演習 2 の方法によりその検討点での日影時川が

ちょうど 2 時間となる点を試行錯誤により求めればよいのである 。

建物周辺に設定する格 f. 線の 1m隔を小さくすることによ っても同 一

日影時間となる地点の数を IWやし、誤差の少ない等時間日影線を n

ることができるが、その場合には、この誤差の減少に直接役立たな

い多数の格子} ，I. i . で、の日影時1111 の検討を裂するので効率の良い方法と

は言い縫い 。
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図 3

図 1 日影時間図の例

図 2 各時刻の日影図( 演習 1・解答)

図 3 等時間日影線の一部分( 直線となる部分)

なお、先に述べた部分以 外において も、

結ぶべき地点相E の距離が大きい場合に

は、実用上問題になる誤差を生じること

もあるので、上に述べた方法により、そ

の中 11:1 に等時間日影線上にあるべき 地点

を求めることが望ましいこともある 。

以上のようにして、大きな誤差を生じ

るIIf 能性の高い部分のみに焦点を絞 って

検討を加えれば、実用上十分な精度をも

っ 日影時/ l t I 図を手作業で作成することは

ｾｾｾしいことではない 。

このようにして描いた日 ｬ［ｾ ｕ 寺川図すな

わち本演習の解答例が図 4 である 。 なお、

この図は読者諸氏の演習の IJ文* を直接検

討できるように、縮尺 1/400 で描いたも

のである 。
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図4 対象建築物の 日影時間図 (演習 4 ・解答例)



昭和54年度・第 2 回若い会員の集い

都市住宅を考える (3)

コーポラティブハウスの

問題点と展望

… 中 筋 修 氏 に 聞 く ー … … ・

レ ポ ー ト

住宅が訟から' I ' t の時代へ入 ったと 言 われてから久し

いのですが、依岡として公的な面ばかりに H が向けら

れたままにな っている企んて、 一 体どうな っているん

だろう。総住宅戸数が世帯数を上まわ っているそうだ

から、数字の上ではS ' ! ，* " がI曽えた分だけ1 ' 1山に家がill

べるはずなんだけれど、実際にはそんな感じは全然せ

ず、 (氏問として弘j主に必要企住宅は身近にはないよう

です。

そんな折、コーポラティプ方式で住宅を建てている

郎住自1) のプロ ジェクト見学へ出かけました 。 トジュ ウ

ソウとは、その名の i迫り都市に住宅を自1) るOl[る ) とい

う 立昧てＧす 。 自 ｾｉ 住自 ＱＩ の目標は Ｓ つあります 。 ①郎市に

住もう、②共同雄投をしよう、③住宅の伐を d:i めよ う、

がそれであり、この目標を目ざして居住お i主はお互い

に協力しあ って、建物完成までこぎつけてい くのです

が、これがどれほど大変な作業であるかとい うことは

言うまでもないでしょう。↑ 品力しあうとい っても、お

互いの生川にかかわることですから、和l笹川立がL'Bて

くることも吋然あるでしょう 。 しかし折り合いを つ け

辛いと完成しないことも確かなのですか ら、このあた

りの解決方法が大きな/ l l llill でしょうか。言っ てみれば

個と 全体の/ l l llill に否応なく居住者が立ち会わされ てい

るのですから、コーポラティプハウスはまさに住宅の

質に耐と向かい会 っているようです。実際、松屋町に

建設された〈筑 l 号 郁住創Ｎｦｾ屋町住宅〉を見学して

これらの流れを止めることは容易でない 。 かりにこ

の流れに乗 って郎市住居をもとめようとした場合、わ

れわれは家をたど単に寝る器のみで満足するだろうか、

人々は人生に哲学をも って生川をしているはずである 。

これらの哲γーは人それぞれ災企 っており、各人がい く

らかでもそれに近づ くよう個々に努力しているのが現

4犬である 。 これらのことを符えてみたとき、 Mlt主自1) グ

ループの行動は、われわれ建築を宏、す、 N'i iil として微

なを表したい 。

現在 j i -われている郎市住宅( 共同住宅) の建設はデ

ベロ ッパーと言われる業者が規格品を、人が人として

生 ifi するにはほど速く、デベロ ッパ ー白{ 本の経済ベー

スを基にした建物をJ 1 t 産しているのが現状ではなかろ

うか 。 すｾわち、そこには兵に消ＧＱＧＨ者 ｉ ＡＡｉＩにた っ た建築

を行 っているとは断言できな L、。 そういう筆者もその

一端を担う者として良心の術む次第である 。

さて、制sf主古1) グループの行動についてであるが、実

際のところ、これらに参加する辿築家は! とl 己後牲的な

行動をと っているのではないだろうか。 われわれ第 三

者から! n ' . たぬ合であるが、 J : J 也さがし、設，H、工事管

J! l l 等の完成までのー j卓の 1rrroJ は拳f上(1'1精神および行動

により完成に近 づ けているように也われてならない、

在者の思いちがいであればよいのであるが。 これらの

拳仕 Ｈｉｾｊ 精神が働いていることは、これからの節住吉 ＱＩ の

発展に無思がしよう じるのではないだろうか。 しかし

現実のところ、 一般 デベ ロ y パーの 1rった建物と、胡1

1主古1) の行 った建物には、は っ きりと、経涜性、入居者

の喜びの空 HlJ、 F 作りの色、 I味、香りが消' / ' ( 者 IMI) にた

って考一えられていることはまちカ九、ない 。 これから先

の拘sf主自1)の発展について I)if ac に述べたように、無理の

ない、あたりまえのｾＩＨ悠の ｬ こ において正しく発展し、

かつ組合l . l のみの立ぬだけではなく、その場所にとけ

こんで、先住者と の 1::llill ・環境等を丹えてい ってこそ

郎住 ill) の目的である古里づく りの一端を粗い、おらが

町のすみよい郎市づ くりに発展するのではないだろう

か。 ( 日本建段株式会社)

いると、居住者の個性が室内の随所にあらわれていて 都市でどう住むか

梨しいものでした 。 居住者の要求がみなちがうので、

{ 主〆プランもそれぞれ呉な っています。述物の外観か

らはちょ っと: ! l . ! f 最もできません 。 公日住宅へ十数 l"I L1'

し込んでや っと入居できたわが身のことを思うとうら

やましくもありました 。

見学後、府立労働センターで、中筋、 j_!m-r両氏の議

泌が行われました 。 中筋氏はスライドをう つし ながら、

加ｻ主 ￭ｬｬＩｊｾ 立の過程と住宅完成までの苦心をユーモ Ｗ を

混じえながら .Ifj され、参加者も身をのりだして 11111 、て

いたようで した。現( E では{ 主戸の区画規様も{ 主 ，- i プラ

ンも1' 1111 にH1来るところまで来ているとのことでした 。

コーポラテイブハウスの今後の泌題として、組合住

宅を法人化するJ i r古l にも っていき、そして住み伴えが

r' lr l J にな っていくようにするのがー 待よいのではない

かと，印されました 。 大阪市内で生まれたト ジュ ウソ ウ

は今徐々 にI甘えつ つ あるようです。

レポ一世・三宅 良一 (側企画段計社)

都市住宅を考える 問題点と展望

藤 原 吉 昭

今 11 のt，j 1J) i 住宅の集中化は消問者の峨11接近を恨ほ

とし、かつ交通、教育、病院、文化、 3平の環境を身近

に望んでいることが、都市への集中化に HI' I( をかけて

いると忠う 。 さらに述築基準法の規制令; によ って、郊

外での共同住宅は投資金に対して土地効率が低 〈、土

地効率のおい郎市へと、経済性をベースとした係閣で

集中化しているのも、 一つの現象である 。

光 岡 正 道

住宅を求め、 t くの人が郊外へとスプロー J レ化を続

ける中で、初心の人 r r空洞化が今日大きく取り沙汰さ

れており、制l市の経済、文化的な危機感まで波紋を広

げつつある 。 今回、初心での居住を綴極的に試みよう

とする中筋氏を中心とした「コーポラティプハウス J

j!lf 動があることを嗣l り、興味深 〈見学会に参加した 。

“仰心に住みたいと思 っ ている人はｾいが、都心で気

に入 った家を民おうと思えば、日が飛び出るほどお L、。

子頃な値のまJは述か ったり、狭か ったり、つまり値段

に住まいを合わせると狭小 i晶子官、居住スペースに合わ

すと長距離通勤、そんな現実をい! とかできないものか"

がこの ilHoJ の出先点であり、そのl点l I! ) は「郁心に住む

こと J と 「ー 丙述、' ] 1-ま迷ではダメだ」にあると 。

すなわち 「郎rli に住む」 は刈密度居住を前総としな

ければ成り立た ｾｬ 、 。 そして 今 ｈ の零細な土地所手 ｩ と

上I也の尚I也価を身える♀ら「人の家の屋恨に人がf主む J

というか ｈｈｾ 式のあり ｽｪ を追求していくことが必要♀

のだと中筋氏は強調する 。P111かに過去、』見症にわたり、

公共住宅、 7 ンショ ンを中心としてん: 百密度住宅J は

供給されてきた 。 しかし仙い古1I には狭い、環境が必い、

近隣! 日H品が煩わしい、先行きが不安であるとk ど、 1::) 巡j

もＮｴく、そのことが ー ｬ 耐において 一 戸建住宅への需ｾｾ

を引き起こしていることを丹えるなら、氏の芭: 図も、

より鮮UJI となろう 。

現在、 4 品I i 日が建設中であり、 - ; t の成果、見通し

を竪. I l l l ーする時期に来ている 。 コーポラティプの魅力は

なんといっても、「安い」・「フリープラン J - r コミュニ

ティ形成」にある 。一般のマンションより 2 0 - 3 0 %も

安くでき、入居者も限られた婦だけでなく、おI i を追う

ごとにその平均所得は下がりつつあり、 一般庶民にも

T の届く価俗であるという 。 またプランは色白仁i 由に

待ち奇・り、全体として煮つめていく 。 そしてどの階、

どの場所をとるかは、若い世帯にはより安〈、広いス

ペースを、老夫紛にはより日吋たりの良い場所を句、

ＱＧｴ隔のＧｾＡ求に対してきめ細かな自己慮がなされ、なごや

かな雰囲気の中で決められていると 1111 き、賞者いた。

そして I止も !11tH ことは、住宅取得を j曲して、住民

相互が別併を深め、コミュニティを飢成していくプロ

セ凡であろう 。従来から 7 ンション等で 1m魁i とな って

いる、ピアノ騒音等の近隣P . :I M! l もここでは、川し合ぃ

納得、生治 Jレー Jレの確立を通して解決されており、そ

のことによ ってなお一層、信頼関係を深め合うという

今後の郎市居住を考えるにあたってきわめて示唆的な

状況が生まれている 。

しかし、いくつかの不安は残る。ひとつは、線維な

権利関 1#: をjjiJ 従としているため、今後、メインテナン

ス、{ 主み伴えの! r t j迫しがたつのかということ 。 そして、

今 11 の住宅事前全般を改善できうる有効な T段となり

えるかということである 。中筋氏の説 11) 1によると、本

来 MI 市の住居は、場所 ・所得 ・家族精 ji1 . 好みに応じ

て比較的簡単に移り住めることが望ましく、そのため

には、住宅の計画的、公的な供給が、基本でありこの

コーポラティプの考え方もその線上にあるという 。 具

体的には、 1見( f の区分所有という形態をとらず、組合

をil，人化して 一指所有し、各入居者はその印川俄をも

ち、{ 主み符える l時点で組合に売却するというシステム

も巧えられる 。 そして現在の「フリープラン」も 、 た

だ ｬ 持 ， ｊｾＺ に、自由主プランニングを寄せ合わせ 一 つの住

) ，5 併をつくるというな昧だけではなく、その r r' l ll J さ」

を徹底し、ぶつけあうことによって、生活S ' ! li l J の共 i凶

認涯を発見、整理し、互換性をめざす ー プロセスだと

L、フ 。

Ｉｩ 、限り ｾｬ サ也 ｬ 雌の高 ｦ 直 ＱＺｾ ｊ￦＠ - 限りないう 1.'f -ii

/ ; 述住宅への魅力が存在する現住、中筋1 ¥: のいう而i

市住宅の自 ｬυｩｅ は容易ではな ｌ 、 。 とくに ＱＱｾｪ 丘 ＱＡＱ ｦ，Ｇ姐とな っ

ているミニ| 時i発住宅は、住宅需主f における立地刷所、

ｻ主ドＮＡｊＮｉＮ娘、 ｻ 出 ｬ 怖という 三 大基本安紫を需要者の取得 ￭￬ｾ

MN Wぎりぎりのところで相対的に吻衡されており、

きわめて向い市場性を持っている 。つまり、良いにし

ろ必いにしろ、これも「都市住宅」のひとつの併なの

かもしれな t 、今後これらの悪しき。魅力と誘惑に対

してコーポラティプハウスがいかに挑み 、 r  t，j l市でど

うすむか」 のテーマにいかに答えるかを I主目していき

た L、 (大阪市建祭局)

日 時 昭 和54年 6 月23日(土) 集合13: 30- 解倣 17 :00 

m 館 中 筋 修 氏 (安原中筋建築研究所)

ゲスト 近野正男氏 (大阪府建築部建築指導鰻)

参加者 30名

プロ 13: 30→ 14:  10 r都住創J 第 1号松屋町住宅見学

クラム 14: 10→ 14:40 徒歩にて第 3，4号棟の外部見学

14 :40→ 16:  20 111演とスライド

(於大阪府立労働セ ン9 ー)

16・20→ 17:00 質疑応答 ・解散

建築と社会/ 1979年 10川;;- 8 5  



日本建築協会

月間の動き

昭和54年 8 月分

理 事
d2』3Z 

22 日 411寺- 511寺於会館1 ，s 会室

出席者 塚本会長 、佐野・足 立両日IJ会長ほか

13名

議事 (1) *; 25回工高生デザイフコンクール実施

のf斗

(2)  建築計画と新耐緩設計法についての研

修 会開催の{ 牛

(3)  W; 35回建築工事実務講習会 1m!在の件

(4)  大阪市街地 再Bfl 発促進協議会理事推せ

んの件

(5)  友諮問体事業を協賛並びに後援の件

(6)  設監業務調査会解散の件

(7)  入退会者承認の何

(8)  報告事項

a2e2.E ‘  
勢 委 員

7;企与x  

22日 3 11寺- 4 [ 1 寺於会館集会室

出席者 市川委員 長ほか 6 名

議事 会勢委員会の活動方針、その他

出 委

A .  

. ".  版 員

小委員会打合

1 日 4  11寺- 5 11寺半 於会館 3 階会議室

出席者 小林委員 長 、下芸 出版社

議事 (1) 建 築校 ￭ｾ ， ￭ i:E ｾ ｉ ｩ 愛読者カード集計について

(2)  Ｙ 月刊行の Ｒ 選 ｻ Ａｾ の Ｈ ＧＱＧ ，

(3 )  新企画の件

事 業

A .  

. ".  委 貝

若い会員の集い「ディスカバー大阪 J 企画分科会

8 日 6 時半 - 9 時半 於会館 3 階会議室

出席者 石古主査ほか 3 名

議事 (1)  大阪府西大阪治水事務所 との打合せ報告

(2)  テーマ及び企画内容について

(3 )  会告原稿について

(4 )  そのf也

若い会員の集い第 5 因企画分科会

21 日 6 時半 - 10時 於会館 3 階会議室

出 席 者 湯 山 主査ほか l 名

議 事 ( 1) 会告原稿作成検討ならびに写真その{ 也

の選定

(2)  その他

建築計画と新耐震設計法研修会分科会・講師打

A .d.. 

日' "

24日 6 時 - 9 時 於 会 館 集 会 室

86 他都と社会/1979年 1011 ;;  

出席者 ゲスト 青柳司氏( 日建設計) 、能勢

次郎氏( 能勢建築設計事務所) 、久徳敏

治氏( 竹中工務庖) 、機山誠一氏( 安井

建築設計事務所) 、脇山広三氏( 大阪大

(5)  作品作風関係報告

作品作風小委員会

22日 4 時 - 6 時20分 於 会 館 3 階会議室

出席者 寺井副委員長ほか 5 名

学) 、西村副委員 長ほか 3 名 | 議 事 (1 )  8 月分の作品報告

議事( 1 ) r建築計画と新耐震設計法についての (2)  9 月号 以降の作品 P R状況

研修会」開催に ついて I  (3)  選定作品中の縄戦分一 覧表

(2 )  その他 I  (4 )  作品選定( 前回未入分 )

編 集

A .  

. ".  委 員

投 稿欄小委員会

9 日 4 時 - 6 時20分 於 会 館 集 会 室

出席者 木村副委員長ほか 3 名

議事 (1) 6 、 7 月号の報告

(2)  8 月号の報告

(3 )  9 月号以降の取材状況

(4 )  読者・ニ ュース欄をより有意義にする

ために

(5)  その他

委 員 会

10 日 4  11寺- 5 時半 於会館集会室

出席者 渡辺 、木村各副委只長ほか 3 名

議事 (1) 8 月号 = 建物の終局強度の検討特集経

過報告

(2)  9 月号 = 庄内のまちっく り特集経過報告

(3)  10月号 = 建設業の労務事情と省力化

( 仮称) 特集経過報告

(4)  特別企画 ・インテリア特集号経過報告

(5)  11 月号 = 第26回青年技術者特集報告

(6)  12月号= 今後のれエネルギの趨勢( j 反

称 ) 特集企画

(7)  1 月号 = 8 0年代 のまちづくりー歴史に

学ぶー( 仮称) 特集企画

(8)  2 月号、 3 月号以降の企画

(9 )  小委員 会報告( 投稿側、作品作風、広告

企画)

(10)  収支状況

(11)  その他

1 月号特集第 1回勉強会

10日 6 時 - 8 時半 於 会館集会室

出席者 富燈幹事、斎藤和夫氏( 大阪市大) 、寺

内信氏( 大阪工大) ほか 3 名

議事 I 月号特集のための玉置登次郎氏について

の勉強会

「建 設業の労務事情」座談会

18日 9 時50分 - ll 時40分 於 会 館 集 会 室

出席者 広瀬靖之( 竹中工務庖) 、大石巌( 鴻池

組 ) 、米沢多計志( 松 村 組)、 仲川英利

( 大林 組) 、杉 j甫宏 ( 大成建設 ) 、井上幸

男( 奥村組) の各氏、高木幹事

議事 10月号特集のための座談会

広告企画小委員会

20日 4  [1寺半 - 5 時 半 於会館集会室

出席者 渡辺副委員長ほか 5 名

議事( 1 ) 8 月号特集関連広告収入報告

(2)  10月号「インテ リア」特集 ( 9 月号順延)

広告経過報告

10月号「建設業の労務事情と省力化」

( f 反称) 広告企画

(3)  11 月号 「日本住宅公団関西支社53年度

表彰作品」特集広告企画

(4)  12月号「今後の省エネルギの趨勢」待

集広告企画

1 月号特集第 2 回勉強会

25日 2 時 - 5  H寺 於大阪市大田中記念館

出席者 富樫幹事、斎藤和夫氏( 大阪市大) 、寺

内信氏( 大阪工大) ほか 5 名

議 ｾ ｬｽ 1 月号特集のための中沢誠一郎氏について

の勉強会

建 材 委 員

A 企・.  

. " .  

委 員 会

30日 4 時 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山田、牧田、元木正副委員長ほか 11 名

三和化工(附5 名

議事 (1)  サンペルカの説明

(2)  今後のテーマ及び新建材の紹介

ｪｾ 事終了後、しばし歓談

教 育 委 員

A .  

. " .  

建築工事実務講習会講師打合

31日 51侍- 711寺半 於会館 3 階会議室

出席者 講 師 金 田 宏 氏 ( 大林組) 、羽生永紀氏

( 大成建設) 、綿里子文雄氏( 竹中 工務庖)

佐々木副委員長ほか l 名

議事 昭和54年度「建築工事実務講習会J ( 第35回)

1m催について

見
尚
子

A 。‘-
. ".  

住友信託銀行千里事務セ ンター・協栄生命保険

(株) 関西総局ビル新築工事の見学会

25日 l 時40分 - 51時

参加者 24名

・住 友信 託銀行千里事務セ ンター

設計監埋 ( 開日 建設計

￱ｾ＠ 工 鹿島建設( 悌 7 ジタ工業( 附 ・側 鴻池組・

住友建設( 悌共同企業体

当日説明者 日建設計設計監理部 ・広瀬二郎氏、企業体

内野所長ほか

・協栄生命保険(側関西総局ピル

設 計 鹿島建設( 間建築設計本部

施 工 鹿島建設( 船大阪支1;5

当日説明者 鹿島建設( 倒乍業所、 { 中建築主任

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

14日 8 時一 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 76名

当 日は梨本建設工業(関取締役相談役、村上勇氏よ

り「趣味と 健 康」についておMi を伺 った後、同氏

出11作の 16弘 映画 、文楽 「桐竹紋十日liJ を観賞した 。

8 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔個人 会員10名)

井 上 宣 延 稲田 弘 内 木 留 次

中道 正1申 中山 孝 人 稲本J f . 苗

北 総 捻 郎 I骨田 仁 松村耕四日11

三宗 司 郎

町正 9 月号後付広告62ページ下段「月中j建纂枝術54年11月号 J の

r定価 ￥ 700 J とあるのを 『紺 E ￥780 J に訂正いとします。



地戸三，芝

山 I .J........ 色' こコ

総合天井システム侶沼

奥 村

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、、AL TS工法、は当社強自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T パーを建物のモジューj レに配到し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド B OX忽どの取り付けも可能lこした多機能を誇っております。 CPAT. 6件)

兵衛株式盆社日

大 阪市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号

東 京都 港 区 新情 4丁 目 2醤 第 29森 ピル

祖 岡 市 1尊 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 番6 号

仙 台 市本 町 2丁 目1番 8号 第1広瀬 ピル

沖 縄 県 那 覇 市 霊 川 1 1 9 醤 地

干 530 Ｎ ｾ 舌 Ｈ ＰＶ Ｉ 312- 4131f仰

〒 105 電 信 (03) 437 - 3361間

干 812 電 話(092)291- 045以内

〒451 電 路 (052)522- 543邸内

〒 980 電 E舌(0222) 65- 656邸内

〒900 電 話 (0988) 53- 685α 仰沖 縄

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生回区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビ ル)

電話 神戸( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電話 大阪( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッバー防水

• II)j 水 w業 向 研 究 ・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな II)i 水 層 で す。

この防水胞は ( 一 層 防 水) 施工するだけで、防水は完笠です。

出 J交変化に( 1 11びがなく、柔軟性に Mみ、耐用量、耐薬品性に慣れ、 l高蝕しません。

カッパー防水帯

コ- r ¥ータイト

オクロ ン防水格

新 工 法

プ レノテクト 吹付 工 法

祭器

奥山化工業株式舎社
本 社 東 京 郎 中 央 区 銀 座8- 4- 9 7It館 03 ( 571)  2703 

大阪事務所 大阪市淀川区東三国6- 1- 41 11t結 06 ( 391)  1081- 2  

1奇玉営業所 均玉県袖川市東1- 6- 10 11t絡 0487(74) 2845- 6

厚木出張所 神奈川県厚木市金田宇府畑259 電館 0462 (21)  6092 

名古屋出世所 名古幽市 i+1区若草町33 電話 052 (811 )  3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 路 町 町 電脳 0952 (47)  2945  

幽 か な キ圭馬食

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本社 大阪市東区両符田[1 - 12 日生ビル s  (943) 6571代 表

東京 ・ 術 ｪ 兵 ・ ，ｾｾ岡・ Ｑｭ 山・水 戸 ・ 浜松・ ｼ 判山， Ｂ ｦ Ｇ 名 古屋 ・ 富山 ・ 大［ ｉ ｾ ・ 京 都 ・ 堺 ・ 神 戸 ・広島 ・ 福岡他全国主要都市
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空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 聞 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 般 備

。細書R 白 T 盛 粧

合ゑ， Ｑ ｗｬロームヲ慣を ｊｉｾ ム

本 社 東 京 都 港 区浜松町 1- 25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59  電括 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・ 繍 浜 ・静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震 災 詞 汚禁 処 童 設 計脇 工

曇 〈 株 式

会 社
大 阪 城 口 研 究 所

取締 役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京都市 東山 区 大 和 大路正 面 上 J レ 電 話 京 都5611号4944( 代 )

神 戸 市 生 悶 区 下 山 手 通 六ノ ー 電 話 神戸341局 5 8  9  2  

電気・空間・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内|王江戸堀 I T 目10番17 号 〒550 電，1市(441 )8231  

本 社 東京都中央区銀座 2 丁同 2 帯17号 〒104 司V ，li ( 535)5251  

支 社 大阪・東京 ・名古原

支 !i5 札帆・仙台・金沢 ・広島 ・初間

営禦所 新i甥・天恩・岡山 高 松 熊 本

出張所 得広 . ¥'1森 秋悶・盛岡l ・前崎 ・千葉・繍浜 ・併問

宮山 ・稿弁 豊田・京都・神戸 ・徳山 ・鹿児島 ・那翁

海外支底 シン ガ ポ ー J レ

空 気 関手口 量生 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 械 工 銭

ム

環 境 衛 生 施 ZE

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

25 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番地 電話 大 阪 ( 202) 代 理!'( 3071

本 腐 東京・ 日比谷・ 三慣ピル

支 1苫 名古庫、福岡 、札械、広 島、仙台、北陸

出 蝉 所 慣浜. 高松 、静岡 、費回、岡山、金沢

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和訟備 ・その他管工事一切の股計・ 8匝工

⑫ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) - 7411附

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 電鰭 06べ443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 集 所 仙 台 ・ 千 葉 ・名古贋・ 金沢・ 高松・広島・循岡

出 張 所 循 弁 ・倉愈・苫小牧

8 8  

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

- ⑪三建設備工業株ま奮社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本橋 蝋殺町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札峡 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・績浜

空 気 闘 和 ・ 衛 生 股 備 股 計 施 工

。
……
一一

4 式会社

-・
--

晃 空 調

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 電総 06- 344ー1911

東京都新宿区西新宿 新宿住友ビル fll 話 03- 344- 1911 

大阪市北区西天満 3 丁目 13 1s: 20号 屯ぷ 06- 363 - 1371 

名 古 屋 市 中村 区 下笹 島町 11 - 2 電，i初 52- 581- 8571 

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号1 t ぷ0822- 47- 4535

福 岡市中 央区大 名 2 丁目 4 番22号 泣，; ，r; 092- 761- 3795 

仙台・ 検j兵 ・福弁・京都・神戸 ・松江 ・高松・沖縄
出 張 所

( i )  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

( e( i )  よりよき環境へ技術て伽 一 一

す 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市南区瓦屋町 3 設了681存地 ( オートセンタ ーピル2階)

郵便番号542 電 話 大阪 (06) 768ー 5 0  3  1 番

東 京 支 底 東京都千代田灰九段南 2 丁目 2 醤 5 号( 九段 ピJレ8 階)

郵便番号102 tlt 結 束 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

• 新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号 ( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央区 日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 九 州 ・ 広 島 ・ 札 悦 ・ 東 海 村 ・北 陸 ・大 分

cl eanai r  
丸

。?夏空芸j警J惨ZE舎fさ



商昂は宇気ですo ¥ '  ｾ＠
a・E 町 熱と空気の エンジニアハ』 ー ー -

F  大気扇土

ｾｾ 時間制諮問

空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬送機設備

給排水衛生 『 ζ 了ンF
設 計 施 工

第ー・エ業株式会私

大阪支庖

大 阪 支 底 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 〒100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

r - sIODA附 コ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 熊 工 綴 織 式 会 極 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東 京 邸中央 区 京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

: f : 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

空気鋼和・衛生盤備 大阪ガス指定工事会社

段針・. エ

ガスt宣備・ガス住宅段備 大阪ガス段備. . 特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 1ト 12 電 話 06 - 313 - 1846

JE&tE 12 21 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 1ト 12 電 話 06 - 313  - 1846 

Z 芸 孟 宗 務 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 電 話0720 - 49 - 2128 

設 備 部 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11 - 12 電 話 06 - 313 ー1846

2f 師 12 盤鰐 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 番 3 号 電 話0720 - 49  - 2128  

給 ・排水・衛生 ・消火・暖冷房 設備

お お 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 館 大 阪 ( 458) 3531香

支庖 ・営業所 福岡・京都・広島 ・天理 ・川西

⑨日本管工業株式会社

ヰヰ土及京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 立 回 町 2 0 番 地 の 1

包 括 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 お( 06 Ｉ ＳＵＲＭＳＵＰｈｾ＠
園 田 市 支 庖 四 日 市 市 西 末 広 町 屯お (0593)53ー7431側

海 営 議 所 海 市 栄 町 2 - ＱＱＱ 屯 訴 Ｈ ＰＵＹＲ Ｉ ＲＶ ー必Ｑｏｾ ｾ

滋 賀 曾 議 所 大 沼 市 打 出 浜 13ー 15 1官以 (0775 Ｉ ＲＲＭＹＷＳＸｾ ｴｬ＠
名 古 屋 嘗 鍵 所 名古屋市中川区百船町 Z世話 (052 )363- 0681  ｾｾ＠

@ 這 暖 房 眼

寺電曹司. . . .

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 I l of' .司 : 1: 11 壇: 1

③巨樹J議緋五

@平山互業株式会社

衛 生 ・杢気調和 設備・ 設計・施工

大 阪 市 西 区 江 戸 経 卜 22- 7 T E L (W )附 1994 ・(4 0)仰0331

⑫ 山 田 工 揖 積 書11ft

本社且菅工事事車部 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6  - 8  電話06(443)8161(大代量)

環境袋置事童部大阪市淀川区三滞屋市 1 - 1  - 3 5 電話 06(308)1491(代 聾)

車 京 支 庖 東京都江東区亀戸 1- 8  - 4  ( 由回ピル) 電話 03(683)8421(代 置)

名 古 屋 支 底 名古鹿市中区京 2- 16- 13(京極ピル) 電話052(202)∞77( 代表)

福 岡 宜 庖 福岡市情事区1曹事駅東2-4- 30(' 、わきピル) 電話092(451)3456

持 車 所ｾＨ個 ｩ 神戸 。姫路。 広島市松松山

活字のない印刷

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 _ 06侭06) 1111代

日本写値セ ンヲ ー 〒 Ｘ ＹＲ 鹿児島市名山町 Ｔ ＭＷ 三 宝ピ Ｉｾ . ω92 (26) 4371 

津山写楢セ ン7 ー 〒708 i章山市大手町B番5号 慢範庖会館 官ω682 (4)  1771 

沖縄写樋セ ン1 - 干銃犯南風原村嫌械 沖縄印刷団地 雷ω88 (55)  61∞ 
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⑤ 

I1Eヨi IIf・h 必= - ..uι ー...b‘

| 窃 竜 丸 株 式

代表耳Z締役 山 本 博 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2 - 4 制 日 ビ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

京 都 市 右 京 区 西 原 極 . 野 町 2 1  

ｔｅ ｌ 京＼＼ｾ 075  (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代: )

岡 市 中 央 区 議 院 1 - 1 4 - 8

T E L  悩 問 。92 (  7  7  1)  6  1  6  8  

電 気 股 備 の 頁

社

-6. .  

ｾ＠

設 計 施 工電 気 設 備

朝

言宣言十施工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・ 言 十 装 工 事

6逮

回S吹

事

専攻士官町鎗所

耳uns. . 陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町1- 1 東 阪 急 ビ ル T EL 06- 313- 1101 

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴・ 京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島・ 四 国・ 九 州

信原栗取締役社長

緬縄 問 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常務 取締役支社長

大阪市東区高関僑五丁目 二八番 地 電話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ "}L ノ 内 ・ 繍 浜 名古屋 ・稲 1M]

営業所・ 出張所 全国主要都市 21ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

昆
，、.

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 (堂ピル 7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 臼 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代 〉

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 排・ 福 山

社一一・・・圃M・
株 式 会 社

キ土

怠

本

支

出 張 所

電気・計装・空間工事設計施工

A  

電 気 ・ 媛 冷 房 ・ 空 間 工 事 股 計 施 エ

S注
�ｾ ト圃貫工 ［ＢＧ］Ｎｊ ニアリレヲ論武 ｑｕ

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁

T E L  06- 364- 3056 (代)

東京・ 神戸・広島- 岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苫 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山 ・新居浜・福岡 ・沖縄

?必s

1 0  

目 l 番 3 号

取締役社長

本土

支 庖

事 業 所

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 ー 1 6  ( ニュ一新機 ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・千 葉・字都宮Ｎｾ本

ネ土

社

底

底

本

支

支

神 戸営 業所

電 気 工 事 設 計 施 工

卒富士電業株式会社

総合股備工事〈般計・施行〉

電 気 ・ア ン テ ナ ・送 電 線 プ ラ ン ト ・針 裟 ・空 調 ・土 木 ・建 鎮

⑧ 太陽工藤工事雲表

中 実

大阪市西区 北堀 江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

田
取締役社長

ネ土本

，

》

山

μ

大 阪 市福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L ( 侃 ) 452- 1151(大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・福岡

四中本

、
l

 

J

 

取締役社長

社本

営業所

TaPR1JI 北は稚内から - 南は那覇まて。 11蓄Z 創 il

事業所

面P

ち は

土σ〉

走ムアこ

本日

無 騒 音無 振 動

(TAI P工 法 )

取り組んでいます

φ 顎 読 智 工 務 開

挫 設 省 住 指 発482号

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 - 20 

fi 06 (226) 1  1  9  1  大 代 表

東 京 本 社 : 干103 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蛎 殻 町1-38-12

宮 03 (667) 1  1  9  1  大 代 表
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奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: = " } 淳黛零歳庖

本 竜士 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13- 33( 続 本 町バ ス 停 前 )

電 話 大 阪 06( 532 )代 0461 e  550 

建股省総定の防火材料

ソリジットスタイン 基材開等 o  0  0  3 号

エ パ ウ ォ ー J レ基材開等 o 0  0  3 骨

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 o 0  0  4 骨

社 大阪市東住吉区野j 川町 3 - 54 電話 (06 )702 ー 7814- 7  

東 京 $ 集 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 徳 間 出 張 所

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

大阪市東区高施僑 2 丁目9 野村 ビJ レ5階 電話 大阪 ( 202) 4905

ｅ ＺＱＮＭＱＺ哩ＮＮＮＮＮ雷彊百 ｅ ・ｾ

ｅ ＺｉＮｾＢ臨調・・・・ ｭ ・・・・ ｳ ・
E ヨヨ語圏措置副置司園田園・

(壁 用 ・ 床 用)

(ボード類直貼り接着材)

(土質安定用石膏)

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

大 阪 本 社 〒530 大 阪 市 北 区 堂 仏 2 丁 目 4 - 1  7  

関 西 営 業 所 T E L  0 6 ( 3 4 4 ) 6 5 2 6  

@ 園

Standard 

東相

Board&Sl ate 

フ タ パ 需 3阪

別注壁紙 ( クロス ) 御相談は

シマクロスで

司令 L マクロス株式会社

〒550 大 阪 市 西 区 本 田 3 丁目 2 - 1 8

T E L .  ( 0 6 ) 5 8  1  - 7 4 6  1 - 5  

建 材 ・ そ の イ 也 の 頁

吾1・日 J  [1 :::J !-=-.ベイ

相 会 社 J I l 川商庖

大 阪 営 難 所 千 5 3 1 大 阪 市 大 ; 定 区 大 淀 南 1 ー 1 ー 1 6

T E L  0 6 - 4 5 8 - 1 8 7 2 - 6  

本 社 干 1 0 5 東 京 都 港 区 西 新 情 2 - 0  - 1  

T E L  0 3 - 5 0 3 - 5 3  0 1 - ( -1: 

東 京 宮 製 所 干 1 5 0 東 京 都 渋 谷 区 松 涛 2 - 1 8 - 2

T E し 0 3 - 4 6 5 - 8 6 1 1  -(-1: 

札 幌 出 損 所 干0 6 4 札幌市中央区南+ 四条西6 行啓 グランドハイツ 905号

T E L  0 1 1 - 5 1 2 - 7 6 8 9  

訓《サンケークロス

J '  I 島 株 式 舎 科

本 社 東 京 都 中 央区 日 本 崎 小 f云%I HTl - 4 0 T E  L ( 03) 663- 3371  

大 阪 支 庖 大 阪 市 平 野 区 背 戸 口 2 - 14 - 1 4 T  E  L ( 06) 702- 8102 

支 庖 名 古 屋 ( 052) 932- 1381 札 幌 ( 011 ) 741 - 3721  

広 島 ( 0822 ) 93- 4676 

l er z y材

本 社 干141 東 京 荷s品 川 区 西 五 反 且12- 34- 4 T E L  03- 492ー 7341

東 京 支 庖 干 143 東 京 船 大 田 区平 和 島 6 ー 1 ー 1 T E L  03- 767- 3411 

物流ピ J レA 棟 AE 5- 1

大 阪 支 庖 〒538 大 阪市 鶴 見 区 茨 回 大7月田T301- 1 T Eし 06- 913ー 1031

きらった( 誕生いト感覚

【アースウェイブカーテン E

【ラグジュアリーカーペット】l

回 日 本 ブ 山 一 ン 株 式 会 社

〒540・大阪市東区鎗屋町1丁目 34番地 ・ヤリヤマチピル

T  E  L  06 (943)  6  4  8  1  (代)

更 に 充 実 の

**- ' 7D X 1 5集 新 発売. ゲ

見 本 帳 御 入 用 の 節 は 御一 報 下 さ い

で主君z 額館田喜値大阪支庖

E I 3 J  

干 564 1吹 田 市 広 芝 町 13 - 31  

T  E  L  06( 386)  6  5  1  1  ( 代 )

本社・壁装置宮 〒160 東 京 都 新 宿 区 新 宿 2 - 8 ー l

T  E  L  03  ( 354 )  2  6  4  1  ( 代 )

特殊壁装材製造販売 和室に最適

四--11:;!?)(株)副 J: J : J ! ] C:Z
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建築に新しい時代を拓く肉・外壁材/

l簡に芯 :::1-( 軒

- 年中快適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

‘

へ

|

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL
<> 

朝関重

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト Zfill

⑧931控室翌五期間)

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2 - 12- 14 : 078(922) 0007 (代)

高槻 営 業 所 〒 569 高槻市宮田町 2 - 1  - 29 : 0726 (96)  2889 

中 国 営 業 所 干 742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

公 08202 (2) 5211

品 建 築 技 術|
建 設 省 建 築 研 究 所 監 修.

昭 和54年

N O . 3 4 0  

定 価

￥ 7 0 0  
12月号の内容

- 港 湾 埋 立地 の 杭 な し 倉 庫 井 上 博( 井上博設計事務所)

e 十 場 ・倉 庫 の 土 問 コ ンク リート

一沈下 ・ひびわれ ・摩耗の対策一 西原良治( 清水建設KK)

- 虎 ノ門三井 ビル別館の鉄骨製作と現場建方

高橋春蘭ほか( 日本設計事務所 )

・PC集合住宅の屋上防水補修 日野三郎 ( 安藤建設KK)

- 住宅平面の把握評価

・在来木造住宅の地域特性

延藤安弘( 京都大学)

渡辺一正( 建築研究所)

建築経済統計図表 ・フォ トニュース ・ トピックス ・建築家

の 良 識 ・読 者 コー ナ - ・海 外 の 話 題 ・建 材 の動 向 そ の 他

直接購読ご希望の場合年 間予約金 ￥ B ，4 0 0 ( 送料共)

|建 |築 |技 |術 |の |出|版 |案 |内 l

同じ失敗を繰り返ｾないために

聖書失 敗 の 実 例 に ま な ぷ 同編集部編

B  5 判 . 279頁 ・￥ 3，600(送 料 ￥ 250)

現 場 に 即 し た 検 査 方法 初 の 指導 害

建 築 工 事 検 査 の 実 際 修
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•• 
コ ン クリ ー 卜 技 術 に 関 す る 好 適 の 実 務 害

実 用 コ ン ク リ ー 卜 技 術 森茂二郎事

- 上 巻 B 5 判 ・360頁 ・￥3，200(送 料 ￥ 250)

・下 巻 B 5 判 ・414頁 ・￥3，600(送 料 ￥ 250)

設 計 ・ 施工 に 必 要 な接 着 工 法 の 決定 版

建 築 の 接 着 工 法 西 忠 雄 監 修

8 5 判 . 430頁 ・ ￥ 3，000(送 料 ￥ 280)

各 種 建 築楠 造 の 計 画 ・ 設 計 に 役 立 つ

建 築 構 造 計 算 資 料 集金8巻 中川 淳 編 著

日鉄筋コンクリート権造編① B  5判・ 237頁・￥ 3，800(送料》 初日)

困鉄筋コンクリート 槍造編② B  5判・ 212頁 ・￥3，000(送料￥ 250)

固綱 構 造 編① B 5判 ・225頁 ー￥3，200(送料￥ 250)

図綱 構 造 編② B 5事J • 256頁 ー￥3，500(送料' " 250)  

固鉄骨鉄筋コンクリート 4構造編 B 5判・ 208頁・￥ 3，200(送料' " 200)  
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設備合理化に貢献する

s経! l U :ユト:::J!!J:J O

S K- l 00S標 準 型

S K型 ー|層式( 桝 ) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・実 用 新案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 鍋 傷

し ま す 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・ マ ン

ホ ー ル ・受 カ ゴ ・ス ラ イ ド 板 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

ト ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 介 間

に 合 い ま す 。 文 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が カ 、 か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 費

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 透 は 受 力 ゴ で 取 り 除 き 、 ト ラ ッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 量 豊 富 に あ り ま す か ら お 庖 の 大 き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊ヰ土は日本で初めてグリース トラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り既 に全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 様 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

向 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル / 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 閏 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー ト / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ピ ル/ 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ビ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル/ 新 宿 セ ン タ ー ビ ル/ 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ピル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ビ ル/ 三 富 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ピ ル/ 鳥 取 一 番 館 / 高 松 ワ シ ン 卜 ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ビ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ンホ テ ル / 他

〈営 業 品 目 〉

S K式 グ リー ス ト ラ ッ プ/ S K式 ガ ソ リン トラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 会 般

設 計 ・製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 ヤ さ い 。一一一一ーー

製 造 発 売元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪宮蝶所/ 〒532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) n  06 (304)  54別附

本 社 / 〒 130 東京都墨田区東駒形4- 6- 9(和章ピル)
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錆びない. ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

、

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大 波 . v i.皮・ボックス波・ W ジ ャ ン ボ波・ V デ ッ キ

S V ジ ャ ン ボ 波 ・其 の 他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・棟 包 ・ 雨 押 類 ・谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター ・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

盛 市I J I !J 9J l J 9J l 製造掠式会祖

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ J レ で 包 括 大 阪 (06)412- 5131( 代)

営 業 本部 干 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 凹 44 包 括 大 阪 (06)488- 1081( 代)

支 底 及工 場 大 阪 ・九州| ・名 古 屋 ・広 島 ・東 条 ・刈 谷

姫 路( 来 洋 建 材工 業. 株 )

東 京 本 社及 工 相 〒335 厳 市 塚 魁 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 (0484)42- 3115( 代)

支 底 及 工場 東 北

現場の 信頼 に応 える ｾＱ ￸Ｎ ＱＮ＠ 告 H 口

主党口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 周

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

=目、- 6- ート

守 ｾＹ［Ｇ

' 1守- q- L.

セメント. 起泡・軽量 ・裏込用 %%: : 1・b

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 周 Z i ョ7- 11， I  Ｎ ｾ＠

一一 セメ ント混和剤・助材綜合メーカー -

ｾ ，ｾ｟ｊ￰株式ｾｉｲｨ田監 ＱＮＮＮＮＭ 宝ﾭ
Y 沼ど ) 会 社 . . . . . 咽 園 唱 ・ - _ . . .  ｾ＠

東京郵品川区二業1- 18- 8 f t東京 (787) 1131代表

東 北 支 J苫 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原3- 2 ft0245(91) 1l 3HI的

関東営業所 茨 減 県 土 浦 市大田T14  - 3  ft0298 (23)  1131仰

盛岡営業所 岩 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘3- 39 合 0196(45) 1331聞

大 阪 大阪市東成区東中本2-17-26 f t  06 (974)  1131 
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水に、スキをみせるな。

0. 01 ミリ の スキ問 で も 水は遠慮、しませ ん。

〈日アス 〉は、防水 工 事 ひとす じに50余年。

この 小 さなスキ問と の 、長 いたたかいを続け

ている のです。 もちろん 、O シグマートによ

るウ エルドシステムO 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ス トライ プ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、 完全責 任施工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。 全国90 ヵ所にも

およ ぶく 日アス 〉 ネ ッ トワークの、水もモラ

さぬ たたかいぶりに ぜ ひご 注 目 ください 。

地 区 会 社 名

北海道 日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出 張所

日本防水総業( 株) 釧路出 張所

日新建工( 株) 札幌 出張所

大和工業( 株) 苫小牧出 張所

大和防水工業株式会社

東 北 日新建工( 株) 仙台支庖

北原建材工業( 株) 仙台出張所

協和建材工業( 株) 仙台支庖

関 東 葵 工 業 繰 式会社

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

三和工業株式会社

(株) 大二商会東京支底

大東スレート株式会社

東京涯育株式会社

日新建ヱ株式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

諸島田工業株式会社

富士工材株式会社

蔵涯育興業株式会社

フタパ興業( 株) 東京営業所

古川株式会社

北条涯膏工業株式会社

マサ J レ涯育工業株式会社

大和工業株式会社

;I l ! 青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;I l ! 青株式会社

不ニ防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支庖

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所

渥青建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

信 主宰 鹿 住 防 水 工 業 株 式会社

同和建業株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

北 陸 株 式 会 社 折 橋 政 治 郎 商 庖

有限会社小島工業所

? J レセ化建株式会社

石橋建材株式会社
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地 区 会 社 名

東 海 協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

三井工摸株式会社

三信建材工業株式会社

( 合) 清谷商庖沼 津支庖

大池建エ株式会社

重害防水工業株式会社

辰 己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 鐙 地図;I l ! 青工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建ヱ( 株) 大阪出張所

日本綜合防水( 株) 大阪支庖

フデパ興業株式会社

マルヱス工業株式会社

有限会社丸議商底

大島応用化学工業株式会社

久下商庖

東洋建材株式会社

中村濯青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

中 国 束 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社

練式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

皇永建材株式会社

大和工業( 株) 広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大 三 工 業 株 式 会 社

大三工難( 株) 高知支庖

徳島大三エ喋株式会社

株式会社マル7 ス河野商1古

株式会社山本商会

九 州 安 藤 工 業 格 式 会 社

加茂装備株式会社

回避工材株式会社

株式会社工材社

安蔵工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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- 建設省 東開 240号認可L他 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

、』園，. ， 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 エ 喋 練 式 会 社 内 n ( 882)2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2  3  - 4  n  (870) 5051 代

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2 19( 舷 阜 正 ビ ル ) 日 新 エ 襲 名 古 屋 出 張 所 内 宮 (741 ) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日 新 工 蝶 大 阪 支 庖 内 含 ("329) 7737 代

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 樗 多 区 得 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0 日 新 工 纂 九 州 出 張 所 内 含 ( 451 ) 1095 代
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Ｎ ＼わしれまＮ資 料 をお求め ＨｴＮＺｾ ｾ ＧＰ 製品 見 ぶ似 ・ 機能解説 ， ｉ ｾ Ｎ

施 l 解説 ，'f<J iI!(軒i介' ザ J. JsなEをお送りします.

建 物|λ l で、人は意外 tこ歩きます。机に向かう

こtの多い女 子 事 務員でさえ、 1 日約4，500歩 。

滑りやすく、 li j J ! すぎたりやわらかすぎたり、また

自に刺激的で、騒々しし、床 I; J : . 、どんな弘I ! . 物でも

| 到りものでてれとくに、立位作業の多い病院など

で.は、重要なチェックポイン卜になります。

A Cフロア I; J : . 、発泡層のクッション性と表層面i

のさざ波加 l工で、靴底に適度な抵抗を与え、! 末

を滑りにくくします。また、表面加l工 が 反 射 光 を

やわらげ、発 i包l百が床の衝撃?去を遮断します

から、 EIや神経を疲れさせません。これまで‘ ご

採 ｭｾ 、た ｦ ごいた、医 ￟ｪｬｩ ・ 看護品 ｴｩ ・ 先 生 がたの

評価カ・ら、私たちは、さらに自 信 をもって、 や疲 れ

にくL 、床 。A Cフロアをおすすめして L '.1:す。


